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序

本報告書は、 1983 • 84両年度に実施した笛吹川農業水利事業国営幹線管水

路敷設工事に伴う事前発掘調脊の結果をまとめたもので、 対象遺跡は、 一 の沢

西遺跡（東八代郡境川村小黒坂 ー の沢）以下4遺跡であります。

これらの遺跡の所在地は、 境JI! 村 ・中道町 ・豊富村の3町村で、 いずれも甲

府盆地の南東辺、 曽根丘陵上に位置しております。 曽根丘陵といえば、 本県古

墳文化の発祥の地で、 古墳の密集地帯として知られておりますが、 この地にお

ける人類の足跡は遠く先土器時代に始まり、 縄文時代にはかなり濃厚に遺跡が

集中する地域となっております。

現に本報告書の主要部分をなす 一 の沢西遺跡は、 一 部に弥生土器や古墳関係

も含まれますが、 大部分は縄文時代前期から後期に至る遺構であり、 11軒の住

居址と113甚に及ぶ土拡とが確認され、 また多数の土器が出土いたしました。

その中 には、 県内では過去にほとんど調査例を見ない中期 の井戸尻皿式期の環

状あるいは馬蹄形集落の一 部と推定される住居址群や、 後期の類例の少ない敷石

住居址などが検出され、 また井戸尻皿式土器が多量に出土するなど、 顕著な成果

を挙げることができました。 他の3遺跡についても、 それぞれ成果があり、 従

前の調査結果を補完するのに役立ちました。 本報告書が、 多くの方々に研究の

資料としてご活用いただければ幸甚です。

末筆ながら、 種々ご協力を賜わった関係機関各位、 並びに直接調査に従事し

ていただいた方々に厚く御礼申し上げます。

19 86年3月

山梨県埋蔵文化財センク ー

所 長 磯 貝 正 義



ーの沢西遺跡



例 言

1 . 本報告書は、 昭和58年度の笛吹川農業水利事業国営幹線管水路敷設工事に伴って発掘調査

された東八代郡境川村一 の沢西遺跡の発掘調査報告書である。
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集は長沢が行った。
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第I章 調査状況

第1節 調査に至る経過
昭和58年2月 昭和57年度調在分（北ーの沢遺跡）からの続き部分の分布調査を行い、

本調査部分を確認した。

昭和58年 9 月 12 日 農林水産省、 県文化課、 県埋蔵文化財センク ー 、 境川村教育委員会の間

で、 発掘調脊の打ち合わせを行う。

昭和58年9月 28 日 文化庁に発掘通知を提出する。

昭和58年10 月 3 日 発掘調査を開始する。

昭和58年12 月 20 日 発掘調在を終了する。

なお、 調査終了後、 石和警察署へ遺物発見通知を提出する。

第2節 調 査組織
調 査主体 山梨県教育委員会

ヽ 調 査機関 山梨県埋蔵文化財セ ‘ノタ ー

調査担当者 長沢宏昌（県文化財主事）

中山誠二( ij ) 

調 査 員 塚原明生（日本写真家協会々員）

日向千恵

新津重子

補助調査員 塚原佳津子

作 業 員 石田文次郎、 雨宮しげ子、 滝沢一 繁、 橘田マチ子、 相川幸江、 角田美代子、

橘田かみ江、 田中窪江、 角田あやの、 小田切絹子、 小林久代、 渡辺鈴子、 宇

佐美清子、 竜沢とし江、 宮川かな子、 渡辺礼子、 斉藤多喜子、 斉藤つね子、

初鹿博、 羽中田恵子、 竜沢房子、 石原益子、 竜沢縫子、 初鹿花子、 飯田美代

子、 宮川誠子、 丸山孝子、 宇佐美けい、 坂本穂波、 広瀬千江美、 江川勝子、

宮） II好子、 宮川とみの、 高野俊彦、 石川龍子、 遠藤映子

- 1 -



第II章 遺跡概況

第1節 位 置
山梨県東八代 郡境 ） II村小黒坂字 一 の沢に所在する。

第2節 地理的 ・歴史的環境
本 遺跡 は、 御坂山系に含まれる名所山、 春日山の山裾と曽根丘陵との接点に位 置 し、 標高は

410 m-430 mを測る。 遺跡 は、 山裾尾根部より北西方向へ向かって 下る緩斜面に位 置 し、 尾根

の東方には狐川が北流する。

本遺跡 周辺地域では、 北 ー の沢遺跡 、 立石北遺跡 、 立 石南遺跡 などの縄文時代 の遺跡が多く

知られている他、 狐川流域に沿って 展開する後期群 集墳が存在する。 『境 川村誌』によれば、

同村内には前期、 後期を含めて 57基 の古墳が確認されて いるが、 その内の約3割の17基が同河

川沿いに分布する。

本遺跡 及び北一の沢遺跡 の調査では、 過去に墳丘を削平された古墳が新たに発見されているこ

とから、 付近には

さらに多くの古墳

が存在したものと

推定される。 群 集

墳出現の背景には、

鉄器の普及や灌漑

技術の発達等に支

えられた生産力の

向上と中・ 小首長

層の拡大があった

と考えられる。 北

ーの沢遺跡 及び今

回の調査では該期

の住居址は確認さ

れなかったが、 周

辺地域に古墳築造

を可能とした 集落

が広がって いるも

のと推測される。

第1図 遺跡 位 置 図
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第III章 遺構と遺物

前年度発掘調査部分（北一の沢辿跡）では、 井戸尻(1軒）曽利I (3)曽利II (2)曽利

m以降(3)不明( 1 ) の住居址と、 後期古墳4基が調査された。 また、 58年2月段階の本遺

跡での本調査に先立つ分布調査でも、 縄文時代中期、 とくに井戸尻式期、 曽利式期の土器片が

猿密に分布しており、 北ーの沢遺跡と同様、 縄文中期の集落が予想された。

工事は、 北西方向に張り出した尾根を横切るようなかたちで行われ、 尾根の頂きから西側の

緩やかな傾斜面が調香の対象域となった。 尾根の頂きから谷部までは約250mを測る。 この部

分は、 調査幅約10mで全面調査、 谷部はトレソチ調査とした。

表土下は、 調査区両端は直ぐに黄褐色土層となり、 中央部には浅い谷が形成され、 その部分

に黒色土が堆積していた。 追構は両端では容易に確認されたが、 中央部ではこの黒色土中から

掘り込まれていたため、 一部の追棉については床面ちかくになって確認されることになった。

調査は、 10mの調脊幅を南北方向へ、 南から4mごとにA (2 m)、 B (4 m)、C (4 m) 

区と定め、 さらに西から東へ4mごとに区切り、 グリ ッ ドを設定し、 全面調査を行った。

調査の結果、 縄文時代前期の住居址l軒、 中期の住居址10軒、 後期の住居址l軒と113基の

土拡（前期～後期）、 古墳l基が確認された。 また、 弥生土器もわずかl片ながら出土してい

る。

縄文時代中期では、 井戸尻ITI式期の住居址が 5軒存在し、 それが東西に分かれ、 その間に該

期の土拡群が存在する。 1号住居址と4 • 5 • 6 • 9号住居址との間は 70m、 この間に土拡群

(37• 46 • 48• 56号土拡からは完形の井戸尻lil式土器出土）が確認され、 過去、 県内ではほと

んど調査例のない該期の環状あるいは馬蹄形集落と考えられる。 また、 出土した土器は完形、 半

完形のものも多く、 資料的にもそれまでの空白を埋めるに充分と言える。

後期の住居址は、 類例の少ない敷石住居址であり、 入口部と、 居住部とが間仕切りで区画さ

れたものであった。

古墳は、 北 ーの沢遺跡の調査

において4基が確認され、 付近

にも後期古墳が存在することか

ら、 その存在が予想された。 調

査の結果l基だけが確認された

が、 内部主体もすでに破壊され

ており、 周溝から、 須恵器小片

が3片出土したにすぎない。

- 5 -
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第1節 縄文時代
1. 住居址と出土土器

1. 1号住居址

B-9 ・ 10 、 C-9 ・ 10

グリッド。 農道によって北

半は破壊されている。 楕円

形を呈する住居址で、 長辺

推定5.7 m程度、 短辺5.1 m 

を測る。 掘り込みは浅く、

かつ傾斜面に位置するため

東壁は20cmを測るが、 西壁

は5cm程度の残存であった。

住居の主軸は径の長軸と

同 一と思われ、 ほぽ南北を ·-415. 920 

向く。 炉の真南には40cm程

の台形状を呈する乎石が置

かれており、 入口部と思わ
2m 

� 

れる。 住居内には、 ビット
第4図 1号住居址

が7基確認されたが、 この

うち、 1 (深さ70cm)、 2 (同80cm)、 6 (同40cm)、

7 (同60cm) が柱穴と思われる。 ただ1• 6• 7は、

そのまわりに大きな掘り込みがみられ、 あるいは、

造り変えによるものであるかもしれない。 また、 3

（深さ40cm) 、 4 (同30cm) のピットは平石の両側

にみられるもので、 何らかの施設のためのビットで

あった可能性もある。 なお、 ピット5は深さ20cmと

浅い。 床は炉付近以外軟弱である。 覆土は暗褐色粘

質土の単 一層で、 焼土 ・カ ー ボソ粒子を含んでいた。

炉は、 口径約40cmの土器口縁部を用いた石囲埋甕

a a ’ 

I ·"- ↓、
a 415 470 a' 

l.m I 譜繕色粘質土D 疇褐色粘n土＋カ-.�, I 焼土＂ 睛褐色粘買七と貧褐色砂＂七の髭合

第5図 1号住居址炉

炉である。 80cm x 70cmの楕円形の掘り方をもち、 深さ20cmを測る。 石囲いには 4個の礫を用い

ているが、 2個づつほぽ東西に配したもので、 南北方向には石は置かれなかったようで•ある。

内部には、 焼土層は形成されておらず、 焼土、 カ ー ポン粒子が混ざる程度であった。

遺物は、 土器の他、 石器数点が出土しているが、 土器以外の遺物については、 すべての遺構

についてまとめて後述することとする。

土器

1. 炉体土器である。 浅鉢と思われる。 口径40.7cm、 現存高9.1cmを測る。 肩部の屈曲部以

- 6 -
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第7図 1号住居址出土土器 その2

下を欠損している。 施文はT寧に行われ、 磨きも良好である。 褐色を呈し、 胎土は精選され、

焼成も良好である。 2. 床面直上出士。 深鉢。 ロ径 9.7cm、 器高 15cm、 底径 7.6cm を測る。赤

褐色を星するが、 内面は黒変している。 胎土には雲母が目立ち、 焼成は良好である。 3. 床

面直上出土。 深鉢。 ロ径 18cm、 器高 30.2cm、 底径 9.6cm を測る。 外面には剥離が激しい。 赤褐

色を呈し、 砂粒を多く含む。 焼成は良好である。 4. 覆土出土。 深鉢。 底部欠損。 ロ径 15.8

7
 



cm、 現存高 27 .2 cm。 肩部の傘状 隆 帯は 2 ヶ 所が 把手状をなす。 外面赤褐色、 内面黒色を呈する。

胎 土には砂粒が 多く、 焼成は 良 好である。 5. 覆土出土。 深鉢 把 手。 現存高 33.4 cm。 渦 巻 文

は、 沈線施文後、 浮き 上がった 隆帯部 分をさらに丸 く 仕 上 げる、 半肉 彫施文によるものである。

褐色を呈し、 胎 土に砂粒を含 む。 焼成は良好である。 6 - 1 1 . いずれも沈線を地 文とし、 隆 帯、

隆 線を貼付したもので、 覆土から出土している。 8• 9 は 同 一 個体と思われる。 胎 土には砂粒

が 多 く、 雲母が 目 立つ。 いずれも焼成は 良 好である。

2. 2号住居址

A - 20• 2 1 、 B - 20 • 2 1 グ リ ッ ド 。 本住居址は、 極めて浅い部 分 に構 築 されてお り 、 表 士 下

30 cmで床面にあたるため、 北側 が 耕 作によってすでに破壊されていた。 六角形を呈する居住部と、

方形の 入口部をもつ柄 鏡形 敷石住居址である。 主軸は北西 ー 南東で 入口部は北西を向く。 居住

部は、 ほぽ 中 央に石囲炉があ り 、 六 角 形の一辺 1 .8 m程度と推定される。 また 入口部との境 界

には、 幅 50 cmの板石を立てている。 入口部は 1 .8 m x 1 .4 m の方形を呈するが、 両長辺には石を

敷 き、 長辺を結 ぶ部 分には、 板石をハ の字状に置いている。 ハ の字 内部には石が 敷かれていな

かったと思われる。 敷石には石英 閃 緑 岩の板石を用い、 最も大きいもので 90cm X 50 cmを測る。

D·
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41
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敷 石 縁 辺 や 内 部 に は 小礫 を 用 い 辺 が 直 線 を な
"' 

i 

す よ う に 、 ま た 敷 石 間 の 充 填 に あ て て い る 。

居 住 部 の と こ ろ ど こ ろ に 敷 石 の み ら れ な い 空

白 部 が あ る が 、 小 ピ ッ ト な ど は 存 在 せ ず 、 こ

れ も 本 来 は 敷 石 が あ っ た と 思 わ れ る 。 掘 り 込
a - � \ \ I � � .-JUI I - a 

みに よ る 壁 は み ら れ ず 、 平 地 住 居 と 考 え られ る 。

居住 部 で 柱 穴 の 確 認 を す べ く 敷 石 を 取 り は

ず し た 後 、 縁 辺 部 を 含 め て 精 査 し た が 柱 穴 、

ピ ッ ト 等 は 全 く 確 認 さ れ な か っ た 。 ま た 、 入

口 部 に 埋 甕 も 存 在 し な か っ た 。
I よ炉 は 、 50 cm 程 度 の 乎 石 4 枚 を 組 み 合 わ せ た 420 013  .0 

d ― - a 

石 囲 炉 で 、 火 熱 に よ る も の か 、 激 し い ヒ ビ 割

れ 、 剥 離 な ど が 認 め ら れ る 。 掘 り 方 は 径75 cm lI 黒暗
色
褐

粘
色

質
粘

士賞土＋焼土 ＋ カ ー ボ -,,.
旧 暗褐色粘I'l l

の 円 形 で 深 さ 約 45 cm を 測 る 。 内 部 に は 、 土 器
I m 

片 が 存 在 し 、 一 部 の 内 面 部 分 に 判 離 が み ら れ
第 9 図 2 号 住 居 址 炉

＼
 

A - ー A

4 1 9. 063 
A ・一

2m 

第10図 2 号 住 居 址 遺 物 出 土 状 況
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10cm 

第 1 1 図 2号住居址出 土土器

- 10 -



る こ と か ら 土器敷 き石 囲 炉であ っ た と 考 え ら れる。 しかし、 石、 土器 な ど に 剥離が激しいわ り

には、 焼土層 が形成されて お ら ず、 焼土粒子、 カ ー ボ ン が暗 褐色土に混 ざ る程 度 であ っ た 。

遺 物は、 土器小 破 片 を 中 心に総 数 1 80 点 ほ ど と 少 ない。 第1 0 図に示した ご と く 居 住部を 中 心に

出土している。 こ の う ち、 敷 石面 直 上で確 認 されたものも認 め ら れるが、 敷 石面 上10 cmのもの

が ほ と ん ど である。 複 元できるものは な く 炉 内の土器片も接 合 はし た ものの、 口 縁 、 底部 は 存

在し な か っ た o

土 器

1 � 4. 炉 内出土。 同 一 個 体 である。 褐色を呈し、 長 石 • 石 英 な ど 砂粒を多 く含む。 焼成は

良好である。 外面は磨きが丁寧に行われているが、 内面は前述 した よ う に一部 泉I]離している。

以 下の土器については、 敷 石面 か らの浮 き具 合 、 特 徴 等を記すこ と にする。 いずれも焼成は良

好 で胎士に砂粒が目立 つ 。 5. 床面直 上出土。 暗褐色を呈し、 胎土は精選され ている。 焼成

も良好である。 6. 敷 石 面 よ り 4 cm 浮 いて出土。 本 資 料は胎土が 極 めて精選されて い る。

7 . 敷 石の隙 問に落ち込 む状 態 で出土して お り 、 敷 石 上面 よ り も下位である。 8. ほ ぽ 敷 石

上面 か ら出土。 9. 4 cm 浮 いて出土。 10. 3 cm 浮いて出土。 11. 敷 石 外 か ら 出土。 敷石

上面 よ り 10 cm 浮いた 状 態である。 12. 2 cm 浮 いて出土。 13. 2 cm 浮いて出士 。 15 �17. 

出土位 置 不 明 。

3. 3 号住 居 址

C - 2 •  3 グ リ ッ ド 。 比 較 的 傾 斜のき つい調 査 区 西 端で、 確 認、 調 査 され た 。 不 正 円 形 （ 台

形にち かい） を呈する住 居址で、 南 側には23号土拡が掘 り 込 ま れている。 主 軸は ほ ぽ 南北であ

る。 南 北 方 向 4.7 m 、 東 西 方 向の短 辺 3.2 m 、 長 辺 4.7 m を測る。 本 住 居址の掘 り 込 みは深く、

確 認面 か らの壁 高は 最も高い東 壁 で約60 cm、 最も低い 西 壁 で20 cm を測る。 床面は軟 弱 であ っ た 。

覆土は大 き く 上 下二 層に分 け ら れるが 、 主 体は暗褐色粘 質 士 で、 黄 褐色砂 質 土 プ ロ ッ ク が下層

には多い。 ま た 、 焼土、 カ ー ボ ソ 粒子は極 く わず か であっ た 。 柱 穴は 4 本 で50 cm � 70 cmの深さ

がある。 他に、 住 居 北 側 中 央に径60 cm 程 度の皿 状の ヒ°
ッ ト と 、 南 東 コ ー ナ ー に径 1 m 程 度の皿

状の ヒ°
ッ ト が 認 め ら れた 。

住 居 中 央に 地 床 炉が存 在する。 70cm x 60 cmの楕 円 形に20 cm 程 度 掘 り 凹 め た もので、 焼土の推

積は極 くわず か であ っ た 。

遺 物は床面 か ら は23号土拡に 落 ち こ む よ う な 状 況 で石 皿が、 ま た、 北 東の柱 穴 脇に 石 皿 が、

南 西 の 柱 穴に接 して 超 大 型の打 製 石 斧 が出土した だ けで、 後 述する土器はすべて覆土 か ら 出土

した ものであるが、 中 期の土器は ほ と ん ど含 ま れて お ら ず、 板 状 石 皿 等の出土を考慮すれば 、

前 期 末 （諸 磯 b 式 � c 式 期 ） の遺 構 と して よ いであ ろ う 。 な お、 大 型の打 製 石 斧の基部は北 西

の柱 穴 内 よ り 出土し、 接 合 している。

土器

土器は少 量の出士であるが 、 前 述の判 断 か ら 前 期 末のものだ けを示 す こ と と し、 中 期は割 愛

し た 。

1 •  3 � 7. 縄文地文で、 竹 管に よ る沈 線 文を施したものである。 いず れも 砂粒を 含 ん でお

- 11 -
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第12 図 3号住居址

a 

bー

- a 

り、 焼 成 は良好 である。 2. 結節縄 文 を 施 したもので、

砂 粒 が 多い 。 8. 有孔 土 器。 胎 土 は極 めて精選 されて

いるが 、 赤 色 顔料 は認 め ら れ な い。 焼 成 は良好 である。

9. 竹管 の背 面利用 による連続 押 し 引 き 文を施 し たも

のある。 砂 粒 が 多 く 、 焼 成 は 良 好 である。

er a 4 1 ! . 942 0:: - - — a'  一I.m 

l 黒色粘質土＋焼土＋ カ ー ,. / 十 暗褐色粘費土
D 暗褐色粘質土＋焼土＋ カ ー ポ ノ ＋ 賀褐色砂質土プ ロ ッ 9

頂 焼土

第13図 3号住居址炉
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第14 図 3 号 住居址 出土土器

4. 4 号 住 居 址

A - 28 • 29 、 B - 28 • 29 グリ ッ ド。 調在 区の制 約から、 北 側 半分 だ け の調査 で あった。 本住

居 址 の覆 土 からは、 ほ ぽ 同 一 レ ベ ル か ら お ぴ た だ しい 数 の土器が出土している。 円 ない し楕 円

形 を星する住居址 で 、 確 認部分の最 大 幅 6. 1 m を測 る。 本住居 址 も比 較的深く掘 り 込ま れ て お

り 、 壁高は、 東側 50 cm 、 北 側 30 cm 、 西側 50 cm を測 る。 床 は極 めて 軟 弱 で あ り 、 中央 部に一部焼

士、 カ ー ポ ン 粒 子が飛 散 し、 踏 み 固 められ た部分が確認され たにす ぎ ない。 なお 、 炉 は こ のち

かくと思 わ れ るが、 調査部分には存在しなかった。 ビ ッ ト は 8 基が確認され たが、 西 側に集中

して み られ る 5基 の う ち 何 甚 かは、 1 1 号 住居址に伴 う ものと考 えられ る。 本住居址 の柱 穴 は、

壁 との位置 関 係 、 深 さなどから、 ヒ°
ッ ト 3 、 ピ ッ ト 4 が相 当する と思 わ れ る。 覆土は、 暗 褐 色

粘 質 土の単 一 層 であるが、 大 き く上 下 二 層に分 け られ 、 下層 には、 焼土、 カ ー ボ ン 粒 子がみ ら

れ た 。

遺物 は、 前述したよ う に士器を中心に非 常に多く出土しているが、 床 面 直 上 から 出 土 した の

は大 型 の土 偶 1 点 で あ り 、 他は床 面よ り IO cm � 1 5cm 浮 い た 状 態 で出土している。

土 器

1 . 胴部が直 線的な大 型 の深 鉢 で ある。 口 縁に 4 単 位 ( 2 対 ） の突 起 をもち 、 1 対 は中空 把

手 状 をな し 、 端部は隆 帯 となって 逆 J 字 状に収 束する。 も う 1 対 は ミ ミ ズ ク 把手 様に双 孔 を穿

ち 、 隆 帯 は真 匝 ぐ 垂 下 し、 胴部中帯文 へ連 なる。 胴部には中位文 様 帯が形 成され 、 沈 線 、 隆 帯

による区 画がなされ ている。 なお 区 画 内 は条 線 で 充 た され る。 口 径 4 7 .5cm 、 胴部最 大 径49 cm 、

現 存高64 cm。 褐 色 を星 し、 胎 土には砂 粒 を含み 、 焼 成 は良 好 で ある。 2. 胴部に膨らみ をも

つ大 型 の深 鉢。 口 縁部に 2 個 突 起が現 存するが、 お そらく、 4 単 位の突 起が存在した と思 われ

る。 口 径 42cm 、 頸部径 36 cm 、 現 存高59 cm を測 る。 各 突起部から隆帯が垂 下 し、 頸 部の隆 帯に連

なる。 頸部隆 帯 と胴下半の隆 帯によって 中部文 様 帯が形 成され 、 中帯 内 はや は り 隆 帯による区

画がなされ るが、 こ の区 画 は人 体文 モ チ ー フ とも考 えられ る。 暗 褐 色 を呈 し、 胎 土には砂 粒が

目 立 つ。 焼 成は良 好 で ある。 3 .  屈 折 底 と 4 単 位の大 型 塔 状 把 手 をもつ深 鉢である。 口 径

21 .2 cm 、 最 大 径 36.4 cm 、 最 小 径 1 2 . 7 cm 、 器高 34 .5cm 、 底 径 8.6 cm を測 る。 塔 状 把手 は中空 で、

基 本的に四 角 形 を呈 じ 、 先 端 に小 円 筒形 突 起 を有するもので ある。 各 把 手 は双孔 を有する。 文
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2 m  I 及t ( 黒色粘l'l t l
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第15図 4 号 住居址

様 は 口 縁部及 び 胴部屈 曲部 と底部 屈 折部 との問 に 分かれ、 そ の間 に は縄文 が 施 される。 暗 褐 色

を呈し、 胎 土 に は砂 粒 が 多 く 、 焼 成 は良 好 で ある。 4 .  3 と同 様の深 鉢 で あるが、 中空 把 手
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第 19図 4 号住 居址出士 土 器 その 4
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第20図 4 号住居址出土土器 その 5

は、 丸 み を お ぴ ている。 ま た 、 胴部屈 曲部が 、 3 に比 べ 明 瞭でな く 、 胴部 と 底部を分 け る最 小

径部の隆 帯も存 在 し な い。 胴 下半を欠損して いるが、 文 様構成も 3 と 同 一 と 思われる。 ま た、

上部 ど 下部を結 ぶ 縄文帯には把手 か ら 垂 下する隆 帯 が 存在する。 口 径 20.6 cm、 最 大径 32.2 cm、

最 小径 13.7 cm、 現 存高 30 cmを測る。 色 調、 胎土、 焼成は 3 に類 似するが雲母が 目立 つ。 5. 

3 と 同 様の深鉢である。 た だ、 中 空 大 把 手は 1 対で、 も う l 対は 突 起 と な る。 ま た 、 突 起 か ら

- 20 -
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第21図 4号住居址 出 土 土器 その 6
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第22 図 4 号 住居址出 士土器 そ の 7
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は 胴 下 半 に 降 帯 が 垂 下 す る 。 推 定 口 径 20.9 cm 、 把 手 部 （ 最 大 径 ） 38.7 cm を 測 る 。 色 調 、 胎 士 、

焼 成 は 3 に 類 似 す る 。 6. 3 と 同 様 の 深 鉢 で あ る 。 把手 の 構 成 は 3 � 5 と 同 様 で 現 存 す る 把

手 は 大 小 各 1 個 で あ り 、 大 把 手 の 対 面 に つ い て は 不 明 で あ る が 、 少 な く と も 小 把手 の 対 面 に は

把手 は 存 在 し な い 。 ま た 、 隆 帯 は 大 把 手 と 小 把手 対 面 か ら は 垂 下 す る が 、 小 把 手 か ら は 垂 下 し

て い な い 。 一 方 、 縄 文 は 、 3 � 5 と 違 い 、 胴 下 半 に 施 さ れ 、 口 縁 部 文 様 帯 と 胴 最 小 径 部 ま での

問 は 、 2 本 ま た は 3 本 の 前 述 し た 隆 帯 が 垂 下 す る だ け で あ る 。 口 径 2 1 .4 cm 、 最 大 径 29.6 cm 、 現

存 高 31 .7 ⑳ を 測 る 。 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 は 精 選 さ れ て お り 、 焼 成 は 良 好 で あ る 。 7. 3 と 同 様

の 深 鉢 で あ る 。 現 存 す る 把手 は 2 個 で あ る が 、 そ の う ち 1 つ は 顔 面 把 手 で あ る 。 顔面 把手 は 、

眉 と 目 だ け の 表 現 で あ っ て 簡 略 化 さ れ て お り 、 端 部 か ら 後 部 に か け て は 蛇 体 装 飾 が 施 さ れ る 。

も う 1 つ の 把手 は 、 一 種 の 蛇 体 頭 部 の 表 現 と 思 わ れ る 。 文 様 帯 構 成 は 3 と 同 じ で あ る が 、 縄 文

は 胴 最 小 径 部 の 上 下 に 施 さ れ 、 ま た 口 縁 か ら の 隆 帯 は 、 蛇 体 表 現 の 把手 と そ の 対 面 か ら の 2 本

だ け で あ る 。 口 径 25.5 cm 、 推 定 最 大 径 45 cm 、 現 存 高 44.5 cm を 測 る 。 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 に は 砂 粒

が 多 く 、 と く に 雲 母 が 目 立 つ 。 焼 成 は 良 好 で あ る 。 ま た 、 内 面 は 胴 部 屈 曲 部 以 下 が 黒 変 し て い

る 。 8 . 4 単 位 の 小 把手 を も つ 深 鉢 で あ る 。 把 手 は 三 角 形 を 呈 し 、 双 孔 を 有 す る 。 各 把手 か

ら は 、 胴 部 に 隆 帯 が 垂 下 す る 。 口 径 20.2 cm 、 最 大 径 29.6 cm を 測 る 。 賠 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 に �1. 砂

粒 が 多 い 。 焼 成 は 良 好 で あ る 。 9. 4 単 位 の 板 状 突 起 を も つ 深 鉢 で あ る 。 黒 褐 色 を 呈 し 、 胎

土 は 精 選 さ れ て い る 。 焼 成 も 良 好 で あ る 。 10. 2 単 位 の 中 空 把手 を 有 す る 深 鉢 で 、 胴 下 半 を

欠 損 し て い る が 、 3 、 7 な ど と 同 様 な 器 形 に な る と 思 わ れ る 。 把手 は い ず れ も 中 空 の 獣 面 把 手

で あ る 。 1 つ は 、 獣 あ る い は 蛇 が 大 き く 口 を 開 け て い る と こ ろ の 表 現 と も 受 け と る こ と が で き

る 。 も う 1 つ の 把 手 は 、 三 角 形 を 呈 す る も の で 3 孔 を 有 す る 。 蛙 の 表 現 で あ る か も し れ な い 。

ま た 、 こ の 把 手 は 、 焼 成 後 両 側 （図 中 、 矢 印 部 分 ） を 磨 っ •て 三 角 形 に 仕 上 げ て い る 。 両 把 手 か

ら は 、 隆 帯 が 垂 下 す る 。 胴 部 は 、 口 縁 屈 曲 部 下 5 cm 程 ま で が 無 文 で 、 以 下 は 縄 文 と な る 。 な お、

本 資 料 は 最 初 か ら 1 対 の 把手 を 付 け る ぺ く 成形 さ れ た よ う で あ り 、 口 縁 屈 曲 部 の 最 大 径 が 把手

問 の 40 cm 、 最 小径 が そ れ に 直 交 す る 部 分 で 36 cm と 、 い び つ に 造 ら れ て い る 。 現 存 高 31 cm を 測 る 。

淡 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 に は 砂 粒 、 と く に 雲 母 が 目 立 つ 。 焼 成 は 良 好 で あ る 。 1 1 . 猪 把 手 を 有 す

る 深 鉢 で 、 胴 下 半 を 欠 損 し て い る 。 現 存 す る 把 手 は 1 単 位 で あ る が 、 対 面 口 縁 部 を 欠 損 し て お

り 、 1 対 に な る か 不 明 で あ る 。 胴 上 半 は 縄 文 を 施 し て い る 。 推 定 口 径 1 5 cm 、 最 大 径 25.5 cm 、 現

存 高 21 .3 cm 。 内 面 に は ス ス が 付 着 し て い る 。 色 調 、 胎 土 、 焼 成 は 5 に 類 似。 1 2. 4 単 位 の 板

状 突 起 を も つ 深 鉢 で 、 3 � 1 1 と 違 い 、 胴 部 は 直 に 延 ぴ る 。 底 部 も 屈 折 底 に は な ら な い と 思 わ れ

る 。 施 文 は 極 め て 丁 寧 に 行 わ れ て い る 。 や は り 内 面 に ス ス が 付 着 し て い る 。 口 径 14.5 cm 、 最 大

径 22.3 cm 、 現 存 高 2 1 .4 cm 。 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 は 精 選 さ れ 、 焼 成 も 良 好 で あ る 。 13. ト ロ フ ィ

ー 形 （ 両 耳 付 ） 深 鉢 で 、 把 手 を l 対 有 す る が 、 片 方 は 欠 損 し て い る 。 残 存 す る 把 手 は 中 空 で 、

明 ら か に 蛇 体 表 現 で あ る 。 口 縁 下 に 3 cm ほ ど の 無 文 帯 が あ り 、 以 下 の 胴 部 に 縄 文 が 施 さ れ る 。

ま た 、 本 資 料 は 、 口 縁 屈 曲 部 が 極 め て 鋭 角 で 、 底 面 に 乎 行 す る と い う 特 徴 的 な 器 形 で あ る が 、

後 述 す る 15 が こ れ に 類 似 す る 。 や は り 内 面 に ス ス が 付 着 し て い る 。 口 径 1 9.5 cm 、 最 大 径 31 cm と

推 定 さ れ 、 底 径 1 0 cm 、 器 高 31 cm を 測 る 。 赤 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 は 精 選 さ れ て い る が 、 雲 母 が 目 立
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つ 。 焼 成 は良 好 である。 1 4. 3• 5 に類似する深 鉢で、 胴 部に隆 帯が垂 下 して お り、 把手が

存在した と思 われる。 色 調、 胎 土 、 焼 成 は 3に類 似 。 15. 1 3に類似した 器 形 をもつ 深 鉢であ

るが 、 胴部 の把 手 は片 方 だ け で、 両 耳にはならない。 把手 部 分の 口 縁には三 角 形 状 突 起がみ ら

れ、 も う 1 単 位 存在し、 隆 帯が胴 部に垂 下して い る 。 現 存する 2 単 位の突 起 、 それぞれの対 面

部分の胴 上 半 部にも隆 帯 の泉I]離 痕が認められるこ とから、 口 縁 突 起 は 4 単 位であったこ とが窺

われる。 た だ し、 把手 は 1 単 位のみである。 胴 上 半 部 は粘 士紐 の貼 り付 け で人 体文 を表現して

いる。 口 径 1 7.5cm 、 最 大 径 26.5 cm 、 現存高 29.8 cm を測 る。 褐 色 を呈 し、 胎土には砂 粒 、 雲 母 が

目 立 つ 。 焼 成も良 好である。 なお 、 内面 は黒変して い る。 16. 人 体文 モ チ ー フ のみ られる小

型 深 鉢である。 赤 褐 色 を呈し、 胎土は精選され、 磨 き も丁 寧 である。 焼 成 良 好 。 1 7. 3 と 同

様の深 鉢である。 4 単 位の中空 把 手 端 は丸 み をおびる。 各 把手 か ら胴 部に隆 帯が垂 下 している。

縄文 は施文 されない 。 推定 口 径 33cm 、 最 大 径 （ 把 手 間 ）5 2cm 、 底 径 1 1. 2 cm 、 器 高 45. 6 cmを測る。

色 調、 胎 土は1 1 に類 似 。 焼 成 良 好 。 18. ロ 縁部に摺 曲 文 を持 つ深 鉢で、 15 · 1 9に類 似 した器

形 とな ろ う 。 すな わ ち 、 口 縁 は内彎し、 胴中央 部で （ 底 部 以 外 の ） 最 小 径 を持 つが、 底 部 は屈

折 底 とはな らずに丸 み をおびる形 態である。 摺 曲 間には隆 帯が貼 付され、 こ の う ち 、 上向 き 摺

曲 部 か らの隆 帯は 1 単 位 お き に胴部に垂 下している。 摺 曲 は 8 単 位であ る。 ま た 1 ヶ 所にのみ

胴 下 半 と連結する 把 手が付 け られて いる。 本資 料は胴 下 半 を欠 損して い るが、 極 く わ ず か 残 存

する下 半 部 に施 文 があり、 1 9 同 様 2 段の文 様 帯が構 成された と思 われる。 口 縁 部 文 様 の違いと

隆 帯 の有 無 を除 け ば 、 1 9に酷 似した資 料と言 え る 。 口 径 1 9. 2 cm 、 最 大 径30cm 、 現存高 1 9cm を測

る。 褐 色 を呈 し、 胎 土には砂 粒 が H 立 つ 。 焼 成 は良 好 。 なお 内面にはス スが付着して いる。

1 9. 18 と同 様の深 鉢 であり、 やはり、 胴 部 把 手 は 1 ヶ 所 だ けに付けられて い る。 施文は口 縁部 文

様 帯 と胴 下 半文 様 帯 との 2 段構 成である。 口 縁文 様帯の う ち 、 口 縁 内 彎 部 の文 様 (19 上 面 図 ）

は、 小 単 位 として 、 大 き く 蛇 体 頭 部 、 U 字 状 隆 帯 、 蛇 行 隆 帯 の 3 種に分 け られ、 蛇 体 頭 部 + 2

単 位の U 字 状 隆 帯もし く は 蛇 行 降 帯 + 2 単位のU 字 状 隆 帯 の組 み 合 わ せ ( 3 小単 位 ） に よ る文

様 単 位が 7 単 位 施 されて い る。 胴 部 把手 は、 小単位である蛇 体 頭 部 の う ち 1 つ か ら胴 部に延 ぴ

て いる。 口 縁 下 部文 様 帯 は、 上 部 の 3 小 単 位 に 対応して 、 孤 状 隆 帯で区 画 された 内 部に蛇 行 隆

帯 を充 填 した文 様 を 7 単 位 施 文 して い る。 胴 下 半文 様 帯 は、 い わ ゆ る櫛 形文 が主文 様 となる。

こ の櫛 形文 は、 旧 井戸尻 II 式の指 標とされた 櫛 形文 とは異 なり、 独立して お らず 、 胴 上 半 と下

半 を区 画 する隆 帯 と連 結して 、 楕 円 区 画にち かいものとなって い る。 なお 、 こ の部分 は一 部 欠

損 して い るた め、 施文が 7 単 位しか 確 定 で き ない 。 口 径2 0cm 、 底 径 7. 4cm 、 器 高 25.8 cm を 測 る。

暗 褐 色 を 呈 し 、 胎 士 は精 選され 、 焼 成も良 好 で あ る 。 な お 内面胴 下 半 は黒 変 し て い る 。 2 0. 

18 と 同 様 、 摺 曲 文 の施 された 深 鉢である。 小破 片であり、 把 手 の有 無 、 文 様単 位等 不 明 である 。

ロ 径 16cm 、 最 大 幅 25.5cm と推定 される。 赤 褐 色 を呈し、 砂 粒 を含む 。 焼 成 は良 好で、 磨 きが丁

寧 である。 2 1. 1 7 と同 様の器 形であるが、 口 縁 部の把手 の有 無 は不 明 。 た だ 胴 上 半 縄文 帯 部

に隆 帯が 2 単 位 存在するこ とか ら、 2 単 位の把 手が存在した 可能性 はある。 口 径 1 7.5cm 、 最 大

径 32cm 程 度 と推定 される。 現 存高 16.5 cm 。 褐 色 を呈し、 胎 士には砂 粒が多く、 とくに雲 母が 目

立 つ 。 焼 成 は良 好である。 22. 4 単 位の小突 起 を有する 深 鉢 破 片 で、 直 線的な胴 部 をもつ と
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思われる。 賠褐色を呈し、 胎土には雲 母 が 目 立 ち、 焼成は 良 好である。 23. 1 対の突 起を有

す る深鉢である。 小さ く 内 誉 する 口 緑部をもつ。 内外面 と も整 形は雑で表面が 荒れている。 ロ

径1 5 cm、 底径8.4 cm、 器高 19.6 cm。 色調、 胎 土、 焼成は22 に 類 似。 24. 3 •  4 •  7 な どに類

似した器形 と 思われる。 褐色を星 する。 胎土、 焼成は22に類似。 25. 胴部が外反し、 口 縁が

屈曲 する深鉢である。 口縁部に 1 単 位の突起が残存するが、 口 緑 上部 対面には 泉lj 離 痕があり、

把手 が存在し た と 思われる。 胴部は 細 文が施されるが、 隆 帯によって 4 分 割 される。 口径23.2

cm、 現存高25 cm。 明 褐色を呈し、 胎土には 砂粒を多 く 含 む。 焼成良 好。 26. 25に 類 似 し た器

形であるが、 口 縁屈曲 部に稜が 明 瞭である。 やはり胴部に隆 帯が 垂 下 している。 口径12 cm、 最

大径 16 cm程度 と 推定される。 黒褐色を呈し、 砂粒が 多い。 焼成は 良 好である。 27. 1 単 位の

獣 面 把手を有 する深鉢である。 欠 損した 胴 下 半は稜が付 かず、 丸みをお びる形 態 であ ろ う。 胴

部は隆 帯が 4 本 垂 下 し、 地 文 は 条 線 である。 推定口 径 10.5 cm、 現存高 14. 3 cm。 暗褐色を星し、

胎 士は 精 選されている。 焼 成は 良 好である。 28. 十字 文の施 さ れた 胴 張りの深鉢である。 n

縁には 小 突 起が付 く 。 こ の単 位は残存部 から推定して、 4 単位 と はならず、 2もし く は 1 単 位

と 思われる。 十字 文は 胴部にも施される。 地文は条線である。 29. 屈折 する 口縁 と や や 胴張

り形 態の深鉢で、 やはり十字 文が施 さ れる。 十 字 文 から続 く 降 帯は、 U 字状に収 束 する。 胴部

の地 文は 縄 文である。 口 径 14 cm、 現存裔 22.5 cm。 色調、 胎 士は22に 類 似。 30.  深鉢 底部。 屈

折 上部には 縄 文が施される。 底 径 9.5 cm。 赤褐色を呈し、 胎 士には砂粒が 多い。 内面屈曲部 黒

変。 31. 深鉢底部。 屈折 上部には沈 線 区 両 と 縄 文が施される。 底 径 9.4 cm。 暗褐色を呈 する。

胎 士は 精 選 され、 焼 成も良 好 で ある。 内面は、 火 熱によるもの か 灰色を星している。 32. 深

鉢 底部。 屈折 底 と ならず 丸みをお びる。 褐色 を 呈し、 砂粒を多 く 含 む。 内面は 黒 変 している。

焼 成 良 好。 底径7.2 cm。 33. 深鉢 底部。 底部 から直に立ち 上がる。 底径9 cm。 色調、 胎土、

焼成 と もに32に 類 似。 やはり 内 面が黒 変している。 34. 深鉢胴部 下 半。 胴 部は 口 緑 から垂 下

する隆 帯で 4 分 割される と 思われる。 縄 文施文。 底径 10.4 cm、 現存高 16.9 cm。 明褐色を呈し、

胎土は 精 選 されている。 焼成良 好。 内面 黒 変。 外面の磨きは 良 好であるが、 底面は 荒れている。

35. 浅鉢。 肩部には 隆 帯が一 条巡り、 隆 帯 上 には 該 期 にし ば し ば みられる楕円文が施される。

ロ径34 cm、 最 大径40. 8 cm、 現存翡 19 cm。 補修 孔 l 対がみられる。 褐色を星 し、 胎土には砂粒が

目 立つ。 焼 成は 良 好である。 36. 浅鉢。 肩部 には やはり 一 条の隆 帯が巡る。 隆 帯 施 文は 35 と

は違うが 、 こ れも 該 期 にし ば し ば みられるものである。 口径36 cm程度 と 推定される。 黄褐色を

呈し、 胎土には 砂粒 と く に雲 母が 目 立つ。 焼成 良 好。 37 -48. 把 手 ・ 突 起 及 び その破 片であ

るが、 個 々 の説 明 については 省 略 する。 胎土には砂粒が 含まれ、 と く に 36 · 39 · 45 · 46 · 48な

ど には 雲 母 が 目 立つ。 ま た 、 44 · 47は と く に砂粒が 多 く 、 逆に43は 胎 士が精選されて いる9。 37

· 40は、 色 調、 胎土 と も類 似 し 、 ま た 把 手 形態も同様であり、 同一 個 体 と 思われる。 39 · 42 に

は、 蛇体装飾がみられる。

5. 5号住居址

A - 31、 B - 30 •  3 1 •  32 グ リ ッ 応 楕円形を星 する住居址で、 主軸は南南西 ー 北北東である。

長径5.8 m 、 短径5.5 m 、 南壁から東壁で30 cm �40 cm、 北壁か ら 西壁に か けて 10 cmの壁高である。
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床 は炉 付 近、 住居址 北西部 分 が 踏 み 固 め ら れ て おり、 他はや や 軟 弱 である。 覆 土 は ほ ぽ暗 褐 色

粘 質 土 の単一 層 で、 黄褐 色 土 プ ロ ッ ク 、 焼 土、 カ ー ボ ン粒子 を 含 ん で いる。

本住居址 は、 入 口 部に 2 基 の立 石を有する。 図中の ピ ッ ト 1 、 ピ ッ ト 2 が それ で、 ピ ッ ト 1

の立 石 は立った ま ま であった。 ビ ッ ト 1 は直径55 cm、 深 さ50cm の掘り 方 を もち、 60 cm x 25 cm の

乎 石 を立 て て いた。 ピ ッ ト 2 はや や小 さ く 、 直 径 50 cm、 深 さ30 cm の掘り 方 を もち、 55 cm x 25 cm 

の乎 石 を 立 て たものであるが、 横 だ お し と なっ て いた。 立 石 自 体 に は加工 は確 認 され なかった。

柱 穴 は ビ ッ ト 3 -ピ ッ ト 6 の4 本である。 ビ ッ ト 3 : 直 径 10 cm、 深 さ40cm、 ピ ッ ト 4 : 直 径

40cm、 深 さ50cm、 ピ ッ ト 5 : 直 径 45 cm、 深 さ60cm、 ピ ッ ト 6 : 直 径 50 cm、 深 さ50 cm を 測る。 ピ

ッ ト 6 は 底 部 が 段状 を な し 、 最 深 部 は80cm の深 さ である。 つ く り変 えに よ る も のと思 わ れる。

\ #  91 ... 

Cli!l
(g ピ ッ ト 4

， 

＠ 
＇ 

ピ ッ ト 6

A ・― \ \ ◎

421 .  3 13  
A ·  一

ー•
3

—· A' 

↓ 

一 · B'

第23図 5号 住居址

- 26 -



炉は、 ほ ぽ 中 央に位 置し、 石 囲 炉 である。 4 0cm

X 5 0cm 大の板 石 3枚を用 い、 奥 側は 小 礫 を用 いて

いる。 掘 り 方 は、 90cm x 90 cmの円 形で、 深さ25cm

を測る。 焼 土層は形 成 されて お ら ず 、 焼 士 粒 子、

カ ー ボ ンが混 ざ る程 度であ っ た。

遺物は住居 内のほ ぽ 全 面 か ら
｀
出土しているが 、

床 面直上は極 くわず か である。

土 器

1 .  床面直上出土。 深鉢。 1 単 位の小 把手を有

する。 口 縁部 は 条 線が主文様 と な る。 頸部に隆 帯

が巡 り 、 胴部にも隆 帯が施される。 胴 部の地文は ° 

b -

� 

- b' 

b -

ー
e

ー

e

C
I
L

.
o
z
t
 

,
b
 

l 疇畢色土 （ 饒t若 干含む、

l_m 糊瑾 ＜ 、 し ま り ややあ り ）

Il 疇褐色土 t 観 十．

縄文である。 口 径 15cm、 現 存 高 1 9.5 cm。 褐 色 を呈 第 24図 5 号 住居址 炉

し、 胎土は砂粒が多い。 焼 成良好。 2. 覆土出土。 深鉢。 本 資 料 を含めて 3 • 5 •  9 が 南 壁

に倒れ か か る よ う な 状 態 で出土している。 口 径 14cm 、 底 径8 .8 cm、 器高 1 9.8 cm を測る。 暗 褐色

を呈し、 胎土には雲母が 目 立つ。 焼 成良好。 3. 2 つに割 ら れて 5 の内部に 入 っ た 状 態 で出

土している。 深鉢。 口 径 1 1cm 、 底径 7.5 cm 、 器高 16.2cmを測る。 胎土には 砂粒が多く 、 焼 成 は

良好である。 色調 は 、 外面 上 半黒褐 色、 下半褐 色を呈し、 内面 下半 及 び 外面上 半には ス ス が付

着 し 、 火 熱の痕 跡が 明 瞭である。 4. 覆土出土。 上半部を欠損 しているが 、 有 孔 鍔 付 土器 と

思われる。 台 付であ り 、 台部には4 ヶ 所の切 れ 目 を 有 す る。 底 径 16. 2cm 、 現 存 高6.8 cm。 褐色

を呈 す るが、 外面にのみ赤色 顔 料が塗 布 される。 胎土は極 めて精選されて お り 、 焼 成も良好な

丁寧 な つ く り である。 5. 床面直上出土。 深鉢。 屈 折 底をもち、 口 縁 は 丸 みを お び 、 大 き な

l 対の突 起 を 有 す る。 突 起 か ら は頸部に巡 る隆 帯に連 結 する よ う に 隆 帯が垂 下す る。 胴部は 無

文で、 下半 屈 折部に 楕 円 区 画の文様 帯が存在 する。 口 径 18cm 、 最 大 径2 1cm 、 底径 9.8 cm、 器高

28 .8 cm を測る。 暗褐色を呈 し、 胎土は精選されている。 焼 成も良好である。 6. 覆士 出 士。

ミ ニ チ ュ ア 深鉢。 全面に縄文が施される。 外面には鮮 や か な赤色顔料が塗 布 されている。 底 径

5 cm、 現 存 高 7.5cm。 胎土は精選されている。 焼成も良好である。 7. 覆土出土。 深鉢屈 折

底。 上部に は 楕 円 区 画文がみ ら れる。 褐色を呈 し、 胎土にわず かに砂粒 を含む。 焼 成良好。

8. 覆土出土。 深鉢底部。 外面に縄文が施される。 黄 褐 色 を呈 し、 胎土には 砂粒を含み 、 雲母

が 目 立つ。 焼成良好。 内面には ス ス が付 着 している。 底径 15 .8cm 、 現 存高 12cm 。 9. 5 のす

ぐ 横 か ら 出土した が床か ら は 1 0cm ほ ど 浮いている。 大 型 深鉢。 破 片 であるが、 4 単 位の小 把 手

を有した と 思われる。 隆 帯に よ る区 画が な され 、 人 体文 モ チ ー フ 、 楕 円 区 画文 な どが施されて

•いる。 区 画 内は 条 線 で満 た される部分が多い。 最 大 径46cm 程 度 と 推 定 される。 現 存高 33cm。 暗

褐色を呈 し、 胎土に砂粒を含む。 焼 成良好。 1 0. 覆土出土。 浅鉢。 頸部に隆 帯が巡 り 、 楕 円

状の指 頭に よ る潰しがみ ら れる。 推 定 口 径43cm 、 現 存高 15cm。 黄 褐色を呈し、 内 面 は黒色を呈

する。 胎土には砂粒が多く 、 焼 成は良 好 である。 1 1 . ピ ッ ト 1 内出土。 口 縁 下に楕 円 区 画、

胴部に三 角 形 区 画がみ ら れる。 暗 褐 色 を呈し、 胎士に雲母が 目 立 つ。 焼成良好。
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三 二4

Ll 

20cm 

第25図 5号住居址 出 士 土器

6. 6 号住 居 址

C - 3 0• 3 1 グリ ッ ド 。 楕 円形を呈する住居址であるが 、 北側半分は未調査である。 主 軸は北
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I 睛褐色土 （ 撹乱 ）
D 暗褐色 Je e 撹乱 ）
m llll責嶋色 Iこ （ 焼 土、 カ ー ポ ン 含む、 し ま り ややあ り ）

0 2.m 

第26 図 6 号 住居址

北 東 ー 南南西 で 、 短 径 5.1 m を測 る。 床 面 か らの壁高は 東壁 30cm 、 南壁 か ら西 壁 20 cm を測 る。

調査域内 で は 、 炉 は 確認 さ れな かった。 床 面には とこ ろ どこ ろ に焼土粒 子 、 カ ー ボ ン が 飛 散 し

ていた （ 図 中、 破 線部分） 。 覆土は 暗 褐 色土の単 一 層 でしまって おり、 焼土、 カ ー ボ ン 粒 子 を

含 ん でいる。

住居 入 口 部には 50 cm x 30cm の乎 石 をもつ。 図 中の ヒ° ッ ト 1 、 3 - 6 が柱 穴 と考えられる。 。
ヒ

ッ ト 3 と ヒ° ッ ト 4 が底に段 を有するこ とから対応し、 ヒ° ッ ト 1 には ビ ッ ト 5 • 6 が対 応 する。

こ の場 合 、 ど ち らか は 造 り変 えによるものと考えられる。 ピ ッ ト 2 は 、 調査段 階 で は 住 居 内 ヒ゜

ッ ト としていたが、 別 の土拡の切 り込 み と思 われる。 そのため、 土器も住居 内 資 料 と合 わ せ て

紹 介するこ ととする。
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土器

20cm ' ' ' ' - ・ - ' - _, 

第27図 6号住居址出土土器

1. 床面直 上出土。 深鉢 底 部。 底径 7.4cm。 褐色を呈し、 胎土には砂粒が 多い。 焼成は 良 好

で、 内面は黒変している。 2. 覆土出土。 深鉢。 胴 中 部に区 画 文 が みられ、 区 画 内は 条 線 で

満た される。 推定口径 11.8cm。 褐色を呈し、 胎土は 精 選 されている。 また磨き も 丁 寧である。

焼成良 好。 3. 床面直 上出土。 有孔 鍔付土器。 算 盤 玉状の胴部を呈し、 台付である。 口 径

1 0 .8cm.、 器高16.3cm、 台部径9.4cmを測る。 赤褐色を呈し、 胎土は精 選 され、 焼成 も 良 好であ

る。 内面には赤色顔料が残存し、 磨きが非常に丁寧で、 表面には光 沢がある。 推定容 量 1.58 f, 。

4. ビット 1 出土。 深鉢。 隆 帯に よ って胴部を分 割し、 横方向の楕円区 画を施す。 現 存 高

33.5 cm。 暗褐色を呈し、 胎土は 精 選 されている。 焼成良 好。 施文 も はっきりしており丁寧なつ

くりである。 5. 土拡内出土。 深鉢。 4単位の大把手と 4単 位の 小 突 起を有する。 把 手 間

31.5cm.、 現存高23.2cmを測る。 渦 巻は、 半 隆 起 線に よ って表 現される。 暗褐色を呈 し、 胎土に

砂粒は 少ないが、 雲 母が 目 立つ。 焼成は 良 好である。

7. 7号住居址

A - 34• 35、 B - 34• 35グ リ ッ ド 。 住居南側は調 査 区 域外のため未 調 査。 楕円形を呈する住

居址 で、 主軸はほぽ南北である。 調 査 部分南端での幅 4.8 m 、 最大幅5.2m、 南北方向の確認長

5.8 mと大型の住居址 である。 本住居址は、 調 査 区 域内の小 さな谷 部に掘り込まれた も ので、

黒色土 中 への構 築であったため、 確認に手 問 どり、 1 0cm - 15cmの壁を残 すのみで あっ た。 床 は

踏み 固められた部分 が 多 いが、 南半は や や 軟弱であった。 北側には77号土拡、 南東には 2号集

石土拡に よ る攪 乱を受 け ている。 柱穴は、 炉の後方に 2基、 炉の南側では、 調 査 区との境に 1

基が確認されているが、 これに対応すぺき柱穴は未確認であった。 あるいは、 2号集石土拡に

よ って 破壊 されたものであるか も しれない。 なお、 図 中のピット 5 は住居址とは別の土拡であ

る可能性 も ある。 覆土は、 暗褐色土の単 一層で、 焼士、 カ ー ボン粒子が混ざり、 よ くしまっていた。

炉は、 住居 中 央北寄りに構 築 された石囲埋甕炉である。 確 認 された炉石は50cm大の も の 2個
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で、 他は 1 0cm�20cm 大

の小 型 の石を用いてい

るが、 士器周 縁をすべ

ておお っ ている訳では

ない。 士器は、 口 縁、

底 部を欠 損 した大型の

深鉢を用いた ものであ

るが、 内部に焼土層は

形成されておらず、 賠

褐 色土に混 ざる程度で

あ っ た。

土器

I. 炉体 士器である。

深鉢。 頸 部に 3条粘土

紐を蛇 行 貼付する。 胴

部は、 U 字状に粘 士紐

を貼 付したものを主 文

様とし、 条 線 で満たし

ている。 炉体 士器では

あるが、 一 般 的にみら

れる 火 熱による泉I] 離は

みられない。 推定口径

A-

2

9-

g
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“
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゜
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ベ〗ー卜ッピ

＼
 

8' 

ピ ッ ト 4 ヒ· , ト 5

A -12 1 .  9 1 3  A
 

g
 

2 m 

49. 3 cm、 現存高 4 1 . 3cm。

褐 色を呈し、 胎 士には

砂粒が 多 いo 焼成良 好。

2. 覆土 出 土。 浅鉢。 補 修 孔 が み られる。

丁 寧な磨きが施され て いる。 賠褐色を基し、

胎土には砂粒が 多 い。 焼成良 好。 3. 覆

土 出 土。 深鉢。 1 と同 様の器形であるが、

頸 部の粘土紐は蛇 行 貼付ではなく、 直 線で、

刻 目 が 施 される。 ま た、 胴 部は 同 様 の 隆 帯

によ っ て 4分 割 され、 その間 は 条線で充 た

される。 推定口 径 20. 4cm、 現存高 23. 2cm。

明 褐 色を星 し、 胎土には砂粒が 多 い。 焼成

良 好。 胴 部外面下 半には ス ス が付着してい

る。 4. 覆土 出 士。 深鉢。 プ リ ッ ジ状の

第28 図 7 号住 居址
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l 暗娼色土
I 暗喝色 七 十焼L
I 茸褐色±t 匹 色 士 → わすかた饒±1'-f-

暗潟色士 焼土1H, t lト 111 よ り 多い

lm 

第29図 7 号住居址炉

- 31 -



-、＼• _, ＼ ＼ 
•ノ

� 

20cm 

第30図 7号住居址出土士器
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第31図 8 号住居址

小把手を有する。 黒色を呈 し、

胎 土には砂 粒が多い。 焼 成 良

好。

8.  8 号 住 居 址

A - 54 、 B - 54 グ リ ッ ド。

本住居址は非 常に浅く掘り込

まれており、 表 土 剥ぎ作 業 中

に、 現 地 表面より約15cm �20

cm 下で、 炉石が確認された。

従って、 壁も全く残存せず、

また、 床面の と こ ろ どこ ろに

攪 乱が 入 っており、 残 存 状 況

は極めて悪い状態 と なってい

た。 床面は、 炉石周 辺部のみ

に一部確認され たにすぎず、

他部は同 一 レ ベ ルでおさえた

にすぎない。 炉の周 辺には ピ

ッ トが 5基確認され た。 規 模、

形状 と もほぽ 同 じで、 柱 穴 と

思 わ れる。

炉は 50cm � 70cmの石 4 個を

用 いた石 囲 炉である。 掘り方

は径12 0cm 程度、 深 さ20cm と

大 き い割には浅いつくりであ

る。 内部には暗褐色 土が 入 っ

ており、 焼 土 、 カ ー ボ ソは全

くみられなかった。

遣 物も当 然 極くわずかで、

床から出土したものはなく 、

炉に乗るよ う なかたちで （や

や浮いて） 土器片が出士 し た

にすぎない。

土 器

l. 覆 士出土 。 炉 上部より

出土。 重孤文の施され た 深 鉢

破片。 黒褐色を呈 し 、 胎 土に
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第33図

0 10cm ' ' ' ' ' '  

8 号 住 居址出 士土器

I Ill褐色 I. ( 幌 U1 含 ま ない ） 0 
ll Ill黄褐色 I

第 32 図

lm は砂 粒が多 く 、 雲 母が 目 立 つ。 焼

8 号 住 居 址 炉 ＋ 成 は良好 である。 2 . 覆土 出 士。

1 と同一 個 体 である。

5ヅ c:::, 

f
l
|
|\
\-

に

\)'v 

喝 気

_
|l
|ー\ \-

ピ ッ ト 6

□ヒ ト 7 ロ

9. 

A - 32 · 33グ リ ッ ト中。 住

居 址南 半 は調査区 域 外 の

た め 未調査。 確 認 された

柱 穴 の位 置か ら は、 主 軸

は北東 ー 南西と思 われる。

図中 のピ ッ ト 1 - 5 、

ッ ト 6 • 8 な どが柱 穴 と

考 え ら れ、

ッ ト 1 - 3 、

5 、

9 号住 居 址

こ の う ち、

のと 思 われる。

ろ う 。

置 とすると、

ピ

。
ヒ

ピ ッ ト 4 • 

ピ ッ ト 6 • 8 は それ

ぞれ つ く り変 えに よ る も

ビ ッ ト 1

� 3 に ヒ° ッ ト 4 あるい は

ピ ッ ト 5 が 対 応する であ

こ のよ う な 柱 穴 位

A · - 421 - 530 - A' 
主 軸 方 向 5

し 2 m  
こ＝ ニ ニ l 

m 、 それに直 交 する 方 向

第 34図 9号 住 居址

4.5 m - 5 m 程度の円 ない

し 楕 円 形 住居 址と 推 定 さ

れる。 本住 居址も 黒 褐 色
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土中の構 築であ り 、 確認された壁 高はわずかであ っ た

が、 調査域境界との断面によれば 、 30C77L -40cm程度の

掘 り 込 みと考えられる。 床は比 較 的しっか り し て いた

部分が多い。 壁 際には、 本遺跡で唯一の周溝 が 一部確 ← 

認された。 周溝は、 壁 添いを全 周するのではな く 、 部

分的に掘 り 込まれて いる。 また、 東側の周溝内には径

l 0 cm -20cm 大の小 ピ ッ ト が 8 基確認されて いる。 覆土

は、 暗 褐色 粘 質土を 主 体と し 、 墜 際には黒色 粘質土が

三角形状に堆積し て いる。 いずれ も 、 焼土粒子 、 カ ー

ボ ソを 含 んでいる。

炉は、 中央 や や 奥 寄 り に 構 築 された石 囲 埋甕 炉であ

421. 283 a --

．
 

`
q
 

.0
 

'.o 

I 

， I ―. a .,, 
l 陪褐色11,竹 c c 焼 I·. カ ー ボ ソ含む ）
l 閉褐色t!J-.l'l ( 焼 上、 カ ー ナ ゾ含む ）

1 に比ぺやや明るい
皿 烈色ron ,-

Im 

第35図 9 号 住居址 炉

＼
 〗

ー：
--------

箋→曇

第36 図 9号住居址 出土土器
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る。 それ も 、 一 般的な石 囲 埋甕 炉 とはやや様相 を 異に し 、 中に埋 設 された土器は小 型 で 、 周辺

の石に接するこ とな く 、 中 央部分に立て られて い た。 火 種 保 存などの特 別 の用 途 を 考 慮する必

要 が あろ う 。 掘 り 方 は、 径90 cm の円 形 、 深 さ30 cm を 測 る。 炉 石 は、 50 cm � 60 cm 大 の平 石 を三 方

に配 し 、 入 口 部 側 のみ 30 cm 大 の平 石 2 個 を 並 べ て 、 ほ ぽ 正 方 形 を つ く り だ し て い る。 なお 炉 石

頂部 間 は60cm を 測る。 内部は暗 褐 色 粘 質 土 を 主 体 とし、 焼 土 粒 子 、 カ ー ボ ソ が 混 ざ る 程 度 で あ

った。 土器内部 も 同 様 で ある。

土器

1 .  炉 体 土器 で ある。 口 縁部の一部 と、 胴下半 を 欠 損 し て い る。 深 鉢。 口 縁 欠 損部に は 把 手

ある い は突 起 が 存在 し た と思 われる。 対面には小突起 が み られ、 それぞれから胴部に隆 帯 が 垂

下する。 従って 、 胴部は大 き く二 分割される。 なお 、 頸部には 2 条の沈 線 が 巡 り 、 上部 と下部

を 区 画 し て い る。 口 径 1 8.3 cm 、 現 存高 2 1 .2 cm。 黄 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 は精 選 されて い るが 、 雲 母

が 非 常に 目 立 つ。 焼 成 良 好。 上 半部の磨 き は丁 寧に行 われて い る。 ま た 、 内面は胴 中 位 以下が

黒変 し 、 一 部 は灰 色に ち かい 色 調 で あ り 、 火 熱 を物 語 る。 た だ 、 炉 体 土器にみ られる内外面の

剥 離 は、 本資 料 には全 く み られない。 2. 床面直 上出土。 胴 張 り 深 鉢。 口 縁部 及 び 底部を欠

損 する。 胴部には片面に把 手 が あ り 、 その対面には、 十字状 隆 帯が 付 く 。 また、 そ れらからは、

刻 目 の施 された隆 帯 が U 字 状に延 ぴ て い る。 頸部はほ とんど残 存して い ない が 、 同 様の刻 目 隆

帯 が 巡 る。 現 存高 2 1 .5 cm。 褐 色 を 呈 し 、 胎 土 は精 選 されて い る。 焼 成 良 好。 3. 床面直 上出

士。 深 鉢。 4 号 住居 址 出土資 料に類 似 し 、 把手 と屈 折 底 を 有する と思 わ れる。 た だ 、 こ の種の

士器 は 口 縁 から 口 縁 屈 曲部に文 様 帯が み られ る のが 一 般的で あるが 、 本資 料 は、 屈 曲下にま で

及 ん で い る。 胴部には 4 本の隆 帯 が 垂下 し て お り 、 それぞれの頂部に把 手 が あった と思 われる。

ロ 径 33 cm 、 最 大 径 45 cm 程 度 と推定 される。 現 存高 3 1 .6 cm。 暗 赤 褐 色 を 呈 し 、 胎 士には砂 粒 が 多

ぃ。 焼 成 良 好。 4. 覆 土 出土。 深 鉢 把手。 獣面把 手 の一 種 と思 われる。 56 号 土拡出土 土器の

把手に類 似する。 こ れは、 本住居 址 の 3 が 同 様 な器形 で あ り 、 そのまま 3 の把 手 と考 え られな

いこ と も ない 。 色 調 、 胎 土 、 焼 成 は 3 に類 似。 5. 覆 土出 土。 推定 底 径 1 3 . 4 cm 、 器高23 cm。

暗 褐 色 を 呈 し 、 胎 土には 砂 粒 を含む。 焼 成 良 好。

1 0 . 1 0 号 ・ 1 2 号 住 居址

C -57 • 58 グリ ッ ト· 。 こ の 2 軒の住居址 は、 古 墳 のマ ウ ン ド の構築 及 び 、 周 溝によって ほ と

ん ど 破 壊 されて い た。 乎面形 、 規模 と も に 不 明 で、 炉 及 び その周辺の床面、 ピ ッ ト を確認 し た

にす ぎ ない。

10 号 住居址 は、 炉 はほ ぽ 完 全に残って い た。 周辺に ヒ°
ッ ト も 確認されて い るが 、 その配 列 か

ら 、 図 中 の ヒ°
ッ ト 1 ・ 2 が 対 応する 柱 穴 と思 われ、 その場 合 、 主 軸 は 南東 ー 北西となる。 ビ ッ

ト 3 は、 入 口 部施 設 で あった 可能性 が ある。

炉 は 1 5 cm - 30 cm 大の石 を 用 い た石 囲 炉 で 、 径 70cm 、 深 さ30 cmの掘 り 方 を も つ。 内部に焼 土 粒

子 、 カ ー ボ ン は 全 く 含ん で い なかった。

10 号 住 居 址 が 前述の主 軸 、 規 模 を も つとすれば 、 1 2 号 住居址 が 炉 の一 部 を 欠 損 し て い るこ と

も う なず け る。 残 り の ヒ°
ッ ト の配 列に規 則 はない が 、 一 つには 、 ヒ°

ッ ト 4 • 5 (こ れはつ く り
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1 黒褐色粘貢土
D 暗褐色粘質±

第38図 1 0 号住居址炉

b' 

え ） 、 ヒ° ッ ト 6• 7な どが柱

穴の可能性が考 え られる。 た

だし、 こ の 場 合、 ピッ ト 6に

7 が 対 応すると して、 ヒ°ッ ト

4あるいは 5 に対 応すべき柱

穴が ヒ° ッ ト 3 の付近になけれ

ばならないが、 確認されてお

らず、 可能性に留めざるを得

ない。 こ の配列で い くと、 12

号住居址は 1 0 号住居址とほぽ

直 交する主 軸で、 南西 一 北東

となる。

炉は、 やはり、 小 型 の石を

用いており、 径60cm、 深さ3 0

」-
cmの掘り方をもつ。 内部に焼

土粒子は 含まな

ut
 '" 

b . I b' � 

,Q 0 

゜ロ
：三『 カ ギ含む ）

l _m 

図 39図 12号住居址炉

いが、 カ ー ボン

が確認されてい

る。

土器

1. 1 0 号住居

址の炉石に接 し

て出 士 しており、

1 0 号住居址の 出

土遺物で、 時 期

の判 断 可 能な唯

ーの資 料である。

有孔鍔付土器。 口縁部を欠 損 しているが、 欠 損 部に小孔の痕 跡 が認められる。 内外面とも赤色

顔料が 塗布．されている。 暗褐色を呈 し、 胎土は精選されている。 焼 成 良 好。 2. 1 0 号住居址

覆土出土。 深鉢。 頸 部に 1 条 沈線が巡り、 以下に 縄 文を施 文する。 推 定 口径23cm、 現存高21.4

cm。 褐色を呈 し、 胎土には砂粒を多 く 含 む。 焼 成 良 好。 3. 12号住居址覆士出土。 深鉢。 列

点 文を地 文とし、 粘土紐を渦 巻状に貼付する。 黄褐色を呈 し、 胎土には砂粒を含む。 焼 成 良 好。

4. 1 0 号住居址覆土出土。 深鉢。 頸 部には粘 士 紐を直 線 的に貼付 し、 さらに内部に 1 条の沈

線を施す。 胴部には粘土紐の蛇 行貼付を行う。 胴部最大径 推 定 31.4cm、 現存高25.2cm。 暗褐色

を呈 し、 胎土には砂粒が 多 い。 焼 成 良 好 。 5. 床面直 上出土。 浅鉢。 全面に荒い線 文が 施 さ

れる。 口径38cm、 器高21cm程度と推定 される。 褐色を呈 し、 胎 士には砂粒が 多 い。 焼 成 良 好。

- 36 -



こ ＼
 

20cm 

第40 図 10 号 ・ 1 2号 住 居址 出 土士器 そ の 1

鼻rZJ.
刈lfilUfffGffi玉 口

げ
い

与
y・

ダ

占
5

ざ[

―
二
ぷ
陥�}

ご
｝

゜ 1.0cm 

第41 図 10 号 ・ 12号 住居址 出 土土器 そ の 2

6 - 12 .  いずれも10 号 住居址 覆 土 出土。 覆 土 出 士 の細 片も、 井戸尻 m 式 ～ 曽利 I 式にかけ て

のものが 多く、 代 表的なものを第41 図に示 した。

1 1. 1 1 号 住 居 址

A - 2 7 • 28 、 B - 2 7 • 28 グリ ッ ト· 。 一部を 4 号 住 居址に切 られて お り、 南 半 は調査区域外で

ある。 楕 円 形 を呈する住 居址 で、 短 径 （ 主 軸 と直交方向 ） は 5.3 m 程 度 と推定 される。 主 軸は、

南 南 東 ー 北 北西 と思 われる。 床 は炉 付近も含めて 、 軟 弱 な部分が ほ とん どである。 本住居址も

確 認に手 間 どり、 壁 は10 cm - 20 cm を残すのみ であった。 覆土は暗 褐 色 粘 質士の単一 層 で、 上 層

には焼 土、 カ ー ボ ン が 多く含まれている。 本住 居址 は 5本柱 穴 と思 われ、 図 中の ヒ° ッ ト 1 � 3

が それに あ た る。 また 、 図 示 しなかったが 、 4 号 住居址中に本住 居 址 の柱 穴 らしい ヒ° ッ ト が 確

認 されて い る。
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炉は、 奥 側に20 cm 大の

石 を枕 石 と して用 い た 地

床炉 である。 10 0 cm X 90
i:. cmの楕 円 形 で、 深さ25 cm

を測る。 焼土 層は65 cm X 

50 cmの範 囲に1 3 cmの深 さ

で形 成 されていた 。

土 器

本 住居址 出 土土器はす

べて覆士 か らの出 士 で、

床面直上、 炉 内 出 土は一d d ' 

�� ヽ

第42図 11号住居址
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第43図 11号住居址炉

点 も な し ' o

1. 深鉢。 口 縁がや や

屈 曲 する器形で、 緩 い 屈

折 底 と な る。 1 単 位の小

突起を有する。 全 面に縄

文が施される。 口 径24. 6

cm、 器高 41. 8 cm.、 底 径 1 4. 8 cmを測る。 褐色 を 呈 し、

胎土には砂粒を含む。 焼成良好。 内面 下 半の底部に

ちか い部分 に ス ス が付 着 し て い る。 2. 深鉢。 1

単位の突 起 を有する。 口 縁 下に直 線 と 波状の隆 帯で

区 画 し た 文 様 帯 を 形 成 し、 胴 中 部 以 下は、 やは り 隆

帯に よ る抽 象 文 帯を 形 成 して い る 。 底部は弱い屈 折

底 と な る。 口 径 20. 5 cm、 器高 39. 5 cm、 底 径 10. 7 cmを

測る。 褐色を呈 し、 胎土には砂粒が多い。 焼成良好。

上 半部は非 常に丁 寧に 磨 か れているが、 下 半は 雑 で、

と くに外面は、 形 成 時の指 頭痕 が無 文部に残 っ て い

る。 ま た 内面 下 半には ス ス が付 着して お り 、 外 面 上

半が黒変して いる。 3. 深鉢。 文 様 構 成は 1 に酷

似 する。 た だ し、 胴 中部 以 下の文 様 帯には、 縄文を施 し、 文 様 空 白部を埋 め ている。 ま た、 器

形 も 類 似 する。 やは り 、 外面 上部の磨きは非常に丁 寧である。 口 径23. 5 cm、 器高 46. 4 cm、 底 径

14cmを測る。 内 外面 の ス ス 付 着 状 況、 黒変状 況は 1 と 全 く 同 じ である。 褐色を呈し、 胎土には

砂粒を含む。 焼成良好。 4. 深鉢。 1 · 2 に類似 し た 器 形である。 いわゆ る ミ ミ ズ ク 把 手を

有 す る。 口 縁下 ～ 底部屈 折部 ま で全 面 が区 画 文 帯 と な り 、 図 示でき な か っ た が、 人 体 文 モ チ ー

フ が み ら れる。 （ 図 版40 参 照 ） 口 径24. 3 cm、 器高 44. 5 cm、 底 径 1 5. 3 cm を 測る。 赤褐色を呈し、

胎土に は砂粒を含み、 雲母が目立つ。 焼成良好。 やは り 、 内面 下 半 が黒変して い る。 5. 深
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鉢底部。 底 径 10.3cm。 褐 色を呈 し、 胎土は精選されており、 焼成も 良 好である。 6 • 7. 浅

鉢。 い ずれも口縁が内彎する。 7 は口縁内彎部のみ縄文が施されている。 磨きは丁 寧である。

黄褐色を呈し、 胎土には 砂粒を含む。 焼 成 良 好。 8 · 9. 同一 個 体である。 お そらく、 同一

土 器、 同一部 位の表裏面の破 片と思われる。 施文は極めて丁寧で、 磨きも 良 好である。 暗褐色

を呈し、 胎土に砂粒を含 む。 焼 成 良 好。

2 . 土拡 と 出 土 土 器
本遺跡では 1 13基の土 拡、 集石土拡が確認、 調 査 された。 出土遺物からほとん ど が 縄 文 時 代

と 考 え られ、 中期が最も多 いと思われる。 以下 に 完 形 士器を出 土 し た土拡を中 心に、 概 要を述

べることとする。

1. 56号土砿

A - 26グ リ ッ ド。 掘り込みの乎面形は円形 ( l O Ocm x 1 1 0cm ) を星 し、 確認面からの深さ60

cm程度と推定される。 内部 に 4個体の土器を埋納し たのち、 20cm -30 cm 大の石で 周 縁を囲ん だ

ものと思われる。 中 央にみられる石も土器の上に 乗るかた ちであり、 石囲 い に 用いられた もの

であっ たと考 え られる。

土器は、 最も大き いものが 横 倒 しとなっ た状態で 潰れ、 別個体は、 胴 下 半を下にしており、

埋 納 段 階では立てられていた可能性があるが、 後述するように、 幅60cmを超 えるものが 2個体

あり、 土拡 ス ペ ー スを考 えると、 すべてを立てることは不可能となる。 ある い は割れた土器を

埋 納 し たものであるかもしれない。

土器 （ 第47図 • 48図 ）

1 . 4単 位 の 中 空 把 手 （ 塔状 把手 ） を有する屈折 底の大型深鉢である。 把手部外径 （ 最 大径 ）

51cm、 胴屈曲部外径 （ 最 小 径 ） 17.5 cm、 器高56cm、 底径12cmを測る。 最 大径と最 小径の差が極

端に大きい。 各 把 手には蛇体 装 飾がみられ、 それが隆 帯となって胴部に垂 下 し、 胴部も 4分 割

される。 ま た、 最 小径部から底部屈折部 にかけても文 様 帯が形成される。 暗褐 色を呈 し、 胎 土

は 精 選 されている。 焼成も良 好であるが、 把手部は焼成が 不 良 である。 なお、 内面底部屈折部

以 下 に ス ス が付着 している。 2. 1 と同様の器形をもつ大型深鉢である。 ただ、 全 体の バ ラ

ン ス は 1 に比べて悪 く、 底部が 極端 に 小 さい感 じを受 ける。 胴 上 半部の張り出 しが、 他の同形

態 のものに 比べて非 常に強 く、 ま た 中 空 把手 自 体も巨大で、 頭でっかちな印 象 が 強 い。 口 縁屈

曲部 （ 肩部 ） には獣 面一 対と蛇体 装 飾一 対がみられる。 ま た、 1 とは違い胴 上 半の 隆 帯 垂 下部

は条 線で空 白部を埋めている、 推定最大径63cm、 最 小径20 ば、 器高59cm、 底径 13cmを測る。 明

褐 色を呈し、 胎土は 精 選 され、 焼成も良 好である。 やはり底部屈折部以下 に ス ス が付着 してい

る。 3. 円筒形深鉢。 口径13cm、 現存高24cm。 胴部 に は 2本 で 1 単位の沈線が 3条 巡り、 全

体としては 4段 区 画となって いる。 このうち、 中 間の二 段 が 文 様体となり、 内部は、 三 角 形状

の沈線 区 画ある い は 削り取り 区 画を異 方向に配 し、 渦 巻状 沈線と ペ ン 先状 工 具による 刺 突で埋

めて いる。 褐色を呈 し、 胎 土には砂粒を含 む。 焼 成も 良 好である。 整 形は や や 雑で、 内面に輪

積み痕が残り、 磨きも丁 寧ではな い 。 なお、 内面は黒 変している。 4. キ ャ リ パ ー 形を呈す

る深鉢で、 底部を欠 損している。 4単位の中 空 把手を有するがすべて欠損している。 しかし、 把
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手 間に配 さ れる 4 単
':o 

位の小突 起 は残 存し

て お り、 粘土紐 貼 付

による渦 巻 装 飾がみ

られる。 こ れから延

びる粘土紐 は中空 把

手に続いて お り、 中 a •  一
空 把手 も渦 巻文 で あ

った と考えられる。

ま た 、 把手 か ら は、

胴部に中空 の隆 起 帯
工 ・I 

がつづ き 、 基 本的に
.s:, .  

胴部も 4 分割 さ れる I 

こ ととなる。 胴下半

は、 撚 糸文 を地文 と

し、 粘土紐の蛇 行 貼

付がみ られる。 黄 褐

色 を呈 し胎 土 は精 選 a •  一 賣V、で翌 - • a ヽ

さ れているが、 当 地

で 一 般的にみ られる

ものとは質 感が違い、

文 様等からも他地域 I 

か らの搬 入 品 と考 え 420. 263 a •  一 -- a ， 

＼ 
られる。 お そらく、

北 関 東系大 木 8 a 式

土器の分布圏 外 縁部

で製作 さ れ、 当 地方

ヘ搬 入 さ れたものと

思 われる。 ま た 、 4 a ・ 一 ― ・ a ， 

単 位 の大 渦 巻 把手 の -�o 存在 は、 次 段 階 で登

湯する曽利 I 式 大 渦

巻把 手土器との関 連 "\ �� 
を想 起 さ せ る。 井戸 ゜ lm 
尻 Ill 式土器 自 体には、

第 46 図 56 号士拡
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こ のよ う な大 渦巻把手 を構成す

る要 素 は現在までのとこ ろ み

ら れないの で ある。 焼 成 は良

好 で 、 外 面 上 半部にはス ス 状

の黒色 付 着物がみ られるが、

その一部 に は光 沢があり、 あ

るい は黒 色 塗料 を塗布したも

ので ある かもしれない。

2. 46 号 土 砿

A - 22 グリ ッ ト’
。 井戸尻期

の土拡が集中する部分 で確認

されている。 1 1 0 cm X 1 0 0 cm 

の楕 円 形 を呈 し、 確認面 か ら

の深 さ60 cm を測 る。 遺物 は、

破 片 で出士して お り、 土拡底

面より20 cm - 50 cm 浮いた 状 態

で ある
＇
。

土 器 （第51 図 1 )

4 単位の突 起 をもつ 大 型の

深 鉢 で 、 少 なくとも突 起 の一

つ は、 プ リ ッ ジ 状 の把手 とな

る。 施 文 は、 幅 広 の隆 帯が主

で 、 ヘ ラ 等による種 々 の刻 み

を施 す。 こ の隆 帯 は胴部下 半

に ま で 及 ん で お り、 とくに文

様 帯 は形 成されていない。 ま

た 、 頸部には一 条 の隆 帯が巡

り、 胴部文 様も口 縁 突 起に対

応 して 4 単 位 となる。 推定 ロ

径 38 cm 、 現 存高53 cm。 褐 色 を

呈 し、 胎 士は精 選 されている。

、 - - ---

20co 

第48 図 56 号土拡出士土器 その 2

焼 成 良 好。 なお 、 内面 及び、 外 面 の頸部より上部は丁 寧に磨 かれているが、 外 面 頸部 以 下 の施

文部 以 外 は全く磨 きが行 わ れて お ら ず 、 表 面 が 荒れている。

3. 93 号 • 94 号 土拡

B - 25グリ ッ ド。 93 号 土拡は、 94 号土拡に 一部切 ら れているが、 楕 円 形 を呈 し、 長 径 推 定

1 1 0  cm 、 短 径 80 cm 、 確認 面 か ら の深 さ40 cm を測 る。 94号土拡は、 長楕 円 形 を呈 するが、 主 軸 が
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93号土拡とほ ぼ 直 交 する方向

に構 築 されてい る。 長 径 14 0

虚、 短 径80cm、 確認面からの

深さ40cmを測る。 ともに覆土

は暗褐色粘 質士を主体と し、

焼土粒子、 カ ー ボンを含み、

よく し まっていた。 遺物は、

覆土からの 出土であるが、 と

くに93号土拡 出 土土器は 士 拡

上面を覆うようなかた ちで、

最 上面から 出 土 している。

93号土砿 出 土土器 （第51図2)

胴張りの大 型深鉢である。

ロ 縁はや や 膨らみをもち、

唇 が内部に張り 出 す。

ロ

ロ 縁は

無 文で、 把 手、 突 起 は付かな

い。 頸部に一 条 隆 帯が巡る。

施文は、 隆 帯による三 角 形 区

画とその間の円文、 及 び 三 角

形 頂 部から胴 下 半に垂 下

／
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第49 図 46号 士 拡

する 隆 帯 が 中 心で、 三 角

形 頂部 以 下は、 撚りの細

かい縄 文 が施される。 本

資 料は、 整 形、 施文 が 1
―

寧に行 われており、 と く

に口縁部の磨きが 丁 寧で

ある。 ロ 径33.5 cm、 最 大

径38cm、 底径18cm、 器高

5 0 .5 cmを測る。 胴 上 半は

褐色、 胴 下 半 は 赤褐色を

屋 し、 火 熱の痕跡 が 明 瞭

である。 胎 上は 精 選 され

ているが、 雲 母が H 立 つ。

焼成は 良 好。 なお、 94号

土拡 出土土器につ いては

後述する。 第5 0図
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第51 図 46 号 • 93 号 土拡出土士器

4. 40 号 土 砿
c:, 

A - 30 グリ ッ ド 。 袋 状 を星 する土拡

で、 調 在 区域外に半分延 び る と思 わ れ

る。 開 口 部 は楕 円 形 を呈 し、 短 径 60 cm

を測り、 長 径 は 1 00 虚 程 度 と推定 され

る。 士拡底面も不 整 楕 円 形 を呈 し、 短

径 1 1 0 cm 、 長 軸 は 1 6 0 cm � 1 7 0 cm と推

定 される。 確認面からの深 さ60 cm を測

る。 底面には小 ヒ°
ッ ト は確認されてい

ない。 覆 土 は、 黒 色 粘 質 土 を主 体 とし、

底面 ち かくでは、 黄 褐 色 粘 質土がプ ロ

ッ ク と なって 混 入 して い た。

遺物 は、 石皿 と 、 士器が重 なって 1

点 づ つ出土 しているが、 土拡上面に士

器 を乗 せ 、

れ る。

さらに石皿で覆った と思 わ
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l 暗褐色粘買七
D 黒色粘質+,＂ 黒色粘質J,
N 黒色粘質 土
v 黒色粘質土＋ 黄褐色粘質土
り 黒色粘n+,+ 黄褐色粘質 七

( ll に比ぺてやや明 る い ）

土 器 （ 第58 図 1 ) 第52図 40 号土拡
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浅鉢。 口縁が内彎 し、 底部は台状に張り出 している。 口 唇、 口縁、 底部屈曲部にそれぞれ粘

土 紐を貼付 して隆 帯を構 成 し、 隆 帯 上にはヘ ラ状 工 具により、 綾 杉状の刻みを施 している。 胴部

は半載 竹 管によって孤 線、 直 線の区 画を描き、 内部に三角、 円文様を施文している。 玉 抱き 三 叉

文である。 本 資 料は非 常に薄 いつ く りであり、 内外面に赤色顔料 が 塗 布 されているが、 と く に外

面の残存状 態 は 良 好である。 底 面 は 内外面と も 顔 料が塗布 されていなかったと思われるが、 底

部 内面は灰褐色を呈する。 胎 土 は精 選 されており、 焼成 も 良 好である。 本 資 料 も 、 該 期の 当 地

方の資 料に比べると胎土の粒子が 細 かい も のであり、 他地 域 からの搬 入品の可能性がある。 ロ

径24 cm、 最 大径 26.5 cm、 底径 17 cm、 器高 12.3 cmを測る。

5. 76号土砿

C - 33 グリッド。 楕円形を呈 し、 長径90 cm、 短径80cm、 確認面 からの深さ10 cmを測る。 内部

か らは、 30 cm大の石と土器 2 個体が出土しており、 土器は土拡 底 面 より45cm -10 cm 浮 いての出

土 である。

土器 （ 第58図 2• 3) 
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第53図 76 号 士 拡
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2. 深鉢、 胴 上 半部欠 損、 3条の沈 線 文 帯 がみられ、 その上 下 は地 文 が 縄 文 である。 底 部も

欠 損 し て いるが、 下 半のカ ー ブからや や 張り出し た 底 部と思われる。 推定底径 7.5cm、 現存高

15.5 cm。 暗褐 色を呈し、 胎土は 精 選され て いる。 焼成良 好。 3. 4単 位の波状口縁をもつ大

型の深鉢。 胴 中 位で や や くびれ、 下 半は緩 やかな膨らみをもつ。 内 臓する口縁部と口縁部下 8

cm程度の部分まで 目 の荒い縄 文を施す。 胴 中 位以下 は磨 ぎ がなされるが 、 下 半には、 縦方向の

削りも行われ て いたようである。 褐 色を呈し、 胎土には砂粒を多 く 含 む。 焼成良 好。

6. 42号土砿

A - 22 グ リ ッ ド 。 41号土 拡と切り合 うが 、 その前後 関 係は不 明 である。 た だ出土土器からは、

本土拡が、 41号士 拡 より古 い可能性 が 強 い。 本土拡を含めた A - 22 グ リ ッ ド には井 戸 尻 期を中

心に十＾ 拡 が 集 中し て おり、 複雑に切り合 っ て いる。 その位置 関 係 は 第55図に示 し て おく。

さ て 、 本土拡は楕 円 形を呈し、 長 径 165cm、 短 径 12 0 cm、 確認面からの深さ80cmを測る。 中

央にナ拡 底面に接するように40cm大の平石 2枚 が 重 ねられ、 その脇にほぽ完形の土器 1 個体が、

土拡 壁に倒れかかるように潰れ て いた。 ま た、 土器の横には l 0cm �20cm大の石 3個が 確認され

` q-
-

a - ー I \ Iヽr"- • .,. —-.:_; ・ツヽ ·:-�化；·:-��--1, \ u ＼ ー · a

！ I 
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ている。

土器 （ 第58 図 4 )

円 筒 形 を基する大 型の深 鉢。 口 縁 と胴部に円 形の貼 り付 け がみ られ 、 隆 帯に よ って 連 結 され

る。 それ 以 外 の部 分は全 面 細 かい縄文 が施 され るが、 胴 上部に 2 cm ほ どの幅 で器 面 を削 り取っ

た 無文 帯 が存在する。 こ の部分 か らは、 さらに上部に向って 鋭 角に削 り取 り部分が延び、 結 果

として 上部 縄文 帯に区 画 をつくるこ とと なって いる。 口 径 30.5cm 、 底 径 11.5cm 、 器 高 48.8 cm を

測 る。 上 半 暗 褐 色 、 F 半 赤 褐 色 を呈する。 二 次 焼 成に よ るものであろ う 。 ま た 、 上 半にはス ス

状 付 着物もみ ら れ る。 胎 土には砂 粒 を含 み 、 焼 成も良 好である。

7 . 65 号 土 拡

、
9 :c 

。
＼
／
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A - 22 グリ ッ ド 。 37 号 土拡が 古 く 、 65 号土拡 が 新 しいと思 われる。 こ の 2 基 の切 り合いは断

面によって は観 察 で き なかった が 、 遺物 を含めた エ レ ベ ー シ ョ ソ から37 号 土拡 埋 没後 、 浅 く65

号土拡が 掘 り込まれた と思 われる。

65 号 士 拡 は 、 楕 円 形 を呈する と思 われ、 長 径 1 2 0 cm 、 短 径 1 1 0 cm 程 度 と推定 され、 確認面 か

らの深 さ6 0cm を測 る。 覆土は暗 褐 色 粘 質土を主 体に焼土粒 子 、 カ ー ボ ン が 混 入 していた。 遺物

は土 拡 底 面に ち かい部分 から土器 上 半部が 出土しているが 、 土器 を囲 むよ う に4 0cm 大 の円 柱 状

の石 2 個 が 置 かれて いた。 確認された 石は 2 個 だ けであるが 、 9 0 度 の角 度で接して お り、 お そ

ら く 、 石 4 個 を用いて 四 隅 を囲っていたものと思 われる。

土 器 （第58 図 5 )

深 鉢 上 半部で、 底部は屈 折 底になる と思 われる。 口 縁部には、 把手 l 単位と、 対 面 に小 突 起

を有する。 こ の把 手 は、 動 物 意 匠で、 イ ノ シ ‘ン を表現した との指 適もある。 本資 科 は 口 縁 屈 曲

部に半 周 だ け 該期に一 般的な楕 円 形 貼 付文 が み られるが、 対 面にはそれが 全 く ない、 極 めて 特

異 な例である。 口 径 18cm 、 最 大 径 31 cm 、 現存高25cm。 褐 色 を呈 し、 胎土には砂 粒が多い。 焼 成

良 好。

8. 37 号 土 拡

A - 22 グリ ッ ト· 。 不整 円 形 を呈 し、 長 径 1 0 0cm 、 短 径 9 0cm 、 確認面 からの深さ8 0cm を測 る。

覆 士 は 、 暗 褐 色 士 を主 体 とし、 上 層 はよ く しまっている。 下層 は上 層に比 ぺ 、 やや 明 る ＜ 、 壁

際には黄 褐 色 粘 質 士 が プ ロ ッ ク 状に混 入 する。 いずれも、 焼 土 粒 子 、 カ ー ボ ソ を含む。

土拡 内からは土器 2 個 体 のほ か、 平石数点が 出土しているが 、 と く に土拡底 面に接して 、 2 0

cm 大 の平石が 確認されている。 また 、 土器 2 点の う ち l 点は 、 ほ ぽ 完 形 で、 底部 が ほ とん ど土

拡 底 面に接する状 態で出土し、 も う 1 点も、 平石 上 部 で潰れて お り 、 いずれも立て られて いた

可 能 性 が ある。

土 器 （ 第5 9 図 1 • 2 ) 

1 . 平 石 上部で潰れて いた 大 型 の深 鉢。 屈 折 底 を有 し 、 肩部で屈 曲 し、 再 び 口 縁 が 外 反する

とい う 特 異 な器 形 をもつ。 文 様 帯 は肩部 と、 胴下半 とに分 かれる。 肩部文 様 帯 は、 口 縁にかけ

て 4 単位の獣 面 把 手 が 中心 となり、 その間に粘 土紐 を U 字 状に連 続 して 貼 付 した ものである。

把手 からは底部の屈 折部にかけ て 隆 帯 が 垂下し、 胴 部 を 4 分割する。 隆 帯 上には、 棒 状 工 具 を

押しつけ て の潰 しが み られる。 胴下半は隆 帯 を中心に、 その間 を条 線 で埋めるものである。 整

形 、 磨 き とも丁 寧に行 われている。 口 径4 0cm 、 最 大 径47.5cm 、 底 径 14.5 ば 、 器高5 3.6cm を測 る。

内面 及 び 外 面 上 半 は黒褐 色 を呈 し、 底部屈 折部 以下は赤 褐 色 を 呈 して お り 、 火 熱 に よ る もの と

思 われる。 胎土には 小砂 粒 を多 く 含み 、 焼 成も良 好である。 2 .  4 単位の突 起 を有する屈 折

底 の深 鉢である。 出土時点 では、 突 起 の 1 つが 破 損 し、 胴部に ヒ ビ が 入っている程 度 で、 ほ ぽ

完 形であった。 本資 料も 1 と同 様に文 様 体が 上下に分かれる。 低い隆 帯の貼 付が 施文 の主 要 素

であり、 ヘ ラ 状 工 具による沈線施文 を合 わ せ た 渦 巻 抽 象文 、 楕 円文 等 を描いて いる。 最 小径部

には隆 帯 を 1 条 巡 らせ 、 以下屈 折部まで、 条線で満 たす。 口 径21cm 、 最 大 径 32. 5 cm 、 底 径 12cm 、

器高36cm を測る。 やはり、 整 形 、 施文 な ど 丁 寧 なつ く り である。 茶褐 色 を呈 し、 胎 土は精 選 さ

- 5 0  -



れて いる。 焼 成も 良 好であるが、 口縁突 起部は焼 成不 十 分であ っ た。

9. 48 号 土 砿

C -44 グ リッ ド 。 長楕円形を呈する土拡で、 長径 （ ほぽ東 西） 2 5 5  cm、 短径 1 5 5cm、 確認面

からの深さ30cmを測る。

遺物は、 南東隅に集 中 し て いる。 士 拡 底面に接 し て 30cm大の平 石 が置かれ、 そ の上部に土器

1 個体が潰れ て いた。

土器 （ 第 57図 3)

有 孔 鍔付土器である。 非 常にバ ラ ン ス のとれた樽形を呈し、 胴部に一 対の獣面突 起と一 対の

蛇 体 突 起を有する。 そ のため、 胴部は 4分 割 され、 突 起 間は U 字状あるいは 直 線 の沈線で満た

されている。 これらの施文は 丁寧に行われ て おり、 剥離も全 くみられない。 ま た鍔 の貼り付 け、

穿孔も良 好で、 小孔に擦 痕はみられない。 さらに全面の磨きが非 常に丁寧 であり、 部 分 的に光

沢もある。 口径 1 5cm、 最大径 （ 突 起 間 ） 34.5 cm、 底径 1 2.2cm、 器高 33. 2cmを測る。 推定容 量 1 1

. '● 9 
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¢ 。 外 面 赤 褐 色 を呈 するが 、 内面 は全 面黒変して いる。 胎 土は精 選 され、 焼 成も良 好であ る。

なお 、 こ の種の土器にみ られる赤 色 顔料 は、 本資 料には塗 布 されなか ったよ う であ る。

1 0. 77 号 土 拡

B - 34 グ リ ッ ト· 。 7 号 住居址 と切 り 合 う が 、 切 り 合 い 関 係 は不 明 。 楕 円 形 を呈し、 長 径 1 3 0

cm 、 短 径90 cm 、 確 認 面 からの深 さ50 cm を測 る。

本土拡内部 か らは何の遺物も出土して いない が 、 確認 面より10 cm 浮いて 、 土拡内にか か る状

態 で土器 1 個 体 が 潰れていた。 こ れが 、 本土拡に伴 う ものであ る とすれば、 土拡の端に立て ら

れていた 可能性 が
｀

強い。

土 器 （ 第6 1 図 ）

第58 図 40 号・ 42号・ 65 号 ・ 76 号 土拡出土士器
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第 59図 37 号 ・ 48 号 土拡出土土器

ロ 緑部欠 損の深 鉢。 頸部に粘 士 紐 を直線に 3 条 貼 付し、 中段には 半 戟 竹 管による連続 押し引

き を施 す。 胴部にはやはり粘 土 紐 を U 字 状 に 3 条 づ つ貼 付し、 数 ケ 所を連 結 して いる。 ま た 、

胴 部 に は 最 大 径 部 ま で 細 い 条 線 を 施 し て い る 。 最 大 径 32 cm 、 底 径 1 4cm 、 現 存高57 cm 。 暗 褐 色 を

呈するが胴下半 は 明 褐 色 で ある。 胎 上には 砂 粒 を含み 、 とくに雲 母が 目 立 つ。 焼 成 良 好。 本資

料には 磨 ぎが全 く み られ ず 、 内面 は整 形時のナ デがそのまま で 、 外 面下半 は 、 ナ デ も雑 で ある。

1 1 . そ の 他 の 土 砿

0 1 号 - 5 号 ・ 1 2 号 土 拡

C - 6 グ リ ッ ド 。 1 号 士拡 ： 楕 円 形 を星 し 、 長 径 1 8 0 cm 、 短 径 1 1 0 cm 、 深 さ40 cm を測 る。 覆
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第60 図 77号 土 拡

土 は 賠 褐 色 土を主体とし、 焼 土、 カ ー ポ ン が 混 入 するが 、 最 上部に は 焼 士 層 が 形 成 さ れ て いた。

内 部から は 平 石、 土 器 片 が 出土して いる。 な お 底面 端に 小 ピ ッ ト 1 基を有する。 2 号 土 拡 ：

袋 状 を呈するが 、 北 関 東のいわ ゆ る 袋 状 土拡とちが い、 底面に最 大 径 を も た ず、 中胴部が 最 大

と な る。 開 口 部は 径 40cmの円 形 を呈する。 底 径 は 30cm、 最 大 径65cm 、 深 さ5 0cm を測 る。 3号

士拡 ： 2 号 土 拡と同 様の形 態 で、 開 口 部25cm、 底 径20cm、 最 大 径 45cm、 深 さ60cm を 測 る。 4 

号 士拡 ： 円 筒形 を呈し、 径 1 05 cm、 底 径8 0cm、 深 さ5 0cm を測 る。 5 号 土 拡 ： 2 号 上拡 と 同 様

の形 態 で、 開 口 部径5 0cm 、 底径 40cm、 最 大 径70cm、 深 さ5 0cm を 測 る。

O S 号 . 7 号 ・20 号 土拡

A - 6 、 B - 6 グ リ ッ ド。 6 号 士拡 ： 不整 円 形 を呈し、 長径 1 5 0cm、 短径 1 30cm 、 深 さ 30cm

を 測 る。 遺物は 底 面 よ り 約 5 cm 浮いての出土 である。 7 号 土 拡 ： 楕 円 形 を呈 し 、 長径 1 30cm、

短 径 1 0 0cm、 深 さ 40cm を測る。 20 号 土拡 ： 円 形 を呈し、 匝 径70cm、 深 さ 30cm を測 る。

0 8 号 土砿
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20cm 

第6 1 図 7 7 号土拡出土 土器

不整円形 を呈 し、 長径 1 2 0 cm、 短 径 1 0 0 cm、 深 さ

40 cm を測る。 壁 の立 ち 上 が り は緩 や か である。

0 9 号・ 1 0 号 土 拡

B - 1 1 グ リ ッ ト· 。 9 号土拡 ： 不整円形 を呈 し、 長

径 1 40 cm、 短 径 1 1 0 cm、 深 さ 60 cm を測る。 底 面 よ り

約 10 cm 浮 いて乎 石が確 認 さ れた。 10 号土拡 ： 不 整

円形 を呈 し 、 長径 推 定 1 2 0 cm 程度、 短 径 1 0 0 Cllt、 深

さ 40 cm を測る。 底 面 端に小 ヒ°
ッ ト 1 基 が 確 認 さ れた。

0 1 1 号 土 砿

A - 13 グ リ ッ ド 。 円形 を呈する浅い士拡で、 径 100

cm 、 深 さ 10 cm を測る。 後 述 する よ う に、 浅 鉢、 深 鉢

各 1 個 体 が土拡底 面に接する よ う に出 士 し ている。

0 1 3 号・ 1 4 号 土 砿

A - 14 グ リ ッ ト· 。 13号土拡 ： 不 整長円形 を呈 し、

長径 1 20 cm 、 短 径 10 cm 、 深 さ 80 cm を測る。 底 面 中央

部に小 ピ ッ ト 1 基 が 確 認 さ れた。 1 4 号 土拡 ： ほ と

ん ど の部 分が調査区域外に延び 、 極 く 一 部 の調査で

あるが、 確 認 部 分 で の径 1 8 0 cm、 深 さ 20 cm を測る。

0 2 1 号 土 拡

B - 3 グ リ ッ ド 。 楕円形 を呈 し 、 長径 1 30 cm 、 短径 1 1 0 cm、 深 さ 60 cm を測る。 底 部 は ド ー ム

状 を な し、 乎 坦 部 は な い。

0 22 号 土 拡

C - 5 グ リ ッ ト· 。 円形 を呈 し 、 径 1 50 cm、 深 さ 50 cm を測る。 壁 の立 ち 上が り は緩 く 、 土拡底

面 は平 坦 である。

0 2 3 号 土 拡

C - 3 グ リ ッ ド 。 不整 楕円形 を呈 し 、 長径 2 1 0 cm、 短 径 1 30 cm、 深 さ 30 cm を測る。 底 面 は乎

坦 であるが 、 段がつ き 、 さ らに底 部 端に小 ヒ°
ッ ト 1 基 を有する。

0 25 号 - 28 号 土拡

A - 13、 B - 13 グ リ ッ ド 。 25号土拡 ： 不 整 形 を呈 し 、 壁 の一 部 は袋状に迫 り出 す。 長径 90 cm、

短 径 60 cm 、 深 さ 40 cm を測り、 底 面 は平 坦 である。 26 号土拡 ： 楕円形 を呈 し 、 長径90 cm、 短 径

10cm 、 深 さ 50 cm を測る。 27 号 土 拡 ： 楕 円 形 を呈 し 、 や は り 壁 の一 部 は 袋 状 を な す。 長径 60 cm、

短 径50 cm、 深 さ 50 cm を測る。 28 号土拡 ： 楕円形 を呈 し 、 長径 15cm 、 短 径 65cm、 深 さ 35cm を測

る。

0 29 号 土砿

C - 2 1 グ リ ッ ト· 。 楕円形 を星 し 、 長径 145 cm 、 短 径 1 20 cm 、 深 さ 60cm を測る。 土拡底 面 は乎

坦 で、 壁 も ほ ぽ垂 直に立 ち 上がる。 遺物は 乎 石 と 土器片が士拡ほ ぽ中央 か ら 出 士 し ているが、
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底 面 よ り 1 5cm -50 cm 浮いている。

0 3 1 号・43 号・44 号 土 砿
B - 18、 C - 17 • 18 グ リ ッ ド 。 31号土拡 ： 不 整 円 形 を呈し 、 長径 1 3 0 cm、 短 径 90 cm、 深 さ35

cm を測る。 底 面 は乎 坦 である。 43 号土拡 ： 不整 円 形 を呈し 、 長径 1 80 cm 、 短 径 1 30 cm 、 深 さ

1 5cm を測る。 皿状 の浅い土拡である。 44号土拡 ： 不整 円 形 を呈し、 長径 2 5 0 cm 、 短 径 2 0 0 cm 、

深 さ35 cm を測る。 底 面 は乎 坦 である。 最 上 部 で平 石 が 確 認 されて いる。

0 32 号 土 砿
C - 1 7 グ リ ッ ド 。 円 形 を呈 し 、 径 1 0 0 cm 、 深 さ 45cm を測る。 底 面 は平坦 であるが 、 中 央に 10

cm 程 の小 ピ ッ ト を有 する。

0 33 号• 99 号・ 1 0 2号 土 砿
C - 19 グ リ ッ ド 。 33 号土拡 ： 楕 円 形を星し、 長 径 135 cm 、 短 径 1 00 cm 、 深 さ30 cm を 測る。

99 号土拡 ： 楕 円 形 を呈し、 長 径 140 cm 、 短径 1 00 cm 、 深 さ10 cm と 浅 い 皿状 を な す。 大型 の深 鉢

底 部が出土して いるが 、 底 面よ り 15 cm 浮いている。 1 02 サ 土拡 ： 楕 円 形を呈し、 長 径 125 cm 、

短 径 I 1 0 cm、 深 さ30 cm を 測 り 、 中 央に 1 0 cm 浮 い て 40 cm 大 の 平 石 が 確 認 さ れ て いる。

0 34号 • 55 号• 83 号• 84 号 土拡
A - 23 、 B - 23 • 24 グ リ ッ ド 。 34号土拡 ： 円 形 を呈し 、 径 1 7 0 cm 、 深 さ90 cm を 測る。 底 面 は

乎 坦 であった。 遺物は最 上 部 か ら の出士 である。 55 号 士拡 ： 34 号土拡に切 ら れて い るが 、 楕

円 形 を呈 する と 思 わ れ 、 短 径 で 2 5 0 cm を測る。 深 さ40cm 。 83 号 t拡 ： 楕 円 形 を星し 、 長 径

1 70 cm 、 短 径 1 1 0 cm 、 深 さ 40 cm を測る。 底 面 は乎 坦 である。 84 号士拡 ： 楕 円 形 を 呈し 、 長径

1 4 5 cm 、 短 径 1 1 0 cm 、 深 さ50 cm を測る。

0 39 号• 45 号• 86 号 ,.., 88号• 9 1 号 土 拡

A - 26 、 B - 25 • 26 グ リ ッ ド 。 39 号土拡 ： 円 形 を呈し 、 径 1 60 e,m 、 深 さ30 cm を測る。 45号

士拡 ： 楕 円 形 を呈し 、 長 径 1 30 cm 、 短 径95 cm 、 深 さ30 cm を測る。 底 面 は平 坦 である。 86 号 士

拡 ： 不整 円 形 を呈 し 、 長径 1 6 0 cm 、 短 径 1 20 cm 、 深 さ20 cm を測る。 内 部 に は20 cm -30 cm 大 の礫

が 多 く 確 認 されて い るが、 ほ と ん どが底 面よ り 10 cm以 上 浮 いている。 87号士拡 ： 円 形 を呈し、

径 1 5 5 cm 、 深 さ20 cm を測る。 遺物は 中 央 部 分 に 集中し 、 1 0cm ほ ど の深 さ である。 88 号 土拡 ：

楕 円 形 を呈し、 長径 1 90 cm 、 短 径 1 4 0 cm 、 深 さ20cm を測る。 底 面 は乎 坦 で、 小 ピ ッ ト 3 基 を有

する。 また、 20 cm -30 cm 大 の礫 が 多 く 、 浮 いて確 認 されている。

0 47 号• 48 号 土 砿
C - 23 • 24 グ リ ッ ド 。 48号士拡については前 述した。 47 号 土拡 ： 不整 円 形 を呈 し 、 規 模 、

形状、 主 軸 方向 と も48号土拡に類 似。 長径 260 cm、 短 径 1 3 0 cm 、 深 さ30 cm を測る。 底 面 は乎 坦

である。

0 49 号 土 砿
B - 24 グ リ ッ ド 。 楕 円 形 を呈し 、 長径 1 60 cm 、 短 径 1 1 0 cm 、 深 さ30 cm を測る。 内 部に 1 0 cm -

20 cm 大 の礫が確 認 された。

0 50 号 ,.., 54 号 土 砿
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B - 25 、 C - 24• 25 グ リ ッ ド 。 5 0 号 土拡 ： 楕 円 形 を 呈し 、 長 径 180 cm、 短 径 135 cm 、 深さ95

m を 測る。 内部 に 平 石 、 土器等が確 認 されて いるが 、 最 上部 か らの出 土である。 51号土 拡 ：

楕 円 形 を 星 し 、 長 径 22 0 cm 、 短 径 180 cm 、 深 さ30cm を 測る。 底 面 は平 坦で 、 小ビ ッ ト 2甚が確

認 されて いる。 52号 士拡 ： 楕 円 形 を 呈し、 長 径 180 cm 、 短径 1 4 0 cm 、 深さ20cmを測る。 最 上

部に平 石が 確 認 されている。 53号 土拡 ： 楕 円 形 を 星 し 、 長 径 1 6 0 cm 、 短 径 1 1 0 cm 、 深 さ 20cm

を 測る。 底 面 は乎 坦で 、 平 石 3個が 上部で確 認されている。 54号土 拡 ： 円 形を呈 し、 径 145

ば 、 深さ30 cm を 測る。 底面は乎 坦である。

0 57号....., 59号土拡

C - 25• 26グ リ ッ ド 。 57号士拡 ： 円 形 を 星 し 、 径 1 6 0 cm 、 深さ40 cmを測るが 、 内部にさらに

径80cm 、 深さ20 cm ほ ど の 円 形の掘 り 込みが確 認 され 、 その部 分 の底面ち か く に 礫が 集 中 してい

た。 ある い は 別 の 士 拡の掘 り 込みであるか も し れない。 58号土拡 ： 円 形 を程し、 径 135cm 、

深さ5 0cm を 測る。 底 面は平 坦で、 小 ヒ°
ッ ト 1 基 を 有する。 59 号 土拡 こ 不 幣 円 形を呈し 、 長径

11 0 cm 、 短 径 1 0 0 cm 、 深さ1 0cm を 測る。 底面は段状 をなす。

0 6 1号• 62号土砿

B - 27、 C - 27 グ リ ッ ド 。 61号士 拡 ： 楕 円 形 を 呈 し 、 長径 220 cm 、 短径 15 0 cm 、 深さ60cmを

測る。 遺物は 底 面 よ り 約20cm 浮 いて出土。 62号土 拡 ： 楕 円 形 を 呈 し 、 長径 12 0 cm 、 短 径 90cm、

深さ1 0cm を 測る。

0 63号• 64号土拡

B - 28、 C - 28グ リ ッ ド 。 63号 上 拡 ： 楕 円 形 を 星 し 、 長 径 135 cm 、 短径 12 0 cm 、 深さ5 0cm を

測る。 壁の立 ち 上が り は垂 直 に ち か い。 底 面 は平 坦である。 64号土 拡 ： 楕 円 形 を 呈し、 長 径

155 cm 、 短 径 125 cm 、 深さ20 cm を 測る。

0 66号土拡

A - 26グ リ ッ ド 。 浅く 掘 り 込まれてお り 、 掘 り 方は確 認で き なか っ た が 、 底面は径12 0 cm程

度の 円 形 を 呈すると 思われる。 底 面 中 央 から土 器が 出 土して い る。

0 67号 • 80号土拡

C - 33グ リ ッ ド 。 67号土 拡 ： 不 整 円形 を 呈 し 、 長径 1 5 0 cm、 短 径 13 0 cm、 深 さ85 cmを測る。

壁は緩 や かに立 ち 上がる。 80号士 拡 ： 円 形 を 呈 し 、 径1 0 cm 、 深さ40 cmを測る。 底面 中 央 に 小

ピ ッ ト 1基 を 有する。

0 68号- 70号土砿

C - 47、 48グ リ ッ ド。 68号土拡 ： 楕 円 形 を 呈 し 、 長 径 15 0 cm 、 短 径 11 0 cm 、 深さ60cmを測る。

69 号 土拡 ： 楕 円形 を 呈し 、 長径1 05 cm 、 短径75cm 、 深 さ60 cm を 測る。 7 0号土拡 ： 隅 円 方形

を 呈 し 、 長 径 1 0 0 cm 、 短 径85cm 、 深さ1 0 cm を 測る。 底 面は楕 円 形 を 呈する。

0 7 1号- 73号• 78号土拡

A - 47 • 48、 B - 48グ リ ッ ド 。 71号 土拡 ： 不 整 円 形 を 呈し 、 長 径 1 0 0 cm 、 短 径65cm 、 深さ

5 0cm を 測る。 72号土 拡 ： 不 整 円 形 を 呈 し 、 長径 130 cm 、 短径 1 0 0cm 、 深さ25cm を 測る。 73 

号土拡 ： 楕 円 形を呈 し 、 長 径95cm 、 短径7 0cm 、 深さ30cm を 測る。 78号土拡 ： 楕 円 形 を 呈 し 、

- 57 -



長径 1 0 0 cm、 短 径 75cm 、 深 さ 55cm を測 る。 な お 底 面 は 長 方 形 を呈する。

0 74 号 • 8 1 号 土 砿

B - 51 、 C - 51 グ リ ッ ド。 74 号 土拡 ： 円 形 を呈し、 径 70 cm、 深 さ 30 cm を 測 る。 壁 は ほ ぽ垂 直

に 立ち上が っ て いる。 8 1 号 土 拡 ： 円 形 を呈し、 径 120 cm、 深 さ 1 0 0 cm を 測 る。 底 面 は 平 坦 で

ある。

0 75 号 土 砿

A - 51 グ リ ッ ド。 不 整 円 形 を呈し、 長径 1 4 0 cm、 短 径 120 cm 、 深 さ25 cm を 測 る。 底 面 は 平 坦

で、 中央部に は 礫 が 浮い て 集 中して い た。

0 79 号 土 拡

C - 49グ リ ッ ド。 楕 円 形 を呈し、 長径 120 cm、 短 径 1 0 0 cm、 深 さ 75 cm を測 る。

0 82 号 土砿

B -24 グ リ ッ ド。 楕 円 形 を呈 し、 長 径 80cm、 短 径 60 cm、 深 さ25cm を 測 る。 中 央 に 、 60 cm 大の

平 石が あ り 、 そ の 付 近から 土 器 が 細 片とな っ て 出土し て いる。

0 85 号 土 拡

A -25 グ リ ッ ド。 56 号 土 拡 に 切られ ている。 掘 り 込みが 浅 く 、 規 模 は 不明 である が 、 円 形 を

呈すると思わ れ る。 下 層 から土 器 片 が 出土して い る。

090号 土 拡

C - 55 グ リ ジ ド。 楕 円 形 を呈し、 長径 1 1 0 cm、 短 径 80 cm 、 深 さ 40 cm を測る。 最 上部から 平 石、

土 器 片 が 出土して いる。

0 95 号 • 96 号 土 拡

A -21 グ リ ッ ド。 95 号 土 拡 ： 円 形 を呈し、 径 120 cm、 深 さ 20 cm を測 る。 底 面 は 平 坦 で、 壁 も

緩やかな 立ち上が り の浅 い皿 状 をな す。 中 央部床 面 ちか く に 礫 3 個 が 確認 さ れ て いる。 96 号

土 拡 ： 不 整 円 形 を呈し、 長径 1 3 0 cm、 短 径 1 0 0 cm、 深 さ 30 cm を測 る。

0 97 号 土 砿

A -20 グ リ ッ 応 楕 円 形 を呈 し、 長 径 1 45 cm、 短 径 120 cm、 深 さ 30 cm を測 る。 壁の立ち上が

り は 緩やかである。 遺物は 最 上部から出士して いる。

0 98 号 土 砿

B -20 •  21 グ リ ッ ド。 長楕 円 形 を呈し、 長径 3 6 0 cm、 短 径 1 70 cm 、 深 さ 60 cm を測 り 、 中 央部

に 長 さ 1 0 0 cm 、 深 さ20cm 程の掘 り 込 みがある。

0 1 00 号 ・ 1 0 1 号 土 砿

C - 57 グ リ ッ ド。 1 0 0 号 土 拡 ： 不 整 形 で、 長径 1 6 0 cm、 短 径 1 1 0 cm 、 深 さ 35 cm を 測 る。 中 央

部に 80 cm ほ どの平 石が あ り 、 その付近 よ り 土 器 片 が 出土 して いる。 1 0 1 号 土 拡 ： 楕 円 形 を呈

し、 長 径 60 cm 、 短 径 30 cm、 深 さ 40 cm を測 る。 小礫 が 浮いて 出土し て い る。

0 1 03号 - 1 05 号 土 砿

C - 32 グ リ ッ ド。 1 0 3 号 土 拡 ： 円 形 を呈し、 径 125 cm 、 深 さ 50 cm を 測 る。 底 面 は 平 坦 である。

1 0 4 号 土 拡 ： 円 形 を星し、 径55 cm、 深 さ 40 cm を測 る。 1 05 号 土 拡 ： 円 形 を呈し、 径 70 cm 、
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深さ45 cm.を測る。 や はり底面は平 坦 である。

0 1 06号,.,, 1 0 8号土 砿

B -26 グ リ ッ ド 。 1 0 6 号土拡 ： 楕円形を呈し、 長径 1 70 cm、 短径 1 2 0 cm.、 深さ30 cm.を測る。

上部で礫 3 点が確認された。 1 0 7号土拡 ： 楕円形を呈し、 長径 1 80 cm.、 短径 1 4 5 cm.、 深さ40

mを測る。 やはり上部に礫が 集 中していた。 108 号土拡 ： 楕円形を呈し、 長径 1 50 cm、 短径

1 30 cm、 深さ25 cm.を測る。

0 1号集 石 ・ 2号集 石 . 5号集 石 土砿 、 76号 • 89号土砿

B - 33 •  34、 C-33 • 34 グ リ ッ ド 。 1 号集石士拡 ： 楕円形を呈すると思われ、 長径 1 40 cm.、

短径 1 1 0 cm、 深さ 10 cm.程度と推定される。 l0cm - 30cm 大の礫が 集 中するが、 上部にのみみられ

る。 2 号集石土拡 ： 円形を呈し、 径 1 1 0 cm、 深さ50 cmを測る。 礫は l0cm - 30 cm 大で、 密 度も

濃 くない。 5 号 集石土拡 ： 1 号 集石を切 っ て構 築 さ れる。 円形を呈し、 径 1 20 cm.、 深さ50 cm.

を測る。 礫は、 拳大程度の小 型のものが 多 いが、 密 集 しており、 上層部に集 中 してい た。 76 

号土拡については前述した。 89号土拡 ： 円形を呈し、 径70cm.、 深さ70 cm.を測る。 上部に小礫

が確認された。

0 3 号集 石 土砿

A - 35 グ リ ッ ト· 。 楕円形を呈し、 長径 1 2 5 cm.、 短径 1 1 0 cm、 深さ85 cm.を測る。 礫は 10 cm. 以下

のものがほとん どで、 中 央 上部に集 中している。 覆土に、 焼土 粒子、 カ ー ポンを含んでいた。

0 4号集 石 土砿

A -39 グ リ ッ ド 。 半分だけの調 査であるが、 円形を呈すると思われる。 径 1 40 cm、 深さ45 cm.

を測る。 礫は l0cm - 20 cm 大で、 あまり密ではなく、 中 央 上部に集 中する。

土器 （ 第 1 0 2 図 ～ 第 1 0 7 図 ）

土 拡 内からは、 非 常に多 くの土器が出土しており、 また 小破 片となっ たものがほとん どであ

っ た。 集 中して出土したものについては、 土拡 底 面 からの出土は 希で、 上 端 からの出土が 多 い

という傾向がある。 以下に報 告するものは、 復 元 実 測可能なものについてはできる限り載 せる

こ とにし、 拓 本 については、 単 独のものについてはそのまま、 復 数出土し て いるものについて

は、 そ の 中 で 時 期 的に集 中するものと思われるものを選んである。 したが っ て、 必ず し も こ こ

に挙 げた土器が土拡の時期を代 表 しているとは限 らない。 また、 こ こ では施文、 使 用痕な どに

ついて主な資 料のみ概 観する こ ととし、 出土土拡、 色調、 胎土、 焼 成 等 は 表 1 に示す こ ととす

る。

1 •  2 、 1 1号土拡出土。 1 は口径44.5 cm、 器高20 cm.の浅鉢である。 口縁部に 1 単 位の突 起を

有 し、 隆 帯が渦 巻状に付く。 全面縄 文 が施される。 なお、 内面の磨きは丁寧に行われている。

2 は深鉢屈折 底で、 やはり屈折部までが 文 様 帯となる。 低い隆帯による文 様 帯と 縄 文 で構 成さ

れる。 3 •  4 、 34号土拡出土。 3 は、 底部を欠 損するが、 4 単位の塔状 把 手を有する深鉢で、

把手から隆 帯が 垂 下 し、 胴部も 4 分 割 される。 4 はやはり 中 空 把手を有し、 胴部 は縄 文 帯とな

る。 隆 帯の垂 下 はみられない。 また、 内面がと こ ろ ど こ ろ 泉lj 離している。 6. 4 1 号土 拡出土。

深鉢。 肩部 で 膨らみをもち、 口 縁は外反する。 肩部以下 全 縄 文。 1 1 . 44号土 拡出土。 浅鉢。
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第 10 4 図 その他の土拡 出土土器 その 3

二［
第 10 5 図 その他の土拡 出土土器 その 4

推定口径44cm。 内外面とも非常に丁寧な磨きが施されており、 内面に赤色顔料が残存する。

1 2. 47号土拡 出土。 深 鉢。 口縁部 欠 損。 胴 上 半で屈折し （ 最 小径） そこに隆 帯が 巡り、 胴 下 半

に隆 帯が垂 下、 下 半を 4 分 割する。 縄 文施文。 現存高25cm、 底径 8.5 cm。 内面底部屈折部 以 下

に ス ス状付着物があり、 外面下 半は赤褐色を呈し、 使 用が 明 瞭である。 13. 50号士拡 出 土。

深鉢。 円筒形を呈し、 口縁から胴 下 半まで広 い文 様 帯を構 成している。 文 様 帯は墓 本 的に 3段

構 成で、 上 段 は 隆 帯と沈線による抽象 文 帯、 中段は楕円形 区 画 帯、 下 段は 縄 文 帯となる。 口径

27cm、 現存高33cm。 1 6. 6 1号土拡 出土。 深鉢。 内面が 黒変しており、 とくに 下 半が 著 しい。

ロ 径 14.5 cm、 底径 9.3 cm、 器高 15.8 cmを測る。 1 8. 63号土拡 出 士。 深鉢。 上部に刻 目 隆帯が、

下 半に沈線が施される。 胎土等から前期 末と思われるが、 内外面とも極めて磨きが 良 好である。

現存高 13. 6 cm。 22. 82 号土拡 出 土。 深鉢。 波状口縁を有し、 口縁頂部に粘土粒の貼り付 けが

ある。 隆 帯で全面を装るが、 ヘ ラ によ る 綾杉状刻 目 を異方向に施す。 23. 85号土拡 出 土。 深

鉢。 口縁に 4単 位の 突 起を有する。 口縁部は隆 帯による三角 形 区 画 文で、 隆 帯 端部に連 続 爪形

文を施す。 また、 胴部には 6 cm程の長さの隆 帯を 4 単位配して いる。 推定口径38 cm。 26. 86 

号土拡 。 大小の 突 起を 2 単位づつ有すると思われる。 突 起 下には粘土紐を組み紐 風に貼 付 し、

胴 部へ 垂 下する隆 帯としている。 また、 その隆 帯 間には細 い粘 土紐による 人 体 文 モ チ ー フ が施

される。 口径 22.5 cm、 現存高29cm。 29. 94号土拡 出土。 深鉢。 底部屈折部に沈線による楕円

区 画、 三 角 形 区 画が描かれる。 内面には ス ス状 付 着物がみ ら れる。 ま た、 磨きが 丁寧に行わ れ

ている。 底径 9.8 cm。 3 1 .  97号土拡 出土。 深鉢。 胴部 は 縄 文 帯となる。 内面に ス ス状付着物

がみられる。 また、 底 部内面には剥 離が 著しい。 底径 1 1 . 8 cm、 現存高 21.6 cm。 35 .  2 号集石

土拡 出 土。 深 鉢。 波状口縁を呈し、 波状 頂部には内外面沈線による渦 巻施文 が みられる。 頸部

には隆 帯が巡る。 内外面とも丁寧な磨きが施されている。
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表 1. そ の 他 の 土 砿 出 土 土 器

図 ・ 番号 出 土
色 調 胎 土 焼 成 図 · 番号 出 土

色 調 胎 土 焼 成土 拡 土 拡

1 02 - 5 36  暗 褐 色 精
雲 母 含 む

良 好 47 3 5  暗 褐 色
砂 粒 多 く 良 好選 土 含 む

7 4 1  48 3 9  褐 色
赤含 色 粒 子む ’’ 

8 4 1  茶 褐 色 精 選 土 II 4 9  4 5  II 砂 粒 含 む " 
， 4 1  赤 褐 色

砂含 粒 多 むく II 50 4 6  暗 褐 色 砂 粒 ・ 雲 母 II 含 む

1 0  4 4 褐 色
” II 5 1  4 9  II 砂 粒 含 む

II 

1 4 5 0 黄 褐 色
II ff 52 5 2  II ’’ II 

1 5  5 1  II II ” 1 07 - 53 5 3  黄 褐 色
砂 粒 多 く II 含 む

1 7  6 1  外内 ・・ 暗
黄褐

褐色

色

砂 粒わずか ” 54 5 4  茶 褐 色 II II に 含 む

1 03 - 1 9  6 6  薄 茶 褐 色 II II 55 5 7 II 含赤 色 粒 子む II 

20 7 7  茶 褐 色
砂含 粒 多 むく II 56 5 8  暗 褐 色 砂 粒 含 む ff 

2 1  8 2  暗 茶 褐 色 砂 粒 含 む
II 57  5 9  II 砂 粒 • 雲母 II 含 む

24 8 5  暗 褐 色
雲含 母 多 むく II 58 6 0  茶 褐 色 砂 粒 含 む

II 

25 85 外内 ・・ 賠
褐

褐 色

色

砂含 粒 多 むく ” 59  64  II II " 
27 8 7 茶 褐 色

雲 母 多 く II 60 6 8  II II II 含 む

28 90  II 精 選 土 " 6 1  6 9  II II ff 

30 9 7  明 褐 色
砂含 粒 多 むく II 62 7 1  暗 褐 色

,, II 

1 04 - 32 9 9  茶 褐 色
" II 63  75  外内

・
・ 暗

茶
褐
褐

色

色 ‘’ II 

33 1 0 1  暗 茶 褐 色
II II 64 7 9 暗 褐 色 II ‘’ 

34 1 08 茶 ‘
褐 色

II II 65 8 8  暗 茶 褐 色
II II 

1 06 - 36 1 暗 褐 色
II II 66 8 8  茶 褐 色 II II 

37 2 褐 色
II II 67  92  II 砂含粒 • 小 石む II 

38 3 暗 褐 色 II II 68 96 赤 褐 色 砂 粒 含 む II 

39  6 茶 褐 色 II II 69  98  褐 色 II II 

40 ， 赤 褐 色
砂多粒

く
• 含雲 母む II 70 9 8  黄 褐 色

II II 

4 1  1 0  暗 褐 色
II II 7 1 1 00 赤 褐 色

II II 

42 1 3  褐 色 含小 石 多 むく II 72 1 0 0 褐 色
II ,, 

43  1 4  赤 褐 色
II II 7 3  l 集石 暗 褐 色

” II 

44 2 2  褐 色
粒

砂

子
粒
多・

く
赤含色む II 1 07 - 74 4 集石 淡 褐 色 含砂 粒 多 むく II 

45  29  黄 褐 色
砂

多
粒

く
•含小石む II 75  2 · 5 

赤 褐 色
砂含粒 ・ 小 石む " 集 石

46 3 0  暗 褐 色
砂

多
粒

く
・ 含雲 母む II 
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3. 単 独 埋 甕

. .〗
＇ ー..

0 10cm , ' ' ' ' '  

第 1 09 図 単 独埋甕 士器

ご、 o-_ 

428. 547 a ._ ー ・ a'

二
゜ l m 

第 1 0 8 図 単 独埋甕

l 基だけ 存在した。 B -56グリ ッ ド。 古 墳

周 溝 内での確 認である。 周 溝構 築 の際、 上 半

部を欠 損 したと 思われる。 また、 周 溝 底 面 が

埋甕の掘り方 最 下 部とほぽ一 致していると 思

われ、 掘り方は全 く検 出 されなかった。 口緑

を下にして、 頸 部の一 部 が残存していた。

土器は、 口 唇にか え りをもつ。 頸 部には 粘

土 紐を一 条 蛇 行 貼 付する。 また、 胴 部 へも 同

様の粘 土 紐が垂 下していたと思われる。 明 褐

色を呈し、 胎 土には 砂 粒を多く 含 む。 焼 成は

良 好。 磨きは 丁寧である。 口径 37. 6 cm、 現存

高 14. 8 cm。

4. 土 製 品
本遺跡か ら は 各 種の土製 品 が 出 土 している。 主な資 料を第 1 1 0 図、 1 1 1 図 に示したが、 以 下

に各 々 について概 観することとする。

0 土偶 ( 1 - 6 )  

1 . 4号住居址床面直 J-: 出 土。 両手 間 （ 最大幅 ） 13. 6 cm、 現存高 14. 1 cm。 胴 部 以 下を 欠 損し

ているが、 復元 高は20cmをはるか に 超 える超大型の土偶である。 住居 床面のほぽ中 央に、 顔 面

を下にして出 土した。 頭 部 は三 角 形状を星し、 中 空につく ら れている。 顔 面 は 鼻と 眉 が 隆 帯で

表 現され、 眼、 口は 中 空 部に貫 通している。 眼か ら 刺 青と 思われる連 続 刺 突が 2条づつ施 され

る。 肩部 以 下では 左 胸か ら 左 腕にのみ 沈線による施文がみ ら れるが、 右側には 全 く 施 されてい

な い。 後 部は、 結 髪あるいは蛇体装 飾と思われる渦 巻状の隆 帯が頂 部に延 びている。 ま た、 図

示できなかったが、 後部 中 央 及 び両耳に 3 mm ほ ど の上下の貫 通 孔 がある。 両耳の貫 通 孔を耳 飾

用とす れ ば、 後 部 中央は、 結 髪を止めるヘ ア ピンを意 識したものと 考 え ら れる。 さらに、 胸 部

中 央にはや はり上 下の貫 通 孔があり、 中 空の頭部にまで 及 ん で いる。 製 作 上の木 心である。 黄

褐色を呈 し、 胎 土は 精 選 され、 磨き、 焼成も 良 好である。 顔 面、 胸 部 のとこ ろ ど こ ろ に赤色顔

料が残存している。 2. 41号土拡 出 土。 顔面の表 現は 1 と 同 様で、 鼻、 眉 が隆 帯で、 眼は 中

空部に貫通している。 後 部にのみ 中 空 部 への貫 孔が 1 対み ら れ、 頭 頂 部も結 髪の表 現かもしれ
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ないが、 いわ ゆ る ミ ミ ズ ク 把 手 状 の双 孔 を有する。 ま た 、 後 部では、 やは り 隆 帯 に よ る 渦 巻が

み ら れ 、 端 部 は、 双 孔 に 及 ん でいる。 さて 、 本資 料は、 両 耳 部を欠 損 して お り 、 肩 部 で収 束す

るか不 明 であ り 、 かつ、 土 偶 に 一 般的にみ られ る 木 心 に よ る 貫 通 孔 が み ら れ ない こ とから 、 土

器の顔面把 手 である 可能性も否 定で ぎ ない。 もち ろ ん 、 土 偶 製 作 上、 木 心 を使 用 しないものも

多 く み られるが、 こ のよ う な大 型のものであれば 、 木 心 の必 要性 は大 き いと思 わ れ る。 現存高

10 . 5 cm。 暗 褐 色 を呈し、 胎 土には砂 粒が多い。 焼 成 良 好。 3. 5 号 住居 址 覆 土 出 土。 顔面は

眉 部 のみ 段 状 をなす。 本資 料 は中空ではない ため、 眼 ． 鼻 孔 、 口 は凹 みで表現されて いる。 後

部 に は、 やは り 隆 帯が 渦 巻 状 をなし、 端 部 は頂 部 に 延びる。 さて 、 頂 部 は欠 損して いる が 、 2

と 同 様 、 ミ ミ ズ ク 把 手 様 の双 孔 をなすと思 わ れ る。 本資 料にも木 心 痕 はみ られ ない。 赤 褐 色 を

呈し、 胎士は精 選 され ているが、 雲母が 目 立つ。 焼 成 良 好。 現存高 7 . 9 cm。 4. 4 号 住居址覆

土 出 土。 胸 部 及び両腕。 乳 房の中心 に正 中線がみ られる。 木 心が上下 に 貫 通し、 胴部 の断面か

らは、 粘 土 塊を木 心に通した 後 、 さらに前 後面とも 5mm ほどの厚 さに粘 土 をたし、 整 形した こ

とが窺える。 赤 褐 色 を呈 し、 胎 土は精 選 され て いる。 焼 成 、 磨 き も良 好である。 5. I O 号 住

居址覆 土 出 土。 頭 部 、 両 腕 、 足 部 欠 損。 正 中線 はみ られ るが、 乳 房 は表現され て いない。 また、

両 側面 に は数 条 の沈 線 が 施 され て いる。 上下に木 心 痕が貫 く 。 赤 褐 色 を呈 し、 胎 土には砂 粒 が

多い。 焼 成 、 磨 ぎ は良 好であ る。 6 .  古墳 周溝 内 出 土。 胸 部 以上、 足 部 欠 損。 中央に正 中線

とヘ ソ が表現される。 ま た 臀 部はハ ー ト 形を呈すると思 わ れ る。 さて 、 腹 部 に は正 中線 から側

部 に かけ て 、 沈 線に よ る ク ラ ン ク や 渦 巻 の複 合 文 様が描 かれ ている。 剌 青であろ う か。 暗 褐 色

を呈し、 胎 士には砂 粒が非 常に多い。 焼 成は良 好である が 、 磨 き は雑である。

以 上 6 点を示したが他に、 4 号 住居址 内で 1 点、 グ リ ッ ドで 2 点破 片が出 土して い る。

O 耳 飾 ( 7 · 8 )

7 .  7 号 住居 址 覆 土 出 土。 上面と下面の径が著し く 違 い 、 中央 は上下面径よ り さらに 細 く な

っている。 上面、 下面そ れぞれの中央に凹 みがみ られるが、 こ れは貫 通 孔ではない。 施 文 は全

く み られない。 賠 褐 色 を呈し、 磨 き は丁 寧である。 胎 土 に 白 色 粒 子が 目 立 ち 、 焼 成も良 好であ

る。 8. グ リ ッ ド 出 土。 やは り 、 上下 面 の径が違 う が、 そ れ ほど著しいものではない。 また 、

中央も上下 面よ り 細 く なって いる。 本資 料 は環状 を呈し、 器肉 は、 2 mm - 3 mm を測る。 施 文 は

全 く み られ ない。 赤 褐 色 を呈し、 磨 き は極めて 丁寧である。 胎 土 は精 選 され、 焼 成も良 好であ

る。 なお 、 内面に は、 一 部 に 赤 色 顔料が残 存して お り 、 お そ ら く 、 全 面が赤 採 され て いた と思

わ れ る。 耳 飾 は こ の 2 個 だ けである。

0 ミ ニ チ ュ ア 土 器 ( 9 - 13 ) 

9. A - 28 グ リ ッ ド。 深 鉢。 底 径 3. 9 cm 、 現存高2. 9 cm。 沈線 に よ る 施 文がみ ら れる。 暗 褐 色

を呈し、 胎 土 は精 選 され ているが、 雲 母が 目 立 つ。 焼 成も良 好である。 底面及び内面 はス ス 状

付 着物が認められる。 なお 、 本資料は上半部 を欠 損している が 、 割れ 口 を磨いて 、 口 縁 化して い

るよ う である。 10. A - 2 7 グ リ ッ ド。 有 孔 土器。 底 径 2. 6 cm 、 器高4. 8 cm。 赤褐色を呈し、 胎

土は精 選 されている。 焼 成も良 好である。 外面の 口 縁 ち か く に は、 一 部 に 赤 色 顔 料が残 存して

いる。 1 1 . C - 24 グ リ ッ ド。 深 鉢。 底径 2. 4 cm 、 器高 5. 8 cmo 賠褐色を呈し、 胎 土 に は 砂 粒 を
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多 く 含む 。 底 部 ち か く は非 常 に 厚 い つ く りで、 焼 成 は不 良である。 1 2. 4 号住居址 覆 土 出 土。

蓋。 口 径 3. 5 cm 、 器高 2. 5 cm。 つまみ部は、 上面 に 沈 線 に よ る 施 文 が あり、 ま た、 横方 向 の 貫 通

孔 が み られる。 明 褐 色 を呈し、 胎 土 に は小 砂 粒 が 多 い 。 焼 成は良 好である。 ミ ニ チ ュ ア 土器は、

こ の他、 5 号 住居址 覆 土、 A - 21 グ リ ッ ド から各 1 点、 深 鉢 が 出 土して いる。

O 土 器 片 錘 ( 1 3 )

C -21 グ リ ッ ド 。 胎 土、 縄文 等から中期 の土器片 を利用 した と思 われる。 裏 面 は土器として

の 使 用 に よ って黒変して い る。 長方形を呈し、 各辺は磨 き に よ って 、 平坦 面 を構 成して いる。

紐 かけ 用 の 扶りが 、 十 字 方向 に 4 ケ 所 入 って い る が 、 縦方向 が 約 2 mm 、 横方向 が 約 1 mm の 深 さ

である。 長辺 4. 5 cm 、 短辺 2. 1 cm 、 厚 さ 1 . 1 cmを測る。 重 量 1 5. 6 g。 土器片錘はこ の 1 点のみである。

O 土 製 円 盤 ( 1 4 - 45 )

32点を報 告 す る が 、 こ の他に 、 遺構 外から 9 点 出 土して お り、 合 計4 1 点 の出 土である。 こ れ

らはす べ て 土器片 を再 利 用 したもので、 周縁を磨いて 整 形して い る。 こ れらは、 直 径 2. 5 cm -

4 cm の 範 囲 に 入 るもの が ほ とん どである。 最 初 から土製 円 盤 として 製 作 さ れたもの は 1 点も確

認 さ れて い な い 。 ま た 、 こ れらはほ とんどが、 胴部ある い は 口 縁 部 の カ ー プ の緩やかな部 位 の

破 片 が 用 い られて お り、 反りの 強 い 、 底 部 付近の 破 片 を用 い た と思 われるもの は、 1 8 ·25 ·38

及 び 未 報 告 l 点を加え た 4 点だ けである。

周辺の 磨 き に つ い て 、 と く に 丁 寧に行 われているもの は、 1 5 ·16 ·23 ·33 ·34 ·36 ·37 ·40

·43 ·44 が あげ られる。 逆 に 雑であるもの は、 1 4 ·18 ·27 ·29 ·41 ·42 などが あげ られる。 こ

れらは中期 の 土器片 と考 えられる が 、 こ の う ち 、 21 は器厚も薄 く 、 施 文 さ れて いる 目 の 荒い縄

文や、 胎 土 に 雲 母 、 角 閃 石の 比 率 が 高 い こ となどから、 前 期 末 の 土 器 片 を利 用 したもの と 思 わ

れる。 また、 34 の 施 文 は粘 土 紐 を貼 付した後、 その 隆 帯部 を含めて 縄文 が 施 さ れて い る。 こ の

よ う な手 法は中期 に はみ られず、 中期 以 外 の 土器片 と思 われる。 ただ 、 胎 土は中期 の そ れと変

らないもの である。 21 は、 4 号住居址 よ り出 土して お り、 他に 前 期 の 土器片も出 土して おらず、

中期 での 前 期 末 土器 片 の 再 利 用 と考 えられる。 34 は 、 85 号 土拡から単 独で出 土したもの で、 時

期 ・ 性 格等不 明 であるが 、 中期 以 外である 可 能性 が 高 い として お く 。

各 々 の 資 料 に つ い て の 胎 土、 焼 成等に ついて は割 愛 す る が 、 以 下に出 土地点、 直 径、 重 量を

示して お く 。 1 4 : 1 住 ·4 cm ・ 28. 8 g 、 1 5 : 2 住 ·3. 3 cm ・ 1 5. 8 g 、 1 6 : 4 住 ·2. 9 cm ・ 1 2. 1 g、 1 7

: 4 住 ·3. 4 cm ・ 1 9. 6 g、 1 8 : 4 住 ·3. 7 cm ・ 22. 1 g 、 1 9 : 4 住 ·3. 5 cm ・ 14 . 7 g 、 20 : 4 住 ·4. 9 

cm ·28. 2 g 、 21 : 4 住 · 3. 9 cm ・ 17 . 3 g 、 22 : 4 住 ·4. 3 cm ·32. 6 g 、 23 : 6 住 ·3 cm ・ 1 3. 7 g 、

24 : 7 住 ·4 cm ·30. 0 g 、 25 : 7 住 ·4. 3 cm ・ 23. 1 g 、 26 : 7 住 ·3. 9 cm ・ 27. 3 g 、 27 : 7 住 ・

4. 2 cm ・ 1 6. 5 g 、 28 : 10 住 ·4 cm ・ 23. 2 g 、 29 : 10 住 ·3. 1 cm ・ 17. 2 g 、 30 : 10 住 · 2. 7 cm ・

1 3. 7 g 、 31 : 10 住 · 3. 5 cm ・ 1 7. 3 g、 32 : 10 住 ·3. 6 cm ・ 25. 7 g 、 33 : 10 住 ・ 2. 8 cm ・ 1 7. 3 g、

34 : 83 土 ・ 3. 5 cm ・ 1 5. 8 g 、 35 : 4 1 土 ·4 cm ・ 1 3. 7 g 、 36 : A - 20 G ·3. 1 cm ・ 1 3. 5 g 、 37 :

A - 20 G ·3. 6 cm ・ 1 7. 2 g 、 38 : A - 21 G ·3. 5 cm ・ 1 9. 2 g 、 39 : A - 28 G · 3. 9 cm ·22. O g、 40

: B - 28 G ·2. 9 cm ・ 1 3. 9 g 、 4 1 : B - 34 G ·3. 2 cm ・ 1 5. 7 g 、 42 : B - 43 G ·4. 4 cm ・ 25. 3 g、

43 : C - 44 G · 3. 7 cm ・ 18 . 5 g 、 44 : 古墳周溝内 ·3. 9 cm ・ 1 8. 9 g、 45 : 古墳周溝内 ・ 3 cm ・ 1 1 . O g。
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5 石 器

本 遺 跡からは 多くの石器 が 出 土しており、 ここでは、 住居址、 土拡 等の遺構から 出 土 し たもの

のはすべて載 せるこ と と した。 また、 出 土数の少ない石器は、 遺構 外からの 出 土も載せてある。

以 下に各 器 種 ご と に概 観してゆ くこ と と する。

0 打 製 石 斧 （ 第 1 1 2 図 ～ 第 1 15 図 ）

各 住居址から 多くの打 製 石斧 が 出 土 し ているが、 破 損 品 が 多 く、 完形品は 少ない。 ま た、 床

面直 上で 出 土 したものは少 なく、 ほ と ん ど が 覆 土か ら の出 土である。 状 態のよいものを選んで 示

すこ と と した が、 住居址 出 土を第 1 1 2 図、 第 1 1 3図に、 土拡 出 土を第 1 1 4 図 ( 3段まで ） 、 そ の

他を第 1 1 4 図、 第 1 15 図 に示 し た。 この他にも、 破損 品 が 非 常に多くあり、 ま た、 粘 板 岩 製 のも

のについては 剥離が著しく、 整 理 作 業 中にもそ の剥離 片は 多 く 見うけられた。 それらを含める と、

打 製石斧 の総 出 土 量は 膨 大 な数になる と 思われる。

さて、 本 遺 跡 出 土の打製石斧は、 短冊形 ・ 撥形 • 分 銅形 と に分 け られる。 図 に示 したもののう

ち、 完形品もしくはほぽ完形であるもの5 0点についてみる と 、 以下のようになる。

短 冊形 ： 基部 と 、 胴 部、 刃 部の幅 がほぽ等しいもので、 1 · 5 · 6 · 1 0 · 1 1 · 1 2 · 24 •  25 · 33 

· 35 · 36 · 46 · 49 · 6 0 · 63 · 64 · 66 · 74 。

撥形 ： 某 部の幅 が 最もせまく、 胴部 ・ 刃 部 と 広 がっていくもので、 2 · 7 · 15 · 27 · 32 · 38 ·

4 0 · 4 1 · 43· 44 · 45 · 47 · 48 · 5 0 · 5 3· 56 · 58 · 5 9 ·6 1 ·65 ·67 ·68 · 7 0 · 72 · 73 · 75 。

分 胴形 ： 胴 部の片 側もしくは両側に、 挟りを意 識 的に入れたもので、 後期の分 胴形な ど に比 べ

れば、 はるかに扶りが 弱 い。 本 遺 跡の資 料では、 扶りがなければ、 撥形になるものばかりである。

1 3· 31 · 5 2 · 55 · 62 · 69 · 7 1 。

以 上のようになるが、 個 々 の資 料については表 2 に示し た と おりである。

短 冊形 と 撥形 と の比 較は、 後期 ～ 晩 期に属する石川 県 御 経 塚 遺 跡 で 行われている。 短 冊形は 長

さが 9cm - l6cm、 甫 量が 1 0 0 g - 5 0 0 g 、 刃 部幅を某 部幅で 割った 数 値 が 1 . 0 - 1 . 1 4 が 多く、 撥

形は 長 さ l 0cm - l8cm、 重 量 15 0 g -5 0 0 g、 刃部 と基部 と が 1 1 .  15 - 2. 0 になる と 言うこ と である。

これに対し、 本 遺 跡資 料は、 短 冊形は 9cm - l 4cm ・ 7 0 g - 1 4 0 g · 1 .  1 - 1 . 3、 撥形は 9cm - 1 2 

cm ・ 8 0 g - 1 7 0 g · 1 . 4 以上 と いう と こ ろ が 最も多く、 全体 と して小 型のものが 多 い。 ま た、 撥形

では、 甚 部が三 角形な い し 円形を呈するもの ( 27 · 38 · 4 1 · 43 · 47 · 48 ·68 · 7 0 ) が 多数存在し

ており、 と くに'51 · 47 · 48 な ど は全体 が 三 角形状を呈しており、 棒の先に着 柄しても、 充 分 固定

できるか疑 問である。 掘り棒のような長い 柄の先に着 けて使 用する と は 考 え にくく、 別の用 途を

考 えるべきかもしれな い。

図 示し た も のの う ち、 欠 損 品 の 出 士 位 骰、 石 材を記してお く。 3 : 2 住 ・ 泥 質 ホ ル ン フ ェ ル ス、

4 : 2 住 ・ 粘 板 岩 ホ ル ソ フ ェ ル ス 化、 8 : 4 住 ・ 粘板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化、 9 : 4 住 ・ 粘 板 岩、

1 4 : 4 住 ・ 粘板 岩、 16 : 4 住 ・ 粘 板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化、 1 7 : 4 住 ・ 粘 板 岩 ホ ル ソ フ ェ ル ス 化、 18

: 4 住 ・ 粘 板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化、 1 9 : 4 住 ・ 泥質ホ ル ソ フ ェ ル ス、 2 0 : 5 住 • 泥 質 ホ ル ソ フ ェ

ル ス、 2 1 : 5 住 ・ 泥 質 ホ ル ソ フ ェ ル ス、 22 =. 5 住 ・ 粘 板 岩、 23 : 5 住 • 泥 質 ホ ル ン フ ェ ル ス、 26

: 6 住 ・ 粘板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化、 28 : 6 住 · 粘板 岩、 29 : 7 住 ・ 粘 板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化、 30
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: 7 住 ・ 粘 板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化 、 34 : 1 1 住 ・ 粘 板 岩 、 37 : 1 1 住 ・ 粘 板岩、 39 : 1 1 住 ・ 粘板岩 ホ

ル ン フ ェ ル ス 化 、 42 : 35 - 38 土 ・ 粘 板 岩 ホ ル ソ フ ェ ル ス 化 、 5 1 : 42 上 · 粘 板 岩 、 54 : 91 土 ・ 粘

板岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化 、 57 : グ リ ッ ド ・ 粘 板 岩 ホ ル ン フ ェ ル ス 化 、 58 : グ リ ッ ド ・ 泥 質 ホ ル ン
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フ ェ ル ス 、 76 : A - 1 7 グ リ ッ ド ・ 泥 質 ホ ル ソ フ ェ ル ス 、 77 : 古 墳 周 溝 内 ・ 泥 質 ホ ル ン フ ェ ル ス 、

78 : C - 54 グ リ ッ ド ・ 半 粒 砂 岩。

表 2. 打 製 石 斧 一 覧 表

番号 出土位置 形 態 長 さ 基部幅 刃部幅 刃／ 甚 刃部形 重 量 石 材(cm) (cm) (C711) ( g )  
1 1 住 短冊形 1 3. 2 4. 5 5. 0 1 .  1 1  円 刃 1 87. 6 泥質ホル ン フ ェ ル ス

5 3 住 II 7. 9 3. 5 4. 2 1 . 2 II 42.  5 粘板岩
ホ ル ン フ ェ ル ス化

6 II ff 9. 3 3. 6 4. 25 1 .  1 8  斜 刃 97. I II 

I O  4 住 II 9. 3 3. 9 4. 35 1 .  1 1  円 刃 88. 7 泥質ホル ン フ ェ ルス

1 1  II II 9. 3 4. 1 4. 65 1. 1 3  斜 刃 I 1 6. 8 II 

1 2  II II 1 1 . 5 4. 05 4. 6 1 .  1 3  円 刃 1 36. 2 II 

24 5 住 II 9. 7 5. 6 5. 9 I .  05 斜 刃 9 1 .  9 粘板岩
ホ ル ソ フ ェ ル ス化

25 II ,, 9. 8 4. 0 4. 9 I .  22 円 刃 75. 2 泥質ホル ン フ ェ ル ス

33 1 1  住 II 1 4. 1 4. 5 5. 4 ! .  20 斜 刃 206. 8 II 

35 II II 1 2. 9 4. 3 5. 2 ! .  20 円 刃 1 79. 6 粘板岩
ホ ル ン フ ェ ルス化

36 II II 1 0. 2 3. 5 4. 2 I .  20 II 95. 7 泥質ホ ル ン フ ェ ルス

46 4 1  土 ,, 1 3 .  3 2. 6 4. 85 I .  86 ” 200. 0 II 

49 42 ± ” 1 0. 2 3. 4 4. 7 1 .  38 ” 75.  5 粘板岩
ホ ル ン フ ェ ルス化

60 A -29G II I I . 8 3. 9 4. 65 J .  1 9  II 1 74. 7 泥質ホ ル ン フ ェ ル ス

63 古 周 II 1 3. 5 2. 6 3. 65 1 .  40 II 89. 5 粘板岩
ホル ン フ ェ ル ス化

64 A -22G ,, 1 1 .  4 3. 6 3. 4 o. 94 II 1 05. 2 泥質ホル ン フ ェ ル ス

66 D 区表採 II 9. 45 4. 2 4. 8 1 .  1 4  II 74. 5 粘板岩

74 B -29G II 1 1 . 0 3. 7 4. 6 I .  24 II 1 23. 1 泥質ホ ル ン フ ェ ル ス

2 2 住 撥 形 1 I .  5 3. 5 5. 2 1 .  48 II 1 53. 1 細粒砂岩

7 3 住 II 33. 0 6. 3 9. 1 1 .  44 斜 刃 1 4 1 0. 8 泥質ホ ル ン フ ェ ル ス

1 5  4 住 II 9. 4 4. 0 円 刃 40. 0 粘板岩

27 6住p i t l  ff 1 1 . 8 4. 7 II 1 38. 5 ホル ン フ ェ ル ス

32 1 1  住 II 1 0. 45 3. 4 4. 55 I .  33 " 1 02. 7 泥質ホル ン フ ェ ル ス

38 II II 7. 7 5. 8 旗 刃 81 .  6 ホ ル ン フ ェ ル ス

40 1 3  土 II 1 J .  2 2. 8 4. 6 1 .  64 円 刃 1 09. 7 粘板岩
ホ ル ン フ ェ ル ス化

4 1  3恥38土 II 9. 4 3. 9 匝 刃 57. 7 ,, 
43 II ／／ 1 1 . 65 4. 9 斜 刃 1 1 9. 6 II 

44 4 1  土 ,, 1 1 . 95 6. 25 円 刃 1 48. 4 粘板岩 ？

45 II II 1 1 . 0 2. 8 4. 1 5  I .  48 斜 刃 63. 5 粘板岩

47 II II 9. 2 4. 9 I'] 刃 1 05. 5 シル ト 岩

48 II // 8. 25 5. 9 直 刃 52. 5 粘板岩
ホ ル ソ フ ェ ルス化

50 42 土 II 1 3. 1 5  3. 1 5. 1 1 .  64 円 刃 1 5 3. 5 II 
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番号 出土位置 形 態 長 さ 基部幅 刃部幅 刃 1 基 刃部形 重 量 石 材(cm) (cm) (Cllt) ( g )  

5 3  5 2  土 撥 形 1 1 . 8 3. 7 5. 6 I .  5 1  斜 刃 1 2 5. 2 粘板岩
ホ ル ン フ ェ ル ス化

56  古 周 II 1 4. 4 3. 3 7. 8 2. 3 6  円 刃 36 1 .  I 泥質ホ ル ン フ ェ ルス

59  B -2 1 G  " 1 1 . 7 2. 7 5. 8 2. 1 4  直 刃 1 26. 0 細粒砂岩
6 1  8 -27 · II 1 1 . 0 3. 0 5. 2 1 .  73 II 1 69. 1 泥質 ホ ル ン フ ェ ル ス28G 
65 C 区表採 II 1 0. 5 2. 0 4. 7 2. 3 5  II 1 06. 6 粘板岩

ホ ル ン フ ェ ル ス化

67 古 周 II 9. 8 5. 2 II 1 23. 1 粘板岩
68 F -28G ,, 9. 4 3. 8 斜 刃 54 .  8 粘板岩

ホ ル ン フ ェ ル ス化

70 II 9. 4 5. 0 " 96. 4 II 

72  3 号 溝 ‘’ 9. 8 2. 7 4. 6 1 .  70 II 1 04. 3 泥質 ホ ル ン フ ェ ルス

73 A 区表採 II 9. 5 2. 5 4. 3 1 .  7 2  円 刃 97. 1 細粒砂岩
75 B 区表採 II 1 1 . 8 4. 8 直 刃 1 37. 4 II 

1 3  4 住 分胴形 8. 7 3. 9 円 刃 54. 2 泥質ホ ル ン フ ェ ル ス

3 1  1 0  住 II 9. 55 3. 5 5. 6 I .  60  直 刃 7 1 .  5 粘板岩
52 5 1  土 ,, 1 0. 7 4. 6 5. 6 1 .  2 1  斜 刃 1 50. 8 泥質ホ ル ン フ ェ ル ス

55  C 区表採 II 1 2. 7 4. 0 5. 1 1 .  27 円 刃 1 90. 7 砂岩
62 A -23G II 1 0. 2 3. 9 5. 7 I .  46  II 1 40. 7 ホ 9レ ン フ ェ ル ス

6 9  l 住付近 II 1 0. 6 3. 7 5. 9 1 .  59  匝 刃 1 2 9. 8 粘板岩
ホ ル ン フ ェ ル ス化

7 1  C -46G II 9. 0 3. 9 6. 35 1 . 62 ,, 1 68. 0 泥質ホ ル ン フ ェ ル ス

O 磨 製 石 斧 （ 第116 図 ）

磨 製石斧の出土 量 は少 な く 、 図示 した以外に、 各 部 位 の破 片 が 6 点ある だ け である。 こ のう

ち 、 定 角 式 磨 製石斧は図に示 した う ち、 2 · 6 · 8 · 12 の4 点 だ け であ り 、 あ と はすべて乳棒

状磨 製石斧である。

乳 棒状 磨 製石斧は、 大型 で 肉 厚 のも のが多い 。 すべて両 刃 である。 4 がや や 丸み を も っ た直

刃 である以外 は 、 すぺて 円 刃 である。 また、 10 は極 めて急 角 度で 刃 がつ く り 出 されている こ と

か ら 、 破 損品を 再 利 用 し たと 思 われる。 ほーと ん ど が 丁 寧 な 磨 き で仕 上 げ ら れているが、 7 は、

敲 打 後 の磨 き が 極 めて雑 である。 磨 き は行 われて い な い 訳 で は な く 表 面 の一 部に明 ら かに磨 き

に よ る滑 ら か な 部 分 がみ ら れるが、 全体 の凹 凸 は著 し い 。 4 は側 縁 の刃 部 寄 り に幅 2 cm、 深 さ

5 111111 ほ ど の扶 り がみ ら れる。

定 角 式 磨 製石斧は、 2 · 8 · 12 が小 型 で薄 い つ く り であるが、 6 は 肉 厚 で 大 型 である。 刃 は

い ずれ も 直 刃 か つ 両 刃 である。 6 は 刃に直 交あるい は 斜 交 する擦 痕 は認 め ら れる。 また、 12 に

も 擦 痕 は認め ら れるが、 刃 部に直 交する も のは皆 無 である。

O 磨 石• 凹 石• 敲石 （ 第117 図～ 第119 図 ）

本遺跡 で は こ の種 の石器 は、 打 製石斧に次い で出土 量が多 い。

磨石は拳 大 よ り や や 大 き い 程度のも のが圧 側 的に多 い が、 磨 き に よ り 平 坦 面 を 有 し 、 稜 の認

め ら れる も のを磨石と して お り 、 磨 き が行 われているか不確 実 な も のが 遺 構 内 か ら も 出土 し て
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い るが、 そ れ は除 い て ある。 多 く が凹 石 を兼 ね て い る。

凹 石は、 両 面 を使 用 し て い るものが多 いが、 な かには 4 面 を使 用 し たものも みられる。 また、

1 点 だ けではあるが、 破 損 し た石 棒を利 用 し たものがある。 さらに、 前 述 し たよ う に磨 石 と兼

ね たものがある が 、 凹 石 だ けに使 用 され たものの方が比 率 と し て は高い。

敲 石 は、 細長い河 原 石 の一 端を敲 打 し たもので、 1 点だ け 確認され たが、 凹 石 ある い は磨 石

の端 部 に 凹 凸 の認 め られ るものがあ り 、 敲 石 と し て も利 用 されて い た と思 わ れ る。

こ の種 の石器は、 図 示 し たもの以 外にも、 磨石が 4 点、 磨 石 ・ 凹 石が3 点 、 凹 石が1 0 点 出 土

し て い る。

磨 石 ・ 凹 石 、 ある い は敲 石 を兼 ね て い るものは、 図 示 し な かったものも含め て 1 5 点 出 土 し て

い るが、 そ の組 み 合 わ せ は、 磨 石 ・ 凹 石が1 2点 ( 1 · 8 · 1 1 · 14 · 19 · 25 · 28 · 33 · 35 、 他に

3 点 ） 、 磨 石 ・ 敲 石 1 点 ( 6 ) 、 凹 石 · 敲 石 2 点 ( 20 · 29 ) 、 とな っている。 こ のよ う に、 磨

石 ・ 凹 石 の組 み 合 せが最も多 いが、 図 示 し たもの 9 点の う ち 8 点までが、 磨 石 の磨 面 に凹 みが

み られ る。

以上のよ う に、 磨 石 と 凹 石が結 果 と し て 兼 ね たかた ちにな った 例 は多 い のであるが、 はた し

て 併用 され たものであるかは定 かではな い。 た だ 1 9につい て は、 凹 面 と磨 面 の接点が整 った 円

形を呈 し 、 ま た、 凹 み 自 体が浅 く な って い る こ とから、 凹 み を先 につけて 磨石 と し て 使 用 し た

と考えられ る。 凹 石 は用 途 不 明 とされて い るが、 凹 みがあるまま磨 石 と し て 利用 する こ とが可

能である こ とを示すものであろ う 。

1 6 は磨 石 と し て 報 告するが、 通 常 の円 礫 と異 な り 、 細長 い 河 原 石 を用いて 、 先 端 部 を中心に

各 面 を使 用 し て い る。 使 用 法も、 指 先 でつまむよ う に し て 、 対 象物 に こ す り つけ るよ う な方 法

が用 い られ て い た と考 えられ る。 石 皿 とセ ッ ト を成す通 常 の磨 石 と違 い 、 ある種 のエ 具 と考 え

るべ き ものであろ う 。

0石 皿 • 多 孔 石 （ 第1 20 図 ）

石 皿 は磨 石 と セ ッ ト を成すものであるが、 図 示 し た 以 外 は、 小破片が 1 点 表採 され て い るに

すぎ ず 、 出 土量 は極 め て 少 な い。

1 · 2 は、 板 状 石 皿で、 平 石 の一 面が使 用 によって 乎 坦 かつ滑らかに な ったものである。 と

く に凹 み や縁 は 形 成 さ れ て い な い。 い ず れも、 前 期 末 の 3 号 住居 址 出 土である。 1 : 全長55cm、

使 用 面 は37 cm X 27 虚 o グ ラ ノ フ ァ イ ア ー 製。 2 : 全長 65cm 、 使 用 面 は60cm x 29cm。 石 英 閃 緑

岩 製 。 3 は、 井 戸尻 式 期 と考えられる 38 号 土拡から 出 土 し て お り 、 楕 円 形を呈 し 中央に凹

みをもち 、 三 方に明 瞭 な 稜を 有 す る。 ま た 、 はき 出 し 口 にも不 明 瞭 ながら稜を有 し、 粉 末が外

に出に く い よ う にな され て い る。 全長 33. 5 虚、 使 用 面 は28cm X 1 8虚。 安 山岩製。 な お 、 裏 面 は

多孔 石 と し て 使 用 され て い る。 4 は前 期 末の40 号 土拡出 土 で 、 第57 図 l の土器に 、 磨 面を下

にし て かぶ せ られ て い た。 楕 円 形を呈 し 中央が凹 むが、 凹 み は 3 に比 べ て はるかに浅 い。 iま き

出 し 口 部 ま でが使 用 面 とな って い る。 全長 34. 5 cm 、 使用面は 3 1 . 5 cm X 1 8. 5 cm。 安 山岩製。

多孔 石 は 7 号 住居址から 1 点 だ け 出 土 し ている。 不 定 形の礫の上面 を使 用 し たもので、 確実

なと こ で 1 2 個 凹 みがある。 長 さ 3 1 . 5 cm 、 幅 25cmを測 る 。 細 粒 砂岩製。 な お 、 本資 料は図 示 し た
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第 120 図 石皿 • 多孔石

上面の一部 、 及 び横面、 下面が 非常 に 滑らかで 、 かつ緩やか な 凹 み が認められ、 石 皿と し ても

使 用 されたと 思われる。

0 石 鏃 • 石 錐 • 石 匙（ 第 121 図 ）

石鏃の 出土量は非 常 に少 な く、 破 損 品を 含めても 7 点だけで、 石錐もわずか 1 点だけである。

石匙は第 121 図 に そのほと ん どを 示 したが 、 極く小型のものを先に 示す こと に した。 5は、

つまみ部もつくられているが、 他 に このよう な 小 型 品はな く、 石 鏃 製 作中 に 石匙 に つくり変え

たもので あるかも し れ な い。 本図 に 示 し た石 器はすべて押 圧 剥 離 に よって薄く 丁 寧 に 整 形され
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て い るが、 8 は 、 泉lj 離が大ま かで、 復 元長も大 き く 、 尖 頭 器 の可能性 もある。 1 がチ ャ ー ト 製

で、 他 は す ぺ て 黒 曜 石製である。 ま た 、 甚部のあるものはす べ て 凹 基 無 茎である。

1 : 2 住 · o. 75 g 、 2 - 4 : 4 住 · o. 54 g · o. 89 g · 1 . 08 g 、 5 : 41 土拡 · 0. 75 g 、 6 : 64 土

· o. 9 7  g、 7 : 古墳 周溝 内 · o. 92 g 、 8 : B - 28 G · O. 88 g 、 9 : B - 34 G · 0 . 49 g。

合�. �-� -� ー '� ,.臼色］真し、］
虞＼ ―` ] 。

＜二� 8 c:::::::::, 9 
10cm 

第1 21 図 石鏃 ・ 石錐 · 石匙

0 石 匙 （ 第1 22 図 ）

図 示したもの以 外に、 グ リ ッ ド か ら 8 点出土して お り、 第1 21, 図 の 1 点 を加 え て 合 計 24点が

出土して い る。 縦 型 と 横 型の二 種 類が存在する。

縦 型 は 数が少 な く 2 · 3 · 1 0 と 、 図示して い ないものに 1 点の計 4 点 だ けであるが、 5ば 以 下

の小 型 のものは み られない。 す べ てが片面だ け の加 工で、 3 は 彎 曲 して い る。 ま た、 3 · 1 0 は

刃部 加 工 の泉I] 離が大 き い。

横型は 、 大型 と 小型 と に分け られるが、 概して 小 型のものは剥 離が細 か く 、 鋭い 刃がつ く り出

されて い る。 1 4 · 1 1 と 第1 21 図 5は 、 両面加 工で、 刃部も両 刃 と なって お り、 と くに14 は 薄 く

丁寧 なつ く り と なっている。 ま た 、 1 1 は 極めて 特殊 なつ く りで、 中央に扶りが入 り、 刃部 は く

の字 状 を呈して い る。

0 石 錘 • 浮 子 （ 第1 23 図 ）

石錘は 2 点 だ け の出 土で、 い ずれも切 目 石錘である。 1 は 堀 之 内式期 の住居址である 2 号 住

居址炉内からの出 土で、 長 さ 5. 2 虚 、 最 大 幅 3. 5虚 、 厚さ 1 . 4 ば 、 切 目 間 （ 紐掛け 間 ） 5. 0 cm 、

切 目 幅 O. 3 cm を測る。 重 量 35. O g。 粘板岩製。 2·は A - 20 グ リ ッ ド 出土。 1 に比 べ 切 目 の幅が広 く

深 い。 長 さ 4. 8 cm、 最大幅 4. 4 cm 、 厚さ 1 . 6 cm 、 切 目 間 4. 2 cm、 切 目 幅上部 1 . 1 ば 、 下部 1 . 2cmを測

る。 重 量 39. 8 g 。 安 山岩製。

浮 子 は A - 2 7 グ リ ッ ド から 1 点 だ け 出土した。 台 形状に整 形し、 穿孔したもので長さ 6. 8 cm ヽ

最 大 幅 4. 7 cm 、 厚 さ 1 . 4 cm 、 孔 径 O. 8 cm を測る。 重 量 1 2. 4 g。 軽 石製。

6. グ リ ッ ド 出 土 土 器

遺構に属さない かた ちで多 く の土器が出 土して い るが、 復 元 可能なものは極くわずかである。

以 下に主 な 6 点 の概要 を記 す。 （ 第1 24 図 ）

1 .  5 単 位の波 状 口 縁 を成 す 深 鉢で、 B - 34 グ リ ッ ド より出土した。 口 縁 下 全 面に 目 の荒い

縄文が施される。 整 形 は 雑で磨 き は ほ と ん どなされていない。 推定 口 径 40 頃 、 現 存高 24. 5虚 O
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番号 出土位置

1 1 住

2 3 住

3 1 0  住

4 1 0  住

5 1 1  住

6 53 土

7 90 ± 
8 グ リ ッ ド， 古 墳 周 溝

1 0  古 墳 周 溝

1 1  B - 26 G 

1 2  B - 23 G  

13 C - 27 G  

14  B - 23 G 

15 A - 48 G 

番 号 出土位置

1 2 住

2 II 

3 " 
4 3 住
5 " 
6 II 

7 4 住

8 ’’ ， II 

1 0  5 住

1 1  II 

1 2  " 
13 II 

1 4  II 

15  ff 

1 6  ff 

1 7  6 住

表 3. 磨 艘 石 斧 一 覧

長 (cm )

( 1 0. 3 )  

( 5. 4 )  

1 1 . 1 

( 1 1 . 5 )  

( 9. 5 )  

( 5. 0 ) 

6. 6 

( 5. 7 )  

( 7. 5 )  

( 7. 2 )  

8. 8 

3. 6 

( 1 1 . 0 )  

( 1 1 . 2 )  

( 6. 1 )  

刃部長 (cm)

4. 0 

6. 6 

, — 
5. 2 

3. 6 

2. 0 
．． 

6. 4 

3. 6 

1 . 3 

4. 8 
' -

厚 さ (cm)

3. 6 

1. 3 

2. 5 

3. 4 

2. 7 

2. 2 

o. 9 

3. 3 

3. 6 

1 . 4 

o. 7 

3. 0 

4. 0 

2. 9 

重 量 ( g ) 石 材

(334. 4 )  細 粒 凝 灰 質 砂 岩

( 26. 5 ) 凝 灰 質 泥 岩

1 95. 4 、ン ルト 岩

(462. 3 ) 安 山 岩

1 59. 1 細 礫 岩

( 1 1 8. 5 )  シ ルト 岩

87.  6 凝 灰 岩

( 23. 7 ) 細 粒 砂 岩

( 1 63 .  3 ) 中 粒 砂 岩

( 2 98. 6 ) 安 山 岩

72. 2 凝 灰 岩

6 .  4 泥 石1--'--1 

( 2 1 0. 3 ) 、ン ルト 岩

( 340. 9 ) 細 礫 岩

( 1 77. 2 )  極 粗 粒 砂 岩

（ ） 内 現 存 部 測 定 値

表 4. 磨 石 ・ 凹 石 ・ 敲 石 一 覧

長 さ (cm) 重最 ( g ) 使 用 面 石 材

7. 2 2 1 5. 7 1 面 安 山 岩

9. 3 464. 6 3 面 II 

9. 55 458. 4 2 面 粗 粒砂 岩

1 3. 9 762 .  2 3 面 閃 緑 岩

1 3. 7 635. 8 5 面 凝 灰 岩

1 6. 2 I 1 8 1 .  I 2 及び先端 安 山 岩

1 3. 4 8 1 3. 2 4 面 II 

1 2. 0 1 1 85. 1 3 面 閃 緑岩

9. 6 604. 3 2 面 安 山 岩

1 1 . 2 562 .  0 1 面 閃緑岩

1 0. 9 488. 4 2 面 安 山 岩

6. 7 222. 6 1 面 II 

1 1 . 5 576. 1 4 面 II 

1 0. 8 504. 1 1 面 // 

6. 1 200. 9 2 面 // 

7. 6 5 1 . 3 4 及び先端 細 粒 砂 岩

6 .  2 5  1 7 1 . 3 2 面 石 英 閃 緑岩
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番 号 出 土位 置 長 さ (cm) 重 量 ( g ) 使 用 面 石 材
18 6 住 1 8. 0 93 1 .  7 2 面 安 山 岩

19 7 住 1 0. 85 622. 5 3 面 II 

20 II 1 1 . 4 544. 1 2 面 II 

21 " 1 5 . 9 684. 4 1 面 II 

�2 8 住 9. 3 54 1 .  8 1 面 // 

23 ” 1 0. 35 423. 1 2 面 II 

24 ， 住 1 3. 2 9 43. 5 1 面 石 英 閃 緑 岩

25 II 9. 4 3 1 5. 1 2 面 安 山 岩

26 1 0  住 I I . 0 709. 4 2 面 I/ 

27 1 1  住 8. 8 624. 6 4 面 II 

28 35 - 38 土 1 2. 0 494. 5 4 面 II 

29 46 土 9. 7 393. 3 1 面 II 

30 89 土 1 3. 2 9 1 8. 5 4 面 II 

3 1  II 1 5. 75  1 773. 1 1 面 閃 緑 岩

32 1 00 土 9. 1 386. 9 2 面 安 山 岩

33 B - 24 G 7. 4 325. 5 1 面 I/ 

34 B - 34 G 1 1 . 1 5 540. 5 4 面 閃 緑 岩

35 C - 25 G 8. 0 475. 8 2 面 安 山 岩

36 古 墳 周 溝 !4. 65 4 09. 3 先 」暉↓U 
閃 緑 岩

37 A - 28 G 1 3. 4 2920. 0 上 面 安 山 岩

表 5. 石 匙 一 覧

番号 出 土位 置 長 さ (cm) 幅 ( g ) 重 量 ( g ) 石 材

1 1 住 1 2. 1 5. 45 83. 0 ホ ル ソ フ ェ ル ス ？

2 II 9. 1 4. 8 46. 2 粘 板岩

3 II 1 o. 7 4. 5 6 1 .  4 凝 灰 岩

4 4 住 1 o. 2 7. 85 1 1 2. 2 II 

5 ／／ 5. 05 3. 2 1 0. 7 II 

6 II 3. 2 2. 65 7. 3 II 

7 8 住 ( 3. 8 )  ( 3. 1 5 ) 9. 0 II 

8 1 1  住 ( 6. 7 )  6. 4 55. 7 粘 板岩， 1 1  土 9. 1 5 6. 8 72. 0 ,, 
1 0  48 土 ( 7. 1 )  2. 85 1 9. 6 凝 灰岩

1 1  89 土 ( 7. l )  4. 3 1 1 . 9 II 

1 2 表 採 1 2. 3 8. 1 1 22. 0 細 粒砂 岩

13 G ( 3. 05 ) 3. 3 6. 9 粘 板岩

14 G ( 3. 4 5 ) 2. 35 2. 1 チ ャ ー ト ？

15 G 6. 6 3. 4 2 1 .  5 凝 灰岩
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賠褐色を呈 し、 胎 土には砂

粒を多く 含 む 。 焼 成 良 好。

諸 磯 b 式 期に位置づけられ

る。 2. l 単 位の把 手を

有する深鉢 で、 ロ 縁部、 胴

第 123図 石錘 ・ 浮 子

成 良 好。 藤内式 期に位置づけ られる。 3. 

部とも 隆 帯による三 角 形 区

画を基本とする。 口径21cm、

器高41cm、 底 径 14cmを測る。

褐色を品 し、 胎 土は 精 選 さ

れ、 磨きも 丁 寧 である。 焼

ロ 縁下に三 角 形状の突起を 4単 位 有する深鉢 で、

各 突 起から 隆 帯 が垂 下 し、 胴部を分 割する。 底部は 屈 折 底になると 思われる。 賠 褐色を星 し、

胎 土は精選 さ れている。 焼 成は 良 好 である。 藤内も し くは 井 戸 尻 l 式 期に位置づけ られる。

4. キ ャ リ パ ー 形を星すると 思われる深鉢 で、 内円 した口縁 上 部に4単位の小 突 起を有する。

／
 

言
／

△ 凰 5

’ ’ 一二 ；； 

第 1 24図 グ リ ッ ド 出 土土器
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〇. 1.0cm 

第 1 25 図 繊維土器

褐 色を呈 し、 胎土は精選されている。 焼 成 良 好。 井 戸 尻 皿 式 期に位 置 づ け ら れる。 5. いわ

ゆ る ミ ミ ズ ク 把 手である。 本遺 跡では こ の種の把 手 が 多く 出 土して い る。 井 戸 尻 期に位 置 づ け

ら れる。 6 .  頸部に粘土紐を貼 付 する深鉢で、 格 f 状に貼 付し、 上 に 粘 土紐を付 け ている。

さ ら に下 段には一 条 蛇行貼 付を 施す。 ま た 、 胴部には 、 隆 帯 に よ る 十字文モ チ ー フ が み ら れる。

曽 利 I 式 土器の古 手に位 置 づ け ら れ よ う 。

ま た 、 本遺 跡では 、 諸 磯 b 式 ～ 堀 之 内 式 ま での土器が得 ら れて い るが、 それ 以 外 と して 、 4

片の繊 維 土器が確 認 され たので報 告して お く 。 第 1 25 図に示 し た が、 1 - 3 は B - 44 グ リ ッ ド、

4 は C -44 グ リ ッ ド で近 接 して お り 、 いずれも胴部破 片で同 一 個 体 と 思われる。 こ の区域 は 、

小 さ な 谷が入 り 、 黒色土 が 堆 積 している部分であ っ て 、 ある いは、 流れ込 みに よ るものかもし

れ な い。 含 ま れる繊維の星は非 常に多く 、 整 形は雑である。 ま た 、 繊維 以 外にも 小 砂粒が目立

っ。 灰 褐 色を呈し、 焼 成も 良 好である。 早 期 末 ～ 前 期 初 頭に位 置 づ け ら れるものであ ろ う 。

第 2節 弥 生 時代

本 遺 跡では 、 弥 生 時 代の遺 構は 発 見 されていないが 、 該 期の

土器が 1 点 だ け 出 土している。

こ の土器は 、 調 在 区 中 央部のA - 28 グ リ ッ ド 内 か ら 出 土した

もので、 壺 形 土器渭部 破 片 と 考 え ら れる。 文 様は部分 的ではあ

るが 沈 線 に よ る 「 王 」 の字 状 区 画 を行 い 、 区 画 内部に L R 縄 文

を施して い る。 胎土は 石 英粒、 長 石粒を多く含み 、 色調は暗 褐

色を星 す る。 本 資 料は文 様 モ チ ー フ な ど か ら 弥 生 時 代 中 期 後 葉

に比 定 されるもので、 東 海 地 方 東部の原 添 式 か ら 有 東 式 土器に類 似 す る。
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第 1 2 6 図 弥 生 土器

第3節 古 墳 時代

古 墳が 1 基 確 認された。 墳 丘は 崩 壊 が 著し いが、 外 表 面 に 葺 石をもち下部に黒褐色及 び 黄 褐

色粘 質 土に よ る版 築 状 況が確 認でき た。 葺 石には、 1 0 cm - 60 cm 程の山 礫 を 利 用 す るが 、 周 濠

部に 崩れ 落ちたものも多い。 さ ら に大 型の石 材 が墳 丘 上 よ り 検 出 され た が、 こ れ ら は 本 来 石 室

側 壁 と して 使 用 され たもの と 推 定 される。 周 濠は幅 2 m - 2 .  5 m ほ どで弧状に墳丘を囲み 、 全

体 的 な プ ラ ン は 直 径20 m ほ どの円 形を 基 す るものと 思われる。 濠の深さは 確 認 面 よ り 40 cm ほ ど

である。 周 濠 覆 土 中 よ り 須 恵器片 が 3 点 出 土した。
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第 1 27図 古 墳

本 古墳は墳 頂部 がすでに崩壊するため、 石室 等の内部施設は 明 らかにできなか っ た。 東西方

向の墳 丘 セ ク 、ン ョ ‘ノ には、 版 築の途切れる部 分と石室側 推を支える裏込めの石と 考えられる部

分が認められることから、 石室は南北方向に主 軸を も つ も のと推定される。 付近の古 墳な どか

ら内部構 造は 横 穴 式石室であ っ たと考えられる。

本 古 墳は 出土須 恵器な ど か ら、 古 墳時 代後期に築造された円墳で、 狐 川 流 域に分 布する古 墳

群の一つとして捉えられよう。

� �c-: 
2 

゜ 10cm 

第 1 28 図 古墳 出土須 恵 器
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第 W 意
第 1 節

ま と め
集 落 に つ い て

本遺跡 で は、 遺構 か ら の出 土 土 器 に よ れ ば 、 諸 磯 b 式 - c 式 期 が 最 も 古 く 、 藤 内 式 期、 井 戸

尻 III 式 期 、 曽 利 l 式 期 と 続 き 、 称名 寺 O 式 ～ 堀 之 内 I 式 期 が 最 も 新 し い 時 期 と なる。 住 居 址 で
も 炉内、 床 面直 上 で 土 器 を出 土してい な い も の、 土拡 で は小 破 片 をわ ず か に 出 土 し た にす ぎ な
い も のは除 き 、 ほ ぽ 確実 である と 思 わ れる も のを 時 期 ご と に 示す と 以下 のよ う に な る。

1 期 ： 諸 磯 b 式 - c 式 期 · … . . .  ・ ・ ・ . . . . . . … . .  3号 住 居址、

号 · 82号 土拡

5 号集 石 . 6 号 ・ 40 号 ・ 63号 · 76

Il 期 ： 藤 内 式 期 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . … · · 11号 住 居 址 、 29号 · 42 号 ・ 85号 土 拡
m 期 ： 井戸 尻 Ill 式 期 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 号 . 4 号 . 5 号 . 6 号 ・ 9 号 ・ 10 号住 居 址、

11号 . 34号 ・ 36号 ・ 37号 ・ 41号 ・ 46 号 · 47 号 ・

48号 · 50号 · 56 号 ・ 61号 ・ 65 号 . 86号 · 90 号 ・

93号 · 94号 ・ 引号 土地

N 期 ： 曽 利 l 式 期 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . 7 号 住 居 址 、 44 号 · 7 7 号 ・ 6 号住 居 内 土拡

V 期 ： 称 名 寺 II 式 ～ 堀 之 内 I 式 期 … … … 2 号 住 居 址 、 2 号 集 石 土拡 （ 第129 図 ）

以上 のよ う な 変 遷 が み ら れるが 、 1 期 に 属する 3 号 住 居 址 が 谷 のす ぐ 脇 で、 煩 斜 面に 位 置す

る 他は、 住 居址 も 土拡 も 尾根 の中 央 部 に 営 まれている。 こ のう ち 、 I11 期以外 は住 居址 が い ず れ

も 1 軒 だ け の確 認 であ り 、 集 落 と して の広が り を推 定する こ と は不 可 能 である。 IV 期、 V 期 で

は土拡 も 極 く わ ず か で、 尾根頂 部 の平 坦 部 で も 調査区域 外 に そ の中心 を も つ も のと 思 わ れる。

本遺跡 の調査終 了 問 際 に 行 っ た、 調脊区周辺地域 の分 布調査で は、 第130 図 に 示 した範 囲 で

遺物の表 面採 集 が 可 能 であ っ た。 土 器 で は藤 内 式 ～ 曽 利 冊 式 ま で が 多 く 、 本調査で確認 さ れた、

前 期 、 後 期 の土 器 は少 な か っ た。 また、 調査区中央東寄 り に 浅 い 谷 が 入 っ てい る こ と は前 述し

たが、 分 布調査で も そ の部 分 で 表 採 で き た も のは少 な く 、 大 き く 二 つ の集 落 か ら 成る こ と が 予

。 0
0
 

�� 
1 期

三 ゜ `̀
``

 

D 期

ヽ ゜ 8 "' r..  . "' 11 期 竺＾
 

N 期

V 期 三
第 I 29 図 各 時 期 に お ける 遺構 位 置 図
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第 130 図 ー の 沢 西 遺 跡 周辺遺物分 布状 況

想される。 本 遺 跡では、 こ の うち の 西側 集 落が中 心となるが、 こ ちらは 東 西 130 m、 南北 1 0 0

m以 上 の 規 模と推定される。 また、 東側集 落は 今 回 の 調 脊 区 東 端が こ れ にかかり、 昨 年 度 調 査

の 北 一 の 沢 遺 跡 に 続く も の である。 北ー の 沢 遺 跡は少なくと も 1 20 m の幅 を も つと の こ と で、

それ に 今 回 の 調 査 結 果を 加 えると、 幅 1 8 0 m程度と推定される。 北一 の 沢 遺 跡で も 1Il 期 - v 期

の 遺構 ・ 遺物が確認され、 とく に 1V 期は 3軒 の 住 居 址 が報 告 されている こ とから、 IV 期 段 階で

は東側 集 落 に 中 心を 移 した も のと 考 え られる。

さて、 1Il 期は 住居の構 築 された位置からは大きく三 ヶ 所 に 分 けられる。 また土 拡 群は、 中 央

の住 居 群 の 西側 に 集 中するほ 向 がある。 こ れに、 前 述 の 分 布状 況を 加 味すると、 調 脊 区 東 端 の

住 居址 ( 1 0 号 ） は 東 側 集 落 に 属する も のと思われ、 北一 の 沢 遺 跡で 調 在 された 2軒 の 住 居址と

繋がる も の であ ろ う。 一方、 西側 の 住 居址 ( 1 号 ） と 中 央 の 土拡 群、 4 軒 の 住 居址 ( 4 号 . 5 

号 . 6 号 . 9 号 ） を 一つの 集 落とする こ とができる。 そ の 場 合、 1 号 住 居址と、 最 も 遠い 9 号

住 居址と の 間は86m、 最 も 近い 4 号住 居址と の 間は7 0 mを測る。 また、 土 拡 群は 中 央 空 白 部 域

の東側 に 集 中しており、 西側 に は l 甚だけ存在する。 そ の 空 白 部 域 （ 東 西 の 土 拡 間 ） は30 mを

測る。

こ のような井 戸 尻 IIl 式 期 の 集 落は、 県 内では初めて確認される も のであり、 他と 比 較できる

状 況ではな い が、 長 野 県 原 村 居 沢 尾 根 遺 跡では、 井戸尻 lil 式 ～ 曽 利 Il 式まで の 住居址28 軒が 調

査され 良 好な状 態を 示 している。 遺 跡は、 北西 に 延 びる尾根 の 先 端部 に 位置し、 複 合する時 期

の 全 体としては 住 居 群は 環状を呈し、 土拡群はそ の 内 部 に 集 中する。 こ の うち、 井 戸 尻 IIl 式 期

の住居址は 4軒確認されている。 こ の 4軒は、 本 遺 跡 の ように 明 瞭な距 離をおいて の 位置 関 係

にはなっていないが、 大きく 西 に 1 軒、 北 に 3軒とに 分かれており、 調 査 区 域 外を 考 慮すれ ば

環状を呈すると 考 え られる。 そ して土拡 群は、 環状 の 住 居列 より 内 側 の 空 間 に 営まれる。 また、

住 居 列 の 規 模 は、 直 径 50 m 程度と推定される。 本 遺 跡で も、 土拡 群が 内 側 に 営まれる点は 同 様

であるが、 本 遺 跡 の 場 合、 前 述したように 士拡 群は住 居列 の 内 側で も 、 比 較 的 住 居址に ちか い

部 分 に 同 心円状 に つくられており、 30 m 程の 土拡 群 空 白 域 （ 広 場 ） が想定される の に 対し、 居

沢 尾 根 遺 跡 の 場 合、 住居列と土拡 群 の 間 に 距 離がみられ、 本 遺 跡の空 白 域 に 相 当する部 分 に 土
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拡が集中す る よ う であ る 。

こ のよ う に、 馬 蹄 形あ る い は環状を星す る 集 落にも、 土 拡 群 の集 中す る 場所 が や や 異 な る 様

相 を 示 す 例 が み られ る が、 むし ろ 、 居 沢 尾根遺跡例 が 、 い ま ま で 考 え ら れていた集落 形 態 と異

な る ものであり、 本遺跡のよ う な 、 中心 か ら 空 白 域、 土拡群、 住居 列 とい う 同心円状 の遺構配

置 が 一 般 的 な 集 落 形 態と され る ものであ る 。

ただ 、 本遺跡も居 沢 尾根 遺跡も、 そ の全面を調査してい る 訳 で は な く 、 また、 と く に該 期 は

山梨、 長 野両 県 下 で の調査例が少 な い こ とか ら も、 規 模 、 形 態 等につ い て は依 然 として不明 な

点 が 多いと 言 わ ざ る を 得 な い。 さ ら に、 こ のよ う な 少 な く とも二種 類 の環状 集落 の存 在 は、 定

着 的あ る い は一 時 的とい う よ う な 性 格状 の違いに よ る ものか 、 祭 祀 形 態 の違 いに よ る ものか と

い う 問 題も提 起 され る 。

また、 土拡群 をあ る 時 期に特 定す る 場 合 の判 断 材 料 と な る のは完 形あ る い は 一 括土器に よ る

場 合が多いが、 本遺跡のよ う な 複 数 の時 期に またが る 遺跡の場 合 、 遺物を 全く 出 土 し な い もの

ゃ、 出 土 遺物が 極 く わ ず か で 、 し か も時 期 を 特 定 で き な い状 況 （ 小破 片、 数 時 期にわた る もの

な ど ） で 出 土 してい る ものな どについては、 確実と 思 われ る ものだ け を 拾いあ げ る こ とに よ っ

て浮 ぶ 「 空 白 域 」 が、 真に空 白 域 であ る のか 、 とい う 大 き な 問 題が 残 る 。 本遺跡でも、 113 基

の土拡 、 集 石 土 拡 のう ち 、 確実と 思 われ る ものは30 基に満た な い状 況 であ る 。 III 期には、 30 m

ほ ど の幅 の土拡群 空 白 域 が存 在す る としたが、 そ の空 白 域に さ ら に土 拡 が い く つ か 存在す る 可

能 性 も否 定 はで き な い。

第 2節 井 戸 尻 III 式 土 器 に つ い て

本遺跡で は、 4号住居址を中心に井戸尻 m 式 土 器 が 多量に出 土してい る 。 小 稿 で は形態 分 類

を行い、 さ ら に、 井戸尻 皿 式 土 器 の細 分 を試 み る こ ととす る 。

ま ず 、 4号住居址出 土 土 器 の検 討を行 う こ とにす る 。 前 述した よ う に、 4号住居址出 土 土 器

はすべて覆 土 であり、 井戸尻 皿 式 土 器と い う 範 ち ゅ う に入 る か 否 か を 見 る 必 要 があ る 。 それに

ついて は、 出 土層 位 （ 基 準 レ ベ ル か ら の高 さ ） 及び土 器 ど う し の 「 乗り合い関係 」 を 具 体 的に

示す こ と で 明 ら か に し たい。

4号住 居址で は、 出 土 土 器48 点 を図示したが、 ほ ぽ 完 形 で ー ケ 所 か ら 出 土 し たものか ら 、 細

片と な っ て散 っ て出土 したものま で 、 さ ま ざ ま であ る 。 こ のな か でも、 と く に土器 が 接した状

態 で 集 中す る 部 分 があり、 それ ぞれを小 プ ロ ッ ク とす る と、 以 下 のよ う な まと まりとす る こ と

が で き た。

I フ令 ロ ッ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · 2 · 4 · 6 · 7 • 1 0 · 13 · 1 9 · 35 

II ブ ロ ッ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 29 · 42

皿 プ ロ ッ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · 27 · 39

IV プ ロ ッ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 · 1 7 • 25 

I プ ロ ッ ク で は、 それ ぞれ の土 器 が 繋 が っ てい る か 、 あ る い は 上 下 の乗り合い で 出 土してい

る が 、 4 の上 に 1 0 • 1 9 が 乗 る か た ち と な っ ていた。 また、 35 の下に1 3 · 1 9 が 存在してお り、
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1 0の上に 2 の大 破 片が乗 って い た。 こ のよ う な上下 関 係がみ られるが、 全 体 として は 1 9を中心

に接 し て い る。 レ ベ ル は水 糸 を基 準に2 ( 最上28cm 、 最 下3 1 cm、 以下数字のみ 記 入 ） 、 4 ( 1 1 、

36 ) 、 6 C 22 、 43 ) 、 7 ( 1 7、 36 ) 、 1 0 C 8 、 33 ) 、 1 3 ( 26、 38 ) 、 1 9 ( 9 、 28 ) 、 35 ( 1 3 、

34 ) と な り 、 ほ とん ど 同 一 レ ベ ル と見なして よ い と考えられる。 したがって 、 廃棄順序として 、

4 · 1 0 · 1 3 · 1 9 · 35 にお い て は、 4 が古 く 、 1 0 · 1 3 · 1 9と続 き 、 35 が新 しいこ とになるが、 レ

ベ ルでは 1 9と35 では35 が下にまで入 って い る。 ま た、 1 0 と 2 では、 1 0が古 いこ とになる。

II プ ロ ッ ク では 、 29 C 26、 36 ) 、 42 ( 27、 33. 5 ) が対 象となるが、 42 が 29に乗 るかた ち で出

土 し て い る。

m プ ロ ッ ク では、 訂 ( 30 、 36 ) 、 39 ( 32 、 44 ) が接するが、 39が下 となって い る。

N プ ロ ッ ク では、 1 ( 15 、 24 ) 、 1 7 ( 28. 5 、 40.5 ) 、 25 ( 22 、 3 1 ) が接し、 1 が1 7の上に乗

って い た。

以 上のよ う なま とま り がみ られるが、 4 号 住居址出 土器は、 層位的に分割で き る状 態ではな

く 、 ほ とん どが同 ー レ ベ ル とみ なすこ とができ る。 そ のなかで、 乗 り 合いから個 々 の資 料 の廃

棄 順 序 をみ て み る と、 古→新 とすれば 、 4 → 1 0 · 1 3 · 1 9→ 35 、 1 0 → 2 、 29→42 、 39→27 、 1 7 →

l とい う 状 態が復 元される。

こ れを前 提 として み る と、 1 は 1 7よ り 古 く なるこ とは考えられず 、 ほ ぽ 同時期 とするこ とが

でき よ う 。 し た が って 、 1 7が、 井戸尻 皿 式にみられる形態 ・ 施 文であるこ とから、 1 の時期も

該期 とす る こ とが可能である。 同 様に、 1 0 と 2 の関 係によ り 、 2 も該期 と で き る。 さらに、 4

· 1 0 · 1 3 · 1 9 · 35 の関 係によ って も、 4 · 35 がともに井戸尻 皿 式と考 えられるこ とから、 1 0

1 3 · 1 9を該期に位 置 づ け るこ とが可能となる。 しかし、 こ れはあ く まで廃 棄 の順 序にお け る新

旧 関 係 であって 、 井戸尻 皿 式 土器の型式細分の基 準 とはな り 得ない。 古 型 式と新 型 式の使 用 期

間には 重 なる 部 分があ り 、 新 型 式の土器が先に使 用 不能となって 廃 棄 されるこ とは当 然 あ り 得

るからである。 し たがって 、 こ の乗 り 合 い からは、 4 号 住居址覆 土からの出 土 土器は、 井戸尻

皿 式期 と い う 期 間 にす べ てが納まる と い う こ とだ けが言える こ と になる。 しか し 、 こ の中に、

明 らかに施 文、 胎 土等の異 なる 土器は存在 し て お らず、 すべ て の資 料 を井戸尻 皿 式 とみ て よ い

と考えられる。 すなわ ち 、 4 号住居址出 土 土器は、 井戸尻 皿 式 の、 形 態 ・ 施 文 及び時期的な差

を含ん だ 、 バ ラ エ テ ィ ー に富 ん だ 資 料 とい う こ とが言えるのである。 時期的な側面からは、 塔

状 把 手 を有 し、 かつ て 井戸尻 l 式 とされて い た 資 料も多 く 、 ま た 、 東 京 都 狐塚 遺跡で甕 C と分

類された 摺 曲 文をもつ一 群や、 曽 利 l 式期にも続 く 十 字 文をもつものな ど かな り の時 間 幅 をも

つものと思 われる。 こ れらの資 料 を甚 準にし、 他の遺構 からの資 料も加 え て 、 以 下に形態分類、

型式 細 分を試 み る こ とにする。

本遺跡で出 土した 井戸尻 皿 式土器は、 深 鉢、 浅 鉢、 有 孔鍔 付土器があるが、 浅 鉢、 有 孔 鍔 付

土器には形 態分類をで き る ほ ど の出 土量がな く 、 深 鉢につい て 行 い た い。

深 鉢 は、 大 き く 直 線的な底 部 をもつもの ( A 種 ） と屈 折 底 をもつもの ( B 種 ） の二 種 類が存

在す る が 、 さらに、 口 縁 部 、 頸 部 等の形状 によ り 細分が可能となる。 4 号住居址の資 料 を用 い

て 行 う と以 下のよ う になる。
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A 1 形 態 … … 口 縁 が外 反し 、 肩 部に膨 ら み を も つ も の。 1

A 2 形 態 … … 口 縁 が外 反するが、 頸 部 で く ぴれる も の。 28

A 3 形態… … 口 縁 が内彎 し 、 頸 部が く びれる も の。 2

A 3'形 態 … … A 3 形 態と 同 様 の形態 であるが、 胴 下 半が下膨れと な る も の。 27

A 4 形 態 … … 口 縁 が内彎し 、 頸 部 が く びれずに底 部につ づ く も の。 25、 26

A 4'形態… … A 4 形 態と 同 様 の形態 であるが、 口 縁 の内彎が急 で、 口 縁に明瞭 な 稜 の

つ く も の。 12

A 5 形態… … 口 縁 が内彎し 、 胴 張りで底部につ づ く も の。 23

B 種 は、 屈 折 底 を も つ も のであるが、 すべ て 、 胴中央部 が く ぴれる形 態 と な っ て お り、 口 縁

形 態による 分 類 である。

B 1 形 態 … … 口 唇 部が直 立する も の。 3 、 5 、 7 、 8 、 1 7

B 2 形態• • • … 直 立する 口 唇 部 を も たず 、 口 縁 は内彎 したあと 緩 く 上 が っ て ゆ く も の。

4 、 6 、 10 、 18 、 19

B 3 形 態 … … 直 立する 口 唇 部 を も たず 、 口 縁 は内彎 し て 、 底部とほぽ乎行になる も の。

13 、 1 5 、 20 、 （ 第 1 3 1 図 ）

以上 のよ う に 分 類 で き る。 一 ― ― 
; ; : : 

址

常 : : 

、

く = = � � 誓 〗 《,, �" 
いるが、 こ れ ら は、 B 1 、

B 2 形態の土 器 に 4 単位 も

し く は 2 単位 で付け ら れた

も のが多い 。 と く に、 中空

の塔状把 手 は、 いずれ も こ

の二 種 類 の形態に付け ら れ

て いる。 ま た、 B 3 形 態 で

は中空把手 で は な く 突 起 と

な っ て お り、 2 単位以下と な る。

大小 の別 で は、 A 1 、 A 2 、 B 1 形態に大型品がみ ら れ、 それ以外 の形 態 は中 ・ 小 型 の土 器

］
 第 1 3 1 図 形 態 分 類模式図

に用 い ら れて いる。

井戸尻 III 式 土 器 は、 井戸尻 遺跡 3 号 住 居址出 土 土 器を標 式 と し て 設 定 された。 こ れにつ い て

は、 松村恵司 氏 を は じ め と し て、 標 式 そ の も のにつ い て の批 判があるが、 こ のう ち明ら かに曽

利 I 式 を除 いた土 器 か ら 導 き 出 された文 様等 の特 徴 、 ま た、 長 崎 元 広 氏 等によ っ て 抽 出 された

該 期 終 末 期 の土 器 の特 徴 を 改 め て 示すと以下 のよ う になる。

①井戸尻 l 式に比 ぺ 、 キ ャ リ パ ー 形 深 鉢 、 甕 、 台 付 の甕 な ど が多 い 。

② 旧 II 式 の胴 部 櫛 形 文 は楕円文 へ と変 化する。

③ 区 画 ・ 抽 象 文が退 化し 、 条 線 を 多用 する。
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④ 口 縁 か ら 延 びる 隆 帯 が 胴 部 へ 垂 下する。

⑥ 把 手 ・ 突 起、 文様 帯区画 な どに4 単位 が 定 着する。

⑥中帯文 の 残 存。

⑦ 十 字文 の 多 用 。

以 上 の よ う に 7 点 が 指 摘 で き る。 井戸尻 m 式につ い て 、 それを特徴 づける際よ く 言 わ れる の

が、 勝 坂 的 要 素 の 衰 退と い う こ と であり、 上 記 の 7 点も確 かにそ の 点 を示すもの であるが 、 一

方で、 本遺跡にお い て は、 B 種 の 深 鉢 が 多い こ と が 特 徴 である。 B 種 な ど は ま さし く 勝 坂 的 な

要 素と 言 う べ き もの である。 山梨 ・ 長 野 でも、 藤内 式、 井戸尻 l 式 な ど の 時 期に は、 しば し ば

屈折 底 が み ら れるが 、 把 手 部 を除 いた本体 の 器 高と、 底 部 屈 折 部 ま で の 高 さの 比 率 をみ て み る

と、 藤 内 式 ～ 井戸尻 I 式 ま で の 屈 折 底と本遺 跡 の 資 料とを比 較すれ ば 、 微 妙 な 差 がある。 底 部

屈 折 部 高を器 高 で割 っ た数 値 は、 前 者に位 置 づ け ら れ る 藤内 特 殊 遺構の 3 個 体 が o. 1 1 、 0 . 04 、

0 . 0 6 、 井戸尻 4号住居址 の 2 個 体 が o. 10 、 o. 12 、 藤内 12号住居址 o. 08 、 乙事沢 o. 08 とな っ て い

る。 こ れに対 し 本遺跡 で は 4号住居 址 の 17 が o. 2 、 13が o. 22 、 56 号士 拡 が o. 18 、 o. 13 、 37 号

土拡 が o. 1 7 、 o. 23 とな っ て おり、 前 者 は 0 . 12 以下、 後者 は o. 13 以 上 と い う 比率 と な っ て お り、

後 者にな る ほ ど 屈 折 部 が 高 く な っ て ゆ く 領 向 を見 い 出 せる。 胴 下部 で小 さな 屈 折 底 を有 する深

鉢 が、 藤内式 か ら 井 戸尻 l 式にかけ て み ら れるもの で、 本遺跡 の よ う な 大 き な 屈 折 底 はそれ 以

降とする こ とが 可 能 と 思 わ れる。
一 方、 終 末 期 の 様 相につ い て は、 長崎 氏 等によ っ て 、 曽 利 l 式土 器 の 二細分が行われ て おり、

と く に古 段 階にみ ら れる特徴 と対 比すれ ば、 曽 利 l 式に引 き 続 き 用 い ら れる要 素と し て 、 ③ 、

④、 ⑦ があげ ら れる。 茅 野市判 の木山東 遺 跡 例 か ら も、 井戸尻 m 式 終 末 期に は勝 坂 的 色 彩 の 薄

れた土 器 へと 変化 し て ゆ き 、 それ が 曽 利 l 式 の 母 体 と な っ た こ と は疑 い な いもの と思 わ れる。

そ し て 、 井戸尻 m 式 か ら 曽 利 l 式 へ の 変 化 の な かでも、 隆 帯 が 「 懸 垂文化」 し て ゆ く 煩 向 が 、

現 在 の 井戸尻 ill 式 と い う 一 つ の 型 式 の 中 で見る こ とがで き るもの である。 す な わ ち 、 井戸尻 m
式 細 分 の 際、 口 縁 部 か ら の 連続 した隆 帯 の 垂 下 が み ら れるか 否 か が、 一 つ の 基 準 と な り得るも

の と考 え ら れる。 こ れによ っ て 大 まか な 二 段 階 （ 古、 新 ） の 分 類 が QI 能 と な るが 、 こ れに加え

て 新 段 階 で は、 より 曽 利的 要 素 の 強 い ⑦ の 特徴 を中心に細 分 が 可 能 であると 思 わ れる。

4 号住居 址 の 深 鉢 の う ち、 A 種 で は A 1 、 A 5 形態には隆帯 の 垂下がみ ら れ ず 、 他はすべ て に

み ら れる。 ま た B 種 で は B 1 - B 3 形態の すべ て に垂 下するもの と し な い もの と が 存在する。

こ れをもとに古 • 新 の 二 段 階分 類 したの が 第 1 32 図である。

図の 左 側に は 4 号住 居 址 の 資 料を示 し、 右 側には 他の遺構資 料を示 し た が 、 多 く は 新 段 階 に

含 ま れるもの と思 わ れ る。

古 段階 で は、 A 1 、 A 5 、 B 1 - B 3 形態が み ら れるが、 土拡 出土 資 料 は A 1 、 A 3 形 態 で

ある。 また、 5 号住 居 址 出 土 の 2 点につ い て は類 例 が な く 、 と く に屈 折 底 を有する深 鉢 は 屈 折

部 が 楕円区画 と な っ て いると こ ろ か ら 井戸尻 ill 式 と判断 し て 、 古 段 階 に 含 め て ある。 4 号住 居

址 の 19、 20 の 口 縁 部文様 は、 曽 利 I 式にみ ら れる摺 曲 文 の 祖 形 と なるもの と 考 え ら れ、 19につ

いて は胴部に櫛 形状区画 が 存 在する こ とか ら も古段 階とする こ と が 可 能 である。
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新 段 階 で は A 2 、 A 3 、 A 3' 、 A 4' の各 形 態 と B 種 が 存 在する。 他 の遺 構 で は 円 筒形 深 鉢 も

こ の時 期に存 在 する こ と と なる。 また B 種 は、 4 号住居址と土拡群 と で肩 部 屈 曲 部に と く に共

通 点 を見い 出 せる。 4 号住居址の1 7 と 56号土拡の 1 、 37 号土拡の2 、 65号土拡は 一 条 の沈線 の

施 された楕 円文が 巡 り、 こ れ は、 35 の浅 鉢 、 1 号住居址炉 体土 器 な どに も 共通する も のである。

こ れ は さ ら に付け ら れる 部 位 こ そ違 え 、 A 3 形態 の2 、 B 3 形 態 の13 、 56号土拡の2 な どに も

同 様 のモ チ ー フ が 用 い ら れている。

また、 4号住居址の5 - 7 に は、 肩 部に刻 み （ こ れを さ ら に 大 き く した も のが 前 述 の楕 円文

と も考 え ら れる ）が み ら れるが、 56 号土拡の2 に も 共 通 する。

そ の他、 明ら かに同 一 遺構 で 伴 出 したものは 同 時 期 と して新 段 階に含 めてある。 有孔 鍔 付土

器 2 点 は、 そ の施文か ら は型 式 を 把握 で き な い が 、 48 号土拡出土士 器について は、 蛇 体 、 獣 面

の装 飾 が 付 き 、 そ のう ち の獣 面 モ チ ー フ が37号土拡の1 に共 通 している こ と か ら 新 段 階 と した。

以上 のよ う に、 口 縁 部か ら 胴 部 へ の連 続 した隆帯 の垂 下 の有 無によ っ て二 段 階 分 類 を 行 っ た

が 、 新 段 階において は 、 4号住居址の27 ·28 、 1 号住居址の2 点 の深 鉢 、 さ ら に56 号 、 37号土

拡の各 2 点 が 条線を 多 用 するものであり、 と く に B 1 形態 と したもので は、 4号住居址は胴部

が 無文か 縄文、 56号 、 37号土拡で は 条 線 と 対 象 的 であり、 こ れがあるい は時 期 差を示すもので

あるかもしれ な い 。
一 方 、 新 段 階 のう ち 、 前 述 したよ う な 、 より 曽 利 l 式 的 様 相 の強い 一 群 が 存 在する。 十 字文

をもつものが 、 4 号住居址の28 、 29 、 そ の変 形文様をもつものが 4 号住居址の27 と 9 号住居址

の2 点 、 胴 部 のU 字状 隆 帯 をもつものが 4 号 住 居址の29 、 1 号住居址の円 筒 形 深 鉢、 9 号住居

址の深 鉢 である。 こ れ ら の一 群 は、 明 ら かに新 段 階 でも最も新 し い時 期に位 置 づけ ら れる も の

で、 井戸 尻 m 式 全体 と しては三 段 階 細 分 が 可 能 と なる。

第 3節 石 錘 に つ い て

本遺 跡 は、 曽根丘 陵 の尾根上に立 地 しており、 最も近い 大 河 ） I I は 甲 府 盆 地中央 部 を 西 流する

笛吹川 である。 遺 跡 立 地 部 は 標 高 410 m - 430 m を測り、 笛吹川 の遺 跡に最 も近 い 部 分 は標 高

260 m 前 後 である。 比 高 は約 1 50 m を 測り、 また付近 の起 伏 等をみる と 、 お よ そ 漁 拐 と の係 わ

り は 考 え に く い。 し か し 、 今 l叩］ の調脊により、 土 器 片 錘 1 点 、 切 IJ石錘 2 点 、 浮子 l 点 の漁 拐

関 係 遺物が 出土 し た。 い ずれも出 上 地 、点 が 異 な り、 遺 構 外 が ほ と ん ど で、 切 目 石錘 のう ち の1

点 が 2 号住居址 炉 内 か ら の出土 で、 後 期 前 半 と 考え ら れるが、 それ以外 の遺物について は、 時

期 は特定 で き な い。

こ の中 で、 石 錘について は 、 県 内 でも数 遺跡で 報告 があるが 、 そ の特 徴 等について触れたも

のは少 な い。 本遺跡 でも、 わ ず か 2 点 の出土 にす ぎ な いが 、 以下に県 内 出土 の石錘について概

観 し 、 今 後 の資 料 と し たい。

渡辺誠氏 は、 1 973 年に 全国の切 II 石錘 出士 遺跡 を 集 成 し 、 長 軸に切 ll を 有 するものを A 種 、

さ ら に短 軸にも切 目 を有 するものを B 種 と 分 類 している。 また、 そ の背 景につ いて は士 器 片 錘

か ら の材 質 転 換によ っ て中期 後 半 か ら 定 着する こ とを明ら かに している。 し か し な が ら、 そ の
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時 点 で は、 同 じ 内 陸 県 である 長 野 県 で、 す で に 12遺跡 が確認 さ れ て い るのに 対 し、 山梨 は 0 と

な っ て い る。

今 回、 筆 者の手 元 にあ る 県 内の報 告 書 及 び 未発表の資 料を集 成 したと こ ろ 、 以 下の状 況とな

っ た。 な お、 遺跡 名 のあとに は 石錘の種 別と点 数、 時 期の明らかな も のについ て は 時 期 を示 す

こ とに す る。

1 . 境川村一の沢 西遺跡 切 § A 種 2 点、 後期 （ 称 名 寺 II 式 ～ 堀 之 内 l 式 ）

2. 明 野村清水 端遺跡 切 目 A 種 l 点 ・ 切 目 短軸のみ 1 点 · 礫 長 軸 2 点、 後期 （ 加 曽 利 B 式 ）

3. 一 宮町 ・ 勝 沼 町 釈 迦 堂遺跡 群 上 端 打 ち 欠き下 端切 目 1 点 ・ 礫 長 軸 4 点 · 礫 長 軸 十 短軸

□
二[

0
0 -

□〗
二 □ こ □

4 

3 清水端

□ こ

2

虹常 〇 こ

4

こ： こf . . � � ベ

6 

穴山小前

□ ロ
宮の前 〈□□� 

浅尾原

" 
I 4 5 

こ こ □仏 こ二〉 こ二 ご二)
10ぃn

第 1 33 図 山梨県 内 各遺跡出 土 石錘
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片 側 1 点 、 後 期 ？

4. 韮 崎 市 穴山小 前 遺跡 礫 長 軸 ＋ 片 面 のみ 溝 l 点

5. 韮 崎 市 坂井 遺跡 礫 長 軸 1 点 、 中期 ？

6 . 明 野村浅 尾 原 地 区 礫 長 軸 l 点

7 .  市川 大門 町宮の前 遺跡 礫 長 軸 4 点 、 中期 （ 曽 利 m 式 ）

8 .  六郷 町石仏 遺跡 切 目 A 種 9 点 ・ 礫 長 軸 2 点

9. 早 川 町 御 料 乎 遺跡 切 目 A 種 l 点 ・ 切 目 B 種 l 点 · 礫 長 軸 1 点 、 中 期 末

10 . 豊富 村宇山平 遺跡 礫 長 軸 1 点

11. 櫛形 町 曽根 遺跡 礫 長 軸 ＋ 短軸 l 点

1 2. 三富村上萩 原 遺跡 切 目 A 種 2 点 、 中期 末

1 3. 都留市中谷 遺跡 礫 長 軸 2 点 、 後 期

14. 境川 村 京 原 遺跡 礫 長 軸 l 点

15 .  櫛形 町六科 丘 遺跡 切 目 A 種 1 点 、 礫 長 軸 l 点

16 . 都留市 尾 咲 原 遺跡 切 目 A 種 2 点 ？

17 . 高根町 青木遺跡 切 目 A 種 5 点 ？ 、 後 期

18 .  高根町石堂 遺跡 1 点 ？

1 9. 韮 崎 市中田小 遺跡 l 点

20 . 長 坂町 競 馬 場 遺跡 l 点

21. 長 坂町 下 原 遺跡 l 点

22. 韮 崎 市 飯 米 場 遺跡 17 点

23. 明 野村下反保 遺跡 2 点

24. 双 葉 町 堰 上 遺跡 l 点

25 . 大泉村金 生 遺跡 切 目 A 種 2 点 ・ 切 目 短 軸 のみ 1 点 • 有 溝 A 種 2 点 、 後 ・ 晩 期

以上 のよ う に25 遺跡で石錘の出 土を確認 で きた。 こ のう ち 、 実 測図 のあるものは 上 記 の 1 - 15 

ま で の15 遺跡42 点 で、 切 目 石 錘1 9 点 、 礫石錘23点とな っているがそ の一 部を 第 1 33図に示 し た。

切 目石錘は、 渡辺氏 分 類 のA 種がほ と ん ど で、 B 種 は御 料 平 遺跡の1 点 のみ である。 他の形

態と して は、 清 水端 遺跡の4 が短 軸に のみ 切 目 を有 し 、 釈 迦 堂 遺跡群 の2 は 上 端が打 ち 欠 き 、

下端が切 目 と な り、 そ の切 目 も細 い 4 本が確 認 で き る。 こ の二 例 が特 殊 な 例 で、 他はすべて A

種 と なる。

礫石錘は、 長 軸 の両 端を 打 ち 欠 く ものが圧 到 的に多 く 、 23点 のう ち 1 9 点 ま でがこ のク イ プ で

ある。 他の4 点 で は、 穴山小 前 遺拗i 出 土 の大型 の石錘には片 面に のみ 極 く 浅 い 溝 がみ ら れ、 有

溝石錘の未製 品 とも考 え ら れる。 また、 釈 迦 堂 遺跡群 の4 に は、 長 軸に加 え 短 軸 の片 方にも打

ち 欠 き が入り、 十字 形 の紐 掛けが想 定 される。 宮の前 遺跡の4 も同 様 の形 態である。 さ ら に 曽

根 遺跡例 は、 図 示 して い な い が、 長 軸 ・ 短軸にニ ヶ 所 づ つ の打 ち 欠 きが入 り、 こ れ は 明 ら かに

十字 形 と な る。 したが っ て、 礫石錘も長 軸 方 向 だ け のものと 、 短軸 にも打 ち 欠 き の入 る ものと

の二種 類 が存 在するが、 後者 の比 率 は少 な い。
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以 上 のよ う に 山梨県 下 で は、 切 目石錘 と

礫石錘と が 認 め ら れるが 、 過 去 の文 献 資 料

等 を みて も 、 礫石錘 の方が 出 土 比 率 が 高 い

と思 わ れる。

第 1 34 図に は、 前 述 の25 遺跡 の分 布 と 主

な 河 川 、 湖 沼 を 示したが、 出土 遺跡 は河 川

のち か く に 集 中する傾 向 がある。 ただし、

本遺跡 や宮の前 遺跡 のよ う に、 河 川 と の比

高 が 100 m を 遥か に 超 える 遺 跡 も 多 く 、 石

錘 の出土 を も っ て、 漁 携 と の係 わりが強 い

と は一 概 に 言 え な い 場 合 も ある。

切 目石錘 は、 漁 網 錘 である と い う 考 え 方

は一 般 的 であるが、 礫石錘 に つ いては編物

を 編 む 際 のお も りとして の用 途が近 年考え
第 1 34 図 石錘 出 土 遺跡分 布 図

ら れ つ つあり、 本県 のよ う な 山間 地 で は と く に 後者 を 考慮

すべ き であ ろ う 。 また、 本遺 跡 で は 2 点 の切 目石錘が出土

しているが、 前 述した よ う に 漁携と は結び つ き に く い状 況

であ り 、 う ち 1 点 は炉内か ら 出土 し て いる こ とか ら も 、 住

居内で の使 用 も 想 定する必 要 があるか も しれ な い 。

な お 、 石錘 の計 測 に つ いて は 、 渡辺氏 に よる計 測 部 位 の

統一 （ 第 1 35 図 ） の提 唱 がある ので、 それ に 従 い 記し て お

く 。
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表 6. 石 錘 計 測 値

遺 跡 名 a b w L 1 L \mm) 
s 重 量

(111111) (111111) (mm) (mm) (lJ:111) ( g )  

ー の 沢 西 l 3 2. 5 34. 5 5 2  5 0. 5 1 4  35 

II 2 1 0  1 1 . 5 44 48. 5 42 1 6  39. 8 

清 水 端 l 5 7 5 3  5 9. 5 5 6  2 9. 5 68 . 8 

II 2 I O. 5 1 0. 5 45 66 62.5 1 9. 5 92. 8 

II 3 1 1 . 5 1 1  62 79 76. 5 1 9  1 14. 9 

,, 4 5 1 . 1 

釈 迦 堂 l 2 1  1 3. 5 4 1  67. 5 64. 5 1 7. 5 73. 3 

,, 2 1 0  8. 5 44 5 7. 5 54 18 76. 1 

II 3 I O. 5 7 4 0  48 47. 5 25 73. 2 

" 4 3. 5 3. 5 22 5 1 . 5 4 9  ， 1 3. 7 

,, 5 9. 5 1 I .  5 35 . 5 6 1 5 7  1 8  4 9. 1 

ff 6 1 3  14 4 0  5 5  5 2  15 48 . 6 

穴 山 小 前 5 7 4 9. 5 95 . 5 95 30 22 0. 0 

坂 井 24 24. 5 55 5 3.5 47.5 2 1  95 . 8 

浅 尾 原 15 1 0  4 0  5 8. 5 55 1 7  5 9. 8 

宮 の 即‘’
1 1 0  ， 37 46 43.5 1 1 .  5 28 . 5 

” 2 9. 5 1 0  4 1 .  5 44 4 1 . 5 1 2. 5 32. I 

II 3 1 1 .  5 1 0  4 1 45 42. 5 1 1  2 9. 5 

II 4 1 7. 5 18 . 5 5 2  63. 5 5 3. 5 1 3  5 3. 2 

石 仏 1 2. 5 3. 5 4 0  62. 5 6 1  18 8 7. 6 

II 2 6. 5 I O  54 63. 5 5 9  14. 5 7 0. 9 

II 3 3 4 28 5 5 . 5 5 3. 5 8 . 5 22. 6 

" 4 5 .  5 I O  2 9. 5 4 0.5 39. 5 1 1  22. 0 

II 5 2 2. 5 37. 5 84 82 15 73. 3 

,, 6 2. 5 3 31 . 5 5 7  55  1 1  31 . 8 
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作 業 風 景
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1 号 住 居 址

1 号 住 居 址 炉
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2 号 住 居 址

同 上
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2 号 住 居 址 炉

3
 



図
版

5

3 号 住 居 址 打 製 石 斧 出 土 状 態

4 号 住 居 址 遺 物 出 土 状 態
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6

4 号 住 居 址 遺 物 出 土 状 態

5号 住 居 址
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1

5号 住 居 址 立 石

5号 住 居 址 遺 物 出 土 状 態
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8

6 号 住 居 址

7 号 住 居 址 • 77 号 土 拡
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7 号 住 居 址 炉

8 号 住 居 址
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9 号 住 居 址

同 炉
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1 0 号 ・ 12 号 住 居 址

1 1 号 住 居 址
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1 1 号 住 居 址 遺 物 出 土 状 態

56号 土 拡 遺 物 出 土 状 態



図
版

13

56 号 土 拡 遺 物 出 土 状 態

同 上 （ 下 層 ）
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42号 土 拡

藤内 • 井戸尻期土拡集中区 (3 7号 ・ 6 5号 ・ 42号土拡他）
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4 8号 土 拡 遺 物 出 土 状 態

7 6 号 士 拡 遺 物 出 土 状 態
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7 6 号 土 拡 遺 物 出 土 状 態 （ 下 層 ）

古 墳
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17

号 住 居 址 出 土 土 器

4 号 住 居 址 出 土 土 器
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4 号 住 居 址 出 土 土 器

同 上
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4 号 住 居 址 出 土 土 器

同 上
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例 言

1 .  本報告書は、 昭 和59年度の笛吹川農業水利事業国営幹線管水 路敷 設工事に伴っ

て発掘調査された遺跡の内、 下記の 3 遺跡の調査報告書である。

村上遺跡、 後 呂 遺跡、 浜井場 遺跡

2. 発掘調査は、 山梨県教 育 委 員 会が農林水 産 省関東農政局の委 託と文化庁の国庫

補助 金 を受けて実施 した。

3. 発掘調査は、 山梨県埋蔵文化財セン ク ....'.. が行い、 田 代孝、 中 山誠二が担 当 した。

4. 本書の執筆、 編集は中 山誠二が行った。

5. 写 真 撮影は、 遺構を中 山誠二、 遺物 を塚 原 明 生（日 本写 真 家協会 会 員 ） が行っ

た。

6. 本報告書にかかわる出土 品及び記録 図 面、 写真等は一 括 して山梨県埋蔵文化財

セ ン タ ー に保管 してある。

7. 出土品 整理 参 加 者

長 田 久 美 子、 桜井 里 子 、 佐野生子、 五 味信子、 宮川治 子、 中楯由 美、 石 原はつ

子、 加 藤綾子、 田 中正 江、 田 中弘 子、 長田 純子、 梶本宏、 小池 和仁、 遠藤映子、

石 田文次郎、 山本治代、 渡辺薫、 高 野 俊 彦、 羽中 田 恵子 、 丸 山孝子 、 広瀬千 江

美、 坂本穂波

8 .  発掘調査にあたって、 文化庁文部技 官 岡本東三氏にご指 導 を賜った。
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第 I 章 調 杏 状 況

第1節 調査 に至る経過

昭和5 9年 1 0 月 1 日 文 化 庁に発 掘 通 知を提 出する。

昭 和5 9 年10 月 8 日 発 掘 調脊 を開始する。

昭 和5 9 年 1 2 月 27 日 発 掘 調在 を終 了 する。

昭 和60 年 2 月 7 日 甲 府 南 警 察署へ発 見 通 知を提 出する。

第2節 調 査組織

調 脊 主 体 山 梨 県 教 育 委 員 会

調 査 機 関 山 梨 県埋蔵 文 化 財 セ ソ タ ー

調査担 当 者 田 代 孝 、 中 山 誠 二 （ 文 化 財 主 事 ）

調 在 員 塚 原 明 生 （ 日 本写 真 家 協 会 会 員 ）

新律 重 子 、 日向 千 恵

作 業 員 田 中治 江 、 望 月 太 千 代 、 小 林 澄 子 、 五 味 京 子 、 五 味 当 子 、 田 中つ き 代 、 柿 島

伸 世 、 柿 島 つね じ 、 渡辺喜の女 、 渡辺かつ子 、 土 橋 敦 子 、 五 味 信 子 、 池 谷 ひ

で じ 、 池 谷 多 称 子 、 池 谷 百代 、 池 谷 太 吉 、 池 谷 はつ江 、 池 谷 た つ子 、 池 谷 松

子 、 小 林 あさ·-f· 、 池 谷くめ子 、 河野ま さf 、 長 田 久 美 子 、 渡辺礼 子 、 桜 井 里

子 、 中込 秀 夫 、 中楯 み な子 、 佐 野生 子 、 宮 川 治 f 、 平川 恵 三 、 丸 山孝 子 、 羽

中田 恵 子 、 坂 本穂 波 、 広 瀕 千 江 美 、 斉 藤 多 喜f 、 池 谷 美 恵 子 、 斉 藤 つね 子 、

山 下 政 司 、 北村 玲 f 、 堀 越 光 子 、 渡辺澄 雄 、 木 ノ 瀬いつ子 、 田 中正 江 、 田 中

弘 子 、 中込 敬 ＋ 、 土 橋 ナ ミ エ 、 鮫 田 黎子

調査協 力機 関

中道 町 教 育 委 員 会

豊 富 村 教 育 委 員 会

（ 順 不 同 ）
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第 II 章 村 上 遺 跡

第1節 遺 跡 の 位 置 と 周 辺 の 環 境

村 上遺 跡は、 東 八 代 郡 中 道 町 中 畑 地 内に所 在する。 甲 府 盆 地 南縁に帯状にのびる 曽 根 丘 陵 上

の中でも最 上部に位置 し、 標高360 m 前後を測る。 遺跡の南側には 御 坂 山 塊に連なる 日 蔭 山、

滝戸 山な ど がせまり、 北側には 心 経 寺 山 が西方へ 向 け て 迫り 出すため付近は西側に向 かっ て 開

く 山 懐をなす。 この山 懐には現在 中 畑と心 経寺の集 落が存在し て いる。 現在の中 畑 集 落の南に

位置する 本遺跡は、 東側の滝 戸 川、 西側の西川 によっ て 形 式 された 幅 のせま い 扇 状 地 上にのり、

東西は 両 河 川 によっ て 削 られた深い 侵 蝕 崖をなし て いる。

遺跡の所 在する 中 道 町は、 曽 根 丘 陵と そ の北側を西流する笛 吹 川 の 氾 濫 原に地 形 的 に 2分 さ

れるが、 この丘 陵 地 帯には数 多くの遺 跡の存在 が知られ て いる。 丘 陵 先 端部の 米 倉 山、 東 山 地

域では、 米 倉 山 A · B 遺跡、 女 沢遺跡、 上の平遺跡、 立石遺跡な ど先土器時 代から 古 墳 時 代 前 期

に至る遺跡 群をは じめ、 小乎 沢 古 墳、 銚 子 塚 古 墳、 大丸 山 古 墳、 丸 山 塚 古 墳な ど の前 期 古 墳が

存在する。 一方、 本遺跡 周辺の丘 陵 最 上部にお い て は、 西川 左 岸に上野原遺跡、 城 越遺 跡な ど

縄 文 時 代 前 期 から後 期を中 心とする集 落 跡 が認められ、 後背地にある御坂 山 塊と 前 面に広がる

丘 陵 上を舞台と した縄文 時 代 人 の営 みが看 取される。 古 墳時 代の遺跡と し て は、 本遺 跡と同 一

扇状 地 上に位置する 向 井遺跡、 滝 戸 原遺跡のほかに、 後期 古 墳が付 近に点 在する。 本遺跡東方

第 1 図 村 上遺 跡位置 図
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の心経 寺 地 内 には、 奈 良 • 平 安 時代の心 経 寺 清 水遺 跡 、 心 経 寺 上 之 原 遺 跡などが知られる。 ま

た、 こ の地 域 には心経寺の地 名 の 由 来 と なった鹿寺 跡が存 在 し 、 現在当 地 にある悟道 山 安 国 寺

の 前 身寺院 と する説もある。 寺域 からは布 目 瓦のほか に 、 建 武3年 ( 133 6 )お よ び 康永 4 年

( 1343) 在銘の五輪塔の一 部が出 土 し て いる。 さらに 、 村 上遺 跡南方の 日 蔭 山の 支 脈 には、 中

世 の 山 城 と される 城 山 が存 在 する。 盆 地 と 太 平 洋 沿 岸 地域を 最 短距 離で結ぶ 中 道 往環が通るこ

の周辺 地域は、 古代 ～ 中世 甲 斐 国の要 衝の地 と し て 重 要な 意 味を 持って いた こ と が窺える。

村 上遺 跡は、 19 7 6 年 東 八代横断 広 域 農 道建設 に 伴って 県教育 委 員 会 に より発掘調査され、 同

時 に 周 辺の遺 跡分布調査が行われ て いる。 その結果、 縄文時 代 中 期 の住居址2軒 、 集 石 遺構l

基、 平 安 時 代の住居址 1軒が検 出 され、 分布調査では、 縄文時代 中 期を 中 心 と する土器、 平 安

時代の土師 器、 中 世 陶器や 土 師 質 土器などの散 布状 況が明らか に され て いる。

参 考 文 献

山 梨 県教 育 委 員 会 『村 上 遺 跡＿東 八 代横断 広域農 道 建設 に 伴 う 発掘調査報 告 書 ＿
』 19 80

中 道 町 史編 纂 委 員 会 『中 道町 史』 上 1 9 75 

山 梨 県教 育 委 員 会 『 山 梨 県の文化財』 改 訂 第 1 集 19 80 

山 梨 県教 育 委 員 会 『昭和52年度 （ 笛 吹 川 沿 岸 土 地 改 良 事 業 地域 内 ） 埋蔵文 化 財 分布調査報

告 書』 1 9 7 8

磯 貝 正 義ほか 『角 ） 1 1 日 本地 名 大 辞 典19 山 梨 県』 19 84 角 川 書 店

第 2 節 遺 構 と 遺 物

発掘調査対象区域は、 東 八 代広域農 道 に 面

し たA 地区（ 第2図 ） と そ の 南方200 mの西

) I I 右 岸 に 位 置する B 地区 （ 第3図 ） に分けら

れる。 A 地区は、‘ 全 面 的 に 表 士 糸ljぎ と りを 行

い遺 構 確認した結果、 縄文時 代 中 期 の住居址

l軒 と 集石遺構 l 甚が発 見された。 B 地 区は

幅 7 - 9 m、 長さ 70 mの調査区に 13ケ 所試掘

坑を 入れたが、 表 土より50cm 程 下 層で 人 頭大

の礫を 含 む 礫 層 にあたり遺構は確認されなか

った。 遺 物は、 縄文土器が少量 出 土 し ている。

(1 ) 遺 構 と 出 土遺 物

1 号 住居址

A 地 区 調査区の中でや や北東よりに 存在す 0 

る。 住居址平 面形は、 南北 4 m 80 C!Tl 、 東西 4

m 70 CITlの卵形を 呈し、 主 軸は柱穴の配 列 から
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推定する と ほ ぽ 南 北方

向 を と る。 確認面は 表

土下2 0cm程 で あるが、

住 居址床面はそこ か ら

わ ず か 15cm 程度 である。

ビ ッ ト は、 住居東側に 3

本、 西側に 3本検 出され

た。 柱 穴 の径は20cm -

35cm で 、 床面か らの深

さはl 0cm -2 0cmを測る。

炉は石 囲い炉 で 、 住 居

址中央よ り やや北に扁

して 存在する。 石 囲い

炉は、 西側 の石がぬ き

と られているため 「 コ 」

の字 状 に残 存する。 遺

物は覆土中か ら多量に

出土しているが、 住 居

址中央部直上に存在す

る集石遺構 のもの と 分

"コ
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◎ 

゜
[
I

誓
1

9゜

8
/

 

O
D

 

9J

X
 

゜
｀ 

翠
0

゜

8
.1
_

 

|
gぃ
虞g

 ts£H
 

9
I

 

E· 一
354. 482 

- F ＜ 

c
 

2 •  

離し難 く 、

述 する。

一 括 して 後 第 5 図 村上遺跡 1 号 住 居址

1 号 集 石 遺 構 （ 第 6 図 ）

A 地 区 1 号 住 居址中央部のほ ぽ 直上に位 置する。 集石 は、 南 北 1 m 9 0cm 、 東西 2 m 30cm を測

り 、 楕 円 形 プ ラ ン を呈する。 集石 の掘 り 込 み の深 さは確認面よ り 約2 0 cm を測 り 、 基 底 は住 居址

炉 石 の上面 と 接する。 礫の大 き さは、 拳 大 から 人 頭大の角 礫がほ と ん ど で ある。

1 号住 居 址 及 び 1 号 集 石 内 出 土 遺 物 （ 第 7 - I O 図 ）

1 - 6 は、 深 鉢 形 土器の把 手部破 片 で ある。

け 、

3 · 4 は、

ロ 縁部に無 文 帯を残すもので 、 胴上部は 3で は縄 文 、

ロ 縁部側 面 にみ み づ く 状 の把手 をつ

4 で は沈 線が施 され る。 5は器内側

に顔面把 手 をもち 、 外面にはみ み づ く 状 把 手が縦に 2 つ連 な り 、 そ の上部は断面が く ち ばし状

を呈する。 顔 面 はそ の断 面が半 球 状 に突 出し、 そこ につ り あがった 両 H と 丸 い 口 を穿 ち 表現され

ている。 顔面以 外 の部分には、 三叉文や刻みをもつ隆 帯 などが多 く 施 文 され る。 胴部以 下を欠 く

が某 本的な器形 は、 ロ 縁部が内湾し、 胴部中位が く びれ ソ ロ バ ソ 玉 底 を有する深 鉢 と 考えられ

る。 胎土は長 石 粒を多 く 含 み 、 色 調は茶 褐 色 を呈する。 外 面 に比 ぺ 内面 顔面部 の風 化が著しい。

6 は、 5 よ り やや大 型 の把手 で 、 内側はみ み づ く 状を星する。 5 と 同 様 玉 抱 き 三 叉 文 や 鋸 歯 状

文 を 刻 ん だ 隆 帯 、 う ず ま き 文 を多 用 する。 色 調 は淡 褐 色。 7 は、 胴部が樽 状 を呈する深 鉢 胴
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第 6 図 村 上 遺 跡 l 号集石遺 構

部破片である。 口縁部は無文で、

や や外反する。 胴部 文 様は、 隆

帯 に よる区 画 文 の 中をさら に 沈

線で 区 画 し、 内部を三 叉 文 や 棒

状 工 具の押 引 文で 充 填して いる。

胎土は石英、 長石な ど の砂 粒を

多く 含み、 色調は橙褐色および

暗褐色を呈する。 8 · 1 0 · 1 2は、

屈折 底をもつ土器の破 片 資 料で

ある。 9 · 1 1 · 1 3は、 浅 鉢形土

器で、 口縁部 が内湾する点が共

通する。 9 は、 口縁部 文 様 帯 に

隆 帯 に よ っ て 三 角 形と 逆 三 角 形

の区 画 文を作り、 三 角 形 区 画 内

に 縦 位の平 行 沈 線、 上 部 区 画内

-t< Iこ ド ー ナ ッ ツ状 文 様を施す。 1 1

は、 口縁部 に 2 本 の平 行する 隆

帯を巡らし、 そ の内部 に 楕 円 形

区 画を作り 出す。 1 3は、 刻 目 を

もつ隆 帯を 2 本 口縁部 に 巡らし

て いる。 1 4は、 口縁 部 に 獣面把

手をもつ円 筒 形の深鉢形土器で、 獣面把 手と口縁側 面 に つけ られたみみづく状 把 手 に よ•り文 様

帯が 4 分 割 される。 把 手 下部 には懸 垂文が 垂 下し、 把 手 問 の口縁部 に は U 字状 隆 帯 区 画がなさ

れる。 胴部は ヘ ラ 状 工 具 に よる 条 線を地文とし、 胴 上部 の一部 分 に ド ー ナ ッ ツ 状 の沈 線 文を施

す。 胎土に は 金 雲 母、 石英 粒が多く 含まれ、 色調は淡褐色から橙褐色を示す。 15 は、 円 筒状 の

深鉢口縁部である。 胴 上部 に 三 角 形と 逆 三 角 形を組みあわせた区 画 帯をも ち、 内部を三 叉 文、

沈線 文で埋め て いる。 16は、 胴部 が 外 反し、 口縁部が内屈する深鉢で 胴 下 部を欠 損する。 胴部

に は 隆帯が縦 横 に 交 叉する。 1 7は、 屈折 底を有する キ ャ リ パ ー 形の大型深鉢形土器で、 器高67

cm、 最大径57cmを測る。 口縁上部 に大小 の 山 形 把 手とみみづく状 把 手をつけ 装 飾 的 効 果 が強い。

ロ 縁部から 胴 下 部 の屈曲まで 4 段の文 様 帯が認められ、 沈線 に よる玉 抱き 三 叉 文、 楕 円 区画文、

渦 巻 文な ど が モ チ ー フ とし て 多用 される。

以上の土器群は、 縄 文 時 代 中 期 中 葉の井 戸 尻 Ill 式に比定さ れる。

拓 本 資 料では、 18 · 2 0 · 2 1 が 区 画 文 の内部を半戟竹管 に よる押 引 文で 充 填 し、 新 道式 の特徴

を示す。 22 - 24は、 楕円 区 画と所 謂 キ ャ ク ビ ラ 文な どを施す 胴部破 片で、 藤内式 に 対 比される。

1 9および 25 - 46は、 実 測資 料と同時 期の土器と考えられる。 47 · 48 は、 地文の条 線 や 隆 帯 に よ

る渦 巻文な ど 曽 利 1 - n 式 に 特 徴 的な文 様を施し て いる。
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第 7 図 村上遺跡 1 号 住居 址 及び 1 号 集 石 内出 土 土器
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第8 図 村上追 跡 1 号 住居址及び 1 号 集石内出 土 土 器
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(2 ) 遺 構 外出土遺 物

B 地 区 試 掘 坑 内 出 土 土 器

1 は、 深鉢口縁部破片で、 ロ 縁部無 文 帯 下 に 低い 隆 帯 を 巡らし、 胴 部に縄 文を施す。 2 は、

竹 管 背 部 に よる沈線 文 と R L 縄 文 を 縦 方 向に施 文する。 3 はま、 ロ 緑 直 下に断面三 角形の隆 帯を

巡らし、 下 部に縦 位の条線 文をもつ。 4は、 胴 部破 片で、 上 部 を 刻 目をもつ幅 広の隆 帯 文、 下

部に縄 文を施す。 6は、 斜状 沈線に直 交する 隆 帯によ っ て格 子状 文を施した口縁部破片である。

7 はま、 ロ 縁部が 内 側に屈 折する深鉢口縁で 隆 帯による文様をもつ。 8は、 ク 、ン状 工具による 「／、」

の字状の文 様を施 した胴 部破 片である。 9 は、 沈 線 に よる 区 画 内 を 縄 文で埋めている。

B 地 区 か ら 出 土した土器は、 遺構 に 伴なわず、 試 掘坑 内 出 土のものである。 出 土 資 料はいず

れも縄 文 士器であるが、 その時 期 は 中 期 中 葉 から後期 前 半 に およぶ。 4 · 7 は 井戸 尻 式、 1 • 

2 · 6 は 曽 利 式、 9 は称 名 寺 式、 8は 堀 之 内 式に各 々 比定されよう。
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第 1 1図 村 上遺跡 B 地 区 出 土 土器

第 3 節 ま と め

今 回 本遺跡の発掘調 査で 明 らか に された遺構は、 縄 文 時 代 中 期 中 葉の住 居址 l 軒 と 集石遺構

l 基であ っ た。 遺構 の発 見された A 地 区は、 1976年に発掘調査された 地 域のす ぐ 南に位 置し、

同 一 地 番 内 に 所 在している。 か っ ての付 近の分 布 調 査では、 扇 状 地 上の南北 200 m、 東 西 1 50

mほ ど の区 域 に 縄文 時 代 中 期 の土器 片 が多く採集 され、 この地 域に該 期 の集 落 が存在 したこ と

が推定されている。 今 回 調 査 された 住 居址は、

中でも北側に位 置するもの と 推定される。

そ の集 落 を 構 成する 1 軒 と 考 え られ、 集 落址の

遺物は、 1 号 住 居址及 び 1 号集石出 士の土器が 井 戸 尻 皿 式 期 の資 料で、 一の沢遺 跡、 上 野 原

遺 跡な ど と ともに該期 の 良 好な セ ッ ト資 料 と 言 える。
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第 III 章 後 呂 遺 跡

第1節 遺 跡 の 位 置 と 周 辺 の 環 境

後 呂遺跡は、 東 八 代 郡 中 道 町 右 左口字 郷 戸および後 呂 地 内 に所 在する。 村 上遺 跡 の西方 1 km 

の 曽 根 丘 陵 J::に位置し、 標 高 320 m 前後を測る。 遺 跡 周辺は、 西側に七 覚西川、 北側に宮 沢 川、

南側に七 覚 川 が 開折するため東西に長 い 台地をなし、 その東 端 部に発 掘 調 査 対 象 地 域 が存在す

る。

遺 跡をのせる台地 上には、 左 エ 門 塚、 右 エ 門 塚な ど の古 墳 や 供 養寺遺 跡 が 存在する。 宮 沢 川

対岸には 上 野 原 遺 跡、 城 越遺跡な ど 縄 文 時 代の集 落 跡が知られる一 方、 遺跡南側 の 山 腹には仏

具 山 遺跡、 前 田 原 遺跡な ど 弥 生 ～ 古 墳 時 代の遺跡 も 確認されて いる。 また、 付近に は 七 覚 山 円

楽寺があり、 現在の五 社 神 社 裏 手の山 頂に当 寺に伴なう行 者 堂 跡 が残されている。 円 楽 寺は、

『 甲 斐 国 志』 な ど から廻 国 納 経所であったことが知られて いるが、 寺に伝わる 六 角 宝 幡 式 経 筒

や 五 輪 塔 形 泥 塔は、 その記述を裏づけするものとして注 目 される。 遺跡の所 在する 右 左 口は、

近世にお いては 中 道 往 環 の宿 駅 が 置 かれて い た が、 それ以前より 甲 斐と駿 河を結 ぶ 経 済 的、 軍

事的要 衝であったことが窺 える。

参 考 文 献

第 12図 後 呂 遺 跡位置図
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山 梨 県 教 育 委 員 会 『昭和52 年 度 （ 笛 吹 川 沿 岸 土 地 改 良 事 業 地 内 ） 埋 蔵 文 化 財 分 布 調 査報 告

告 書』 1 978

磯 貝 正 義 ほ か 『角 川 日 本 地 名 大 辞 典 1 9 山 梨 県』 1 984 角 川 書 店

田 代 孝 「 七 覚 山 円 楽 寺 の 経 筒 と 泥 塔 に つ い て 」 『考 古学 ジ ャ ー ナ ル』 1 985 1 月 号

第 2 節 遺 構 と 遺 物

第 1 3 図 後 呂 遺 跡 調 査 区 域 図

本 追 跡 の 調 査 区 域 は 、 東 西 長 さ 280 m に 及 ぶ た め 便 宜 的 に A · B · C 地 区 に 区 分 し 、 全 面 調

査 を 行 っ た （ 第 1 3 図 ） 。

最 も 東 方 に 位 置 す る A 地区 は 、 台 地 東 端 に あ た り 、 東 側 が 谷 へ 向 か っ て 下 る 斜 面 と な る 。 そ

の た め 、 遺構 が 検 出 さ れ た の は A 地 区 で も 西 側 平 坦 面 で 、 縄 文 時 代 の 配 石遺 構 l 基 、 屋 外 埋 甕

3 基 、 土 拡 6 基 、 古 墳 時 代 初 頭 と 考 え ら れ る 溝状 遺 構 2 本 、 時 期 不 明 の 竪 穴 状 遺構 l 基 が 確 認

さ れ て い る （ 第 1 4 図 ） 。 B 地 区 で は 、 縄 文 時 代 の 住 居址 l 軒 、 土 拡 2 基 、 古 墳時 代 初 頭 の 住 居

址 l 軒 、 溝 状 遺 構 、1 本 が 検 出 さ れ た （ 第 1 5 図 ） 。 C 地 区 は 、 現 在 使 用 さ れ て い る 道路 の 下 面 を

l m ほ ど 掘 り 下 げ遺 構 確 認 面 と し た 結 果 、 縄 文時 代 の 住 居址 2 軒 、 土 拡 2 基 が 発 見 さ れ た （ 第

16 区I ) 。

j
 ぃ・ ・・1 !iiJ!l1

。 8 L 雷 卜

1 号堅穴

〇狂

0 4 1 

! Orn 

第 1 4 図 後 呂 遺 跡 A 地 区 遺 構 配 置 図
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(1 ) 遺 構 と 出 土 遺 物

住 居 址

1 号住 居 址 （ 第17 図 ）

B 地 区 中央 部 に 位 置 す る。 住居址南側 を 1 号 溝 および 4 号 住居址に よって 破 壊 さ れ て いる た

め全 体 の 平面 形 は不 明 である が 、 長 径 4. 2 m 、 短径 3. 8 m ほどの 楕 円 形 を星 す るもの と推定 さ

れ る。 柱 穴 は 5本 検 出 さ れ 、 墜 から30 cm - 40 cm ほ ど 内 側 をめ ぐ る。 柱 穴 径 は30 cm - 40 cm で床 面

から の 深 さ は10 cm - 30 cmを測る。 炉は石囲 い 炉で、 住居址北東寄りに 設 置 さ れ るが、 炉 石は 2

個 を残して 他はぬ き とられ て いる。

出 土 遺 物 （ 第1 8図 、 第 1 9図 、 第50 図 ）

1 は、 円 筒形 の 深 鉢で 口 縁 部 がやや開 く 。 ロ 縁 部 を無 文で残 すが、 胴 部 は横 走 す る 平 行 沈 線

の 上 部 に 隆 帯 による 貼 付文 が 残 存す る。 底 径10 cm 、 高 さ 20. 5 cmを測る。 2 は、 深 鉢 胴 下 半 部で

隆 帯 による懸 垂 文 を残 す。 器壁は 0. 7 cm ほ どで非 常 に 薄い。 3 - 5 · 7 は縄 文 を地文 とし、 そ

の 上 に 隆 帯 貼 付による懸 垂 文、 渦 巻 文 を施 すもので、 3 · 4 · 7 が 深 鉢、 5 が 浅 鉢 胴 部 破 片 と
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第17 図 後 呂 遺跡 l 号 . 4 号 住居址

' ' ' ' ' '  10cm 

第18 図
後 呂 遺跡
1 号住居址出 土土器

＼
 

第19 図 後 呂 遺跡 1 号 住居址出 土 土器
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推 定 さ れ る。 6は深鉢 口 緑部破 片で、 口 辺に渦 巻 状の突 起 と 棒 状 工 具に よ る 列 点 文をもち、 胴

部 に 縄 文 と 沈 線 文を施す。

石 器は、 凹 石 l 点のみ が 出 土し た （ 第 50 図 ― 1 ) 。

本 住 居 址 出 土土器は、 縄 文 時 代 中 期 後 葉の曽 利 II 式 期のものと 考 え ら れ る。

2 号住 居 址 （ 第20、 21 図 ）

C 地 区 東 端 か ら 40 m ほ ど 西 側に位 置す る。 調 査 区 域の関 係で住 居 南 半 分 が調 査 され た。 形状

は、 直径 4. 9 m のほ ぽ 円 形を呈する と 考 え ら れる。 競 高は確 認 面 か ら20 cm ほ どで、 南 競部分は

撹 乱を受 け ている。 検 出 され た 3 本のピ ッ ト は、 径 40 cm ほ どの円 形を基し、 床面 か らの深 さ 約

60 cmを測る。 炉は 石 囲い炉で、 住 居 中 央 や や 西 寄 り に設 置 される。 炉 石は、 長 さ30 cm 、 幅 1 5 cm 

ほ どの自 然 礫を 利 用 している （ 第21 図 ） 。 遺 物は、 床面 直 上のものと 床面 よ り や や 浮いて 出 士

するものがある。
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第20 図 後 呂 遺 跡 2 号 住 居 址 第21 図 後 呂 遺 跡 2 号 住 居 址 炉 址

出 土 遺 物 （ 第22 図、 23 図、 50 図 ）

本 住 居 址か ら 出 土し た 遺 物は、 縄 文 土 器 と 石 器がある。

1 は、 口 径 11. 5 cm、 底径 8 cm 、 高 さ 1 7. 5 cmの樽形有 孔鍔付 士 器であ

る。 口 縁部を無 文で残し、 鍔 下の胴部全 体に縄文を施している。 鍔 上

部の円 孔は、 器 陸 を 貫 通し 斜 めに穿 た れ る 。 2 - 6は、 深鉢 口 縁部 お

よ び 胴部 破 片 である。 口 縁部か ら 胴 上部は平行 沈 線 や 三 叉状 沈 線 と 有

刻の隆 帯を 用 い た 文 様が多く 、 下部には 縄文が施される。

石 器は 、 磨石 l 点 と 凹 石 l 点がある （ 第 50 図 ー 2 · 3 ) 。 凹 石は、

両面に凹部をも つ。 磨石は半 壊するが、 周 囲 5 面に磨痕が認め ら れる。

三
0 JO⑰ ’ ’ ’ ’ ’ ’  

第22 図
後 呂遺 跡
2 号住居址出 土土器

� 1 40 � 



゜ 1.0cm 

第23図 後 呂 遺 跡 2 号住居址出 土 土 器

石材 は、 安 山 岩 製 である。

以上 の出土 遺物か ら 本住居址は、 縄 文 時 代 中 期 中 葉井戸尻 皿 式 期に位 置 づけ ら れる。

3 号 住 居 址 （ 第24、 25 図 ）

2 号住居址の西6 m に位 置する。 炉址、 柱 穴 お よび東墜 が確 認 さ れたが、 全体 のプ ラ ソは不

明である。 壁 は、 東 側の一部 で1 0 cm ほ ど の立 ち 上りを確 認 で き たが、 南 側は溝状 の撹 乱によ っ て

破 壊 さ れ、 西側は 削 平 さ れていた。 ピ ッ ト は、 径30 -40 cm ほ ど の円形 乃 至 楕円形 を 呈 し、 床 面

か ら の深 さ は 1 5cm を測る。 炉址は石囲 い 炉で、 長 さ 30 cm ほ ど の細 長い 自 然 石を 四 角 形に配する。

遺物は、 床 面 よりや や 上 部 で 出土 している。
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第24 図 後 呂 遺跡3号住居址
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I 暗黄繕色 （ し ま り ややあ り ）
I 焼土含む、 熱変 し て プ ロ ' ? 状

第 25 図 後 呂 遺跡3号住居址炉址
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出 土 土 器 （ 第2 6 、 27図 ）

1 は 、 浅鉢形土器 上 半で 口 径39 cmを測る。 口 縁部に低い隆 帯による楕 円 区画文をもち、 その

内部を 平 行 沈 線で埋め て いる。 胴部は無文。 色調は 淡褐色で、 焼 成は 良 好である。 2 は 、 深 鉢

ロ 縁部破 片で、 竹 管 背部の押引 により楕 円区画し、 内部にジ グザ グの押 引 文を 施 す。 3は、 渦

巻状 沈 線 と 三 叉 文をもつ深鉢胴部片である。 5 は、 隆 帯による楕 円 区画内を縦 位 の 平 行 沈線で

埋める。 1 0 · 11は 、 細 い 半 戟 竹 管による条線を 地文 と し、 太 目 の半 歓 竹 管による大 柄 渦 巻文を

施す。

. I a\�!j/ 
2.0cm 

第2 6 図 後 呂 遺跡3号住居址出 土 土 器

以 上 の出 土 土器の内、 2 は 格 沢 式 、 1 · 3 

- 9 は井戸 尻 式 、 1 0 · 11は曽利式に比定され

る。

本 住 居址は、 出 土 土 器 や 炉址 の 形態的特徴

から縄文時代 中 期 中 葉の 井 戸尻式期に対比さ

れるものと考えられる。

゜ 10cm 

攣賣

第27 図 後 呂遺跡3号 住 居址出 土 土器

4 号住 居址 （ 第17図 ）

B 地区 1号住居 址の南に位 置するが、 ほ と ん ど 削 平されてお り 、 床 面 が2m X 1 mほどの 範

囲で残されているのみであった 。 床 は 貼床で非常に堅緻にし ま って いる。 床 面 直 上 に焼土が 検

出され た が 、 伴出遺物はない。 遺構の残存状 況か ら1号溝埋没後に構築され た 竪 穴 式住居と考

えられるが 、 正 確な時期について は 不 明である。 床面直 上の焼土が 炉に関するものとする と 、

か ま ど導入以 前の古墳時代 前 半の住居 と 推定される。

配石 遺 構

1 号配 石 遺 構 （ 第2 8図 ）

A 地区 西側2号溝 と 3号溝の問に位 置する。 拳 大か ら 人 頭大の 角礫が多く、 ま れに長さ 50cmほ
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どの扁平石を配する が、 すで

に 撹 乱を 受けてお り 全体の形

状は不 明 確である。 下部追梢

は検出されなかったが、 付近

に3号埋甕 が埋設 されてお り 、

何らかの関 係 のある施設であ

った こ と も 考えられる。 配石

間から土器が出土 し ている。

出 土 遺 物 （ 第29 、 30図 ）

1は、 胴 上部 が ゆるやか に

く びれる深 鉢形土器で、 口 径

約20cm 、 現存高2 6 cmを 測る。

ロ 縁 直 下は 無文であるが、 そ

の下部に 沈線 による横 S 字文 、

胴部 に 蛇行懸垂文と綾 杉 状 条

線文を 施す。 2は、 大 型の深 鉢形土器で、 口径約37cm、 器高4 5cmを 測る。 地文に 条線文を も ち、

胴部には低 い 隆 帯 に よる 大 柄 渦 巻 文 が 施される。 色調は暗褐色。 1 · 2の文様と同様の特徴を

有する破片には、 5 · 6 · 8 がある。 4 は深 鉢胴部破片と考えられ、 「 ハ 」 の字状の刻みを も

つ隆 帯が横走 し 、 その下部に 縄 文 が 施される。 7はやはり深 鉢 胴部破片であ ろ う が 有 刻の 隆 帯

。 � ) ' ( \n 6 

◇
 

0 � 。
＼
 

Ito, / 

D 
◎ 

＼ 

0 2m 

第28図 後 呂追 跡1号配石遺構、 3号埋甕

が 垂 下 し、 地 文 に 条線を も つ。

以 上の出土土器の

の内、 4 は井戸尻

式、 7 は曽利 r �
Il 式、 1 · 2 · 5 、

· 6 · 8 は曽利N

式に 比定される。

づ且構の帰属時

期は、 曽利N 式と

して捉えてお く 。

20cm 

第29 図 後 呂追 跡 1号 配石出土土器
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゜ 10cm 

5
 

門
□

旦
?
4
1s
 

とな
訊
］

笏 、

霊ぷ＄サ注←7`

ロ
第30 図 後 呂 遺跡 1 号 配 石 出 土 土器

竪 穴 状 遺 構

1 号 竪 穴 状 遺 構 （ 第31 図 ）

A 地区 平 坦 面 の東 側 に 位 置し、 3 · 4

号土 拡 の北 側 に ある。 遺構 の大 半 は調査

区 外 へ と 伸 びる。 南側 コ ー ナ ー はやや隅

丸状 を呈 し、 幅 3m 6 0cm 、 墜高約2 0cmを

測る。 床 面 はほ ぽ 平 坦で、 遺構 東 側 に ピ

ッ ト が存 在する。 ピ ッ ト の径 は約27cmの

円 形を星し、 深 さ4 0cm を測る。 調査部分

が少 な く 、 本遺構が住居址であるか否 か

判 断し難いため、 こ こ では竪 穴 状 遺構 と

して 記録する。 出 土 遺物 はない。

A ·  一 《》 ― · B

r / 0 • 
0 

□ 3 士

口 4 土

325 230 
A·- - B 

ー ／
o 2 m V 
第31図 後 呂 遺跡 1 号 竪 穴 、 3 号 ・ 4 号 土拡

土 砿

1 号 土 砿 （ 第32、 33 図 ）

B 地区 北 側 に 位 罹し、 土 拡の北半 分は調在 区 外 へ と 伸びる。 全 体 の形 状 は直 径 1 3 0cm ほ どの

円 形を呈するもの と 推定され、 墜高は60cmを測 る。 土拡 墜の立 ち 上りはほ ぼ 垂直で、 拡内に は長

さ7 0cm、 幅 2 0cm ほ どの 自 然 石が斜 めに 落ち 込 む 状 態で出 土して いる外、 人 頭 大 の 自 然 石 と 土 器

が覆 土中から検 出 された。
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出 土 遺 物

口（ 第34 図 ）

1 は、 口 縁 部 と

底 部 を欠 損した浅

鉢 形 土器で、 胴上 I 部 最 大 径35 c,, 、 現 ◎ 
存高17 cm を測る。 ゜ 2:m 

胴 部 全 体に縄 文 が 第 32 図 後 呂 遺跡 1 号 ・ 2 号 土 拡

施 される。 2 は、 条 線を地文 と し隆 帯による蛇 行 懸 垂 文をもつ 深 鉢 胴 部 破 片である。 4 は、 沈

線による 蛇 行 懸 垂 文 と 綾 杉 状 沈 線文 を有する。

出 土 土器から本土拡は、 縄文時代中期 後 葉 の曽 利 Il - N 式期に比 定 される。

A · 一

A- 一 323. 024 
一 · B

J 

＼
 

1

:

/

/
 29cm 

lm 〇. 10cm 
第 33 図 後 呂 遺跡 l 号士拡遺物 出 土状 況 第34 図 後 呂 遺跡 1 号 土拡出 土 土 器

2 号土 砿 （ 第32 図 ）

B 地 区 1 号 住居址 西 側に位 置する。 長 径75 cm 、 短 径6 0cm ほ どの楕 円 形 プ ラ ソ を呈 し、 深 さ4 0

cm を測る。 拡内からの 出 土 遺物 はない。

3 号土 砿 （ 第 31 図 ）

A 地 区 1 号 竪 穴 の南側に位 置する。 直 径9 0 cm ほ ど．の円 形 を呈し、 壁高4 0cm を測る。 底 部 は平
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底をなし、 壁は 斜めに 立 ち 上る。 拡内から完 形の磨製石斧が 1 点出 土しているが、 伴 出 土器は

な し ' o

出 土遺 物 （ 第50 図 7 )

長 さ 17cm、 幅 5 cm、 厚さ 3. 5 cmを測る砂岩製の磨艘石斧 である。 磨 斧 片面に 黒 色 のタ ー ル状

付 着物があり、 そ の残存状 況から石斧の装 着状 態が推 定 できる。 磨 斧 は縦 斧 で、 柄 に 対 して65

度の角 度 で 装 着 されたものであ ろ う。

4号土砿 （ 第31 図 ）

3 号土拡の南側 に 位置する。 土 拡の形状は 3号土拡 に 類 似 し、 直径90cm、 深さ30 cmを測る。

出土遺物はな い 。

5号土砿 （ 第35 図 ）

A 地 区 1 · 2号 埋甕の南側 に 位置する。 本土拡は直径 1 m ほ ど の 円 形を呈 し、 深さ約25cmを

測る。 底部はほぽ平 坦 で、 陸は斜めに 立ち 上る。 出土遺物はな い。

6号土砿 （ 第35図 ）

5 号土 拡の北側 に 位置する。 長径 l m 30cm、 短径 l m の東西に 長 い 楕円 形 プ ラ ンを呈 し、 壁

高は最 大部 で30cmを測る。 拡内より 自 然石が 1 点出土し た 以外に 遺物は認められな い 。

．
、

甕埋

ヽ ．

号ー
.

I

◎
 

忍）
I
．

�-

5 ±  

324. 776 
A · 一 - · B 

2m 

第35 図 後 呂遺跡5 号 . 6 号 士 拡

7号土拡 （ 第36 図 ）

A 地 区 3 号 溝 東側 4 m の地点に存在する。 長径 1 m 30cm、 短径 1 m 1 0 cmほどの楕円 形を星し、

器高は約50 cmを測る。 底部は平 坦 で、 埋が斜めに 広がりながら立 ち 上る。 出 土遺物はない 。

8号土 砿 （ 第 36 図 ）

7 号 士 拡より 1 m 50cm ほ ど 南西に 位 置する。 乎面形は長径 1 m 30 cm、 短径 1 m ほ ど の楕円形
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を 呈 し 、 壁 高 は 40

cm を 測 る 。 壁 や 底

部 の 状 況 は 7 号 土

拡 に 類 似 す る 。 出

土 遺 物 は な い 。

9 号土 砿

( 37 図 ）

1 0 号 土 拡 と と も

に C 地 区 2 号 住 居

址 と 3 号 住 居 址 の

中 問 に 位 置す る 。

長 径95cm 、 短 径75

cm の 楕円 形 を 呈 し、 第 36 図 後 呂 遺 跡 7 号 . 8 号 土 拡

壁 高 は 確 認 面 よ り 15cm と 浅 い 。 拡 内 か ら

拳 大 の 自 然 礫 と 土器 が 出 土 し て い る 。

出 土 遺 物 （ 第38 図 1 - 3 · 5 )

1 は 、 深 鉢 口 縁 部 で あ る 。 口 唇 部 が 肥

厚 し 口 縁 下 に 斜 状 沈線 を 充 填 し た 沈線 区

画 文 が 施 さ れ る 。 色 調 は 茶 褐 色 。 2 · 3

は 沈 線 と 鋸 歯 文 を も つ 深 鉢 胴 部 破 片 で あ

る 。 5 は 内 部 が 空 洞 の 把 手 で 、 内 側 に み

み づ く 状 の 獣 面 を 表 現 し て い る 。

出 土 土 器 か ら 本 土拡 は 、 縄 文 時 代 中 期

中 葉 の 井戸 尻 式 の も の と 判 断 さ れ る 。

B
 

B
 

゜ 2 m 

第 37 図 後 呂 遺 跡 9 号 ・ 10 号 土 拡

。

第38 図 後 呂 遺 跡 9 号 ・ 1 0 号 土 拡 出 土 土 器
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1 0号 土 砿（ 第37図 ）

直 径 l m ほ ど の 円 形 プ ラ ソを呈 し 、 壁 高は最深部で20cmを測る。 底部は土 拡 東側にやや傾斜

する。

出 土 遺 物（ 第38図4 )

ヘ ラ 状 工 具による列 点 状の沈線を地文 と し 半 戟 竹管による渦文が認められる。 色調は、 淡褐

色。 縄 文時代 中 期 後葉曽利 Il 式に比 定される。

以上10墓の 土 拡の 内 、 出 土 土器から帰 属時期が判 明 するものは1 · 9 · 10号 土拡の3 基のみ

である。 3号土 拡については縄 文時代の磨製石斧を出 土 し ており、 やはり縄文 期 の所 産と考 え

られる。 他の土 拡 については年代を知る手 掛りを 欠くが、 堆積する覆 土な どは縄 文時代の土拡

と 変わらず 、 それ以後に掘り こまれた溝 状遺構の覆土な ど と は性 質 が一 見 して異なる こ と から

縄文時代の所 産 と して捉 え ておきたい。

埋甕

1 •  2 号 埋甕（ 第39 図 ）

A 地区 平 坦 面のほぽ 中央に位 置し、 6

号土 拡北側に2基 併設 されていた。 1 号

埋甕は、 第40図 1 と 3の2点の土器が重

なる状 態で出 土している。 2 号埋甕は、

第40図2が正 位に埋設 されていた。 埋甕

の掘り方は直 径 70- 8 0虚ほ ど の 円 形を呈

し、 深 さ25cm を測る。

土器（ 第40図 ）

1 は 口 縁部に向か っ て単純に開く深 鉢

で、 口 径25 cm 、 底 径 7. 5 cm 、 高 さ25 cmを

測る。 口 縁 下に沈線が巡り、 その 下部に

A・一

325. 125 
A· 一
@e 

゜

悶
色
色

褐
褐

明
暗

In
U
 

一· B

一· B

第39 図 後 呂 遺跡 1号 ・ 2号埋甕

n形の沈線区画を 有する。 区画内は縦位の条線が充填される。 2は、 キ ャ リ バ ー 形の深 鉢形土

器で 口 縁部を 欠 損する。 底 径 8 cm 、 現存高29 cmを測る。 沈線によ り 縦方向に区画 し 、 その区画

20cm 

第40図 後 呂遺跡l号 ・ 2号埋甕内埋設 士 器
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内を1つ 置きに縄文 施 文を行う。 3 は、 深 鉢形土器胴 下部で 、 底 径 g cmを 測る。 上方から底部

付近まで 沈 線による 懸 垂 文 が認められる。

以 上の埋設 土器の 内 、 1号 埋 甕 と した1 · 3 は 曽 利IV 式に対比 される。 2 号 埋 甕は、 南関東

地方の該期の土 器に類似し 、 加曽利 E Ill - IV 式に含まれるもの と 考えられる。

3 号 埋甕 （ 第41 図 ）

1号配石南側に位 置する。 埋甕の掘 り 方は直 径 9 0 cm ほどの 円 形を 呈 し 、 深さ約50cmを 測る。

埋 甕は、 正 位の状 態で埋設 されて いた。

土器 （ 第42図 ）

ロ 縁部に4単 位

の 山形突起を有す
A - ー· B

る深 鉢で 口 径24cm、
{\·- - B 

320 951 
高 さ26 cmを 測る。

ロ 縁部 が 胴部 と 比

ペやや肥 厚する。

山 形突 起 内 には貫 ゜ 50,cm ， 
I 賠褐色 le

通 孔を有 し 、 口 縁

部は沈線による 円

文 、 渦 文 が 施 される。 胴部は低 突 帯による大 柄 渦 文をもち、 地文に条線を施す。

溝状遺 構

第41図 後 呂 逍跡 3 号 埋 甕
← , ' ' ' '  10cm 

第42図 後 呂遺跡 3号埋甕内埋設土器

1 号 溝 （ 第43図 ）

B 地 区 中 央部よ り 南 側 に 向 か っ て 伸 びる。 溝北端は 1号住居址を切 っ て 掘 り 込まれる。 溝の

幅は l m 50cm で弧状に走る。 深さは 50虚ほどで、 溝断 面 が U 字 形をなす。 溝 内 の土層は2層に

分けられるが 、 いずれも 自 然 堆積に よ るもの と 考えられる。 溝 内 から縄文 土 器の破片が 数 点 出

土して いるが 、 覆 土の状態などから 3号溝 と 余 り 時間差をもたな いもの と 思 われる。 古墳ある

いは方形周溝 墓等の周溝部の 可 能性もあるが 、 その性 格につ い て は明確には判断 し 難 い 。

。
ー·

B 2m 

I 焦吐色土厨 （ 貿褐色粒子を含む， 粘性あ り ）
I 賀褐色 り� ( flit1あ り ）

第43 図 後 呂 遺跡l号溝状 造 構
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2 号溝 （ 第44図 ）

A 地 区 西 端に位 置し、 弧状を描く。 溝の幅は最 大部で 3 m、 深さは約 1 mを測る。 溝 底 部は

ほぼ平 坦であるが、 壁 の立 上りが テ ラ ス状に有 段となる個 所 も 存在する。 出 土遺物は覆土 中か

ら縄 文 土器数 片 が検 出されているが、 これらは溝の埋没 時に混入 した も のと 考えられる。 本 溝

状遺構の構 築 年 代は、 1 · 3号溝とほぼ同時 期の も ので、 1 号溝同 様 古 墳 又は円形 周 溝 墓の周

溝の可能性もある。

3号溝 （ 第45 図 ）

A 地区 2 号溝 東側に位 置 し、 調 査 区を

ゆるやかに弧を描きながら横 断する。 溝

幅約 2 m、 深さ5 0cmを測り、 壁は ゆるや

かに立ち 上る。 溝の堆積は 自 然 堆積で 3

層に分 けられる。

出 土 遺 物 （ 第46図 ）

321. 1 1 1  
A · 一 ー · B

IV
皿

V 

2.m 

1 黒色土• c 饒土粒、 カ ー ボ ソ を含む。 し ま り がた く やわらかい ）

I 黒糧色土層 （ 焼土粒、 カ ー ボ ン を含む。 1 層 よ り し ま り があ る ）

m 茶纂色土 （ ロ ー ム プ ロ ッ ク を含む。 し ま り が あ っ て かたい ）

II 黒襴色土 （ 饒土粒を含む。 土層 よ り し ま り があ る ）

v 黒纂色土 （ 焼土粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を含む。 し ま り がな く やわらかい ）

第44図 後 呂遺 跡 2 号溝状遺構

\
i

\
 

ー· B

·2.m 

！ 黒色土層 （ 焼士粒カ ー ポ ン を含む、 し ま り がた く やわらかい ）
n 黒褐色 土 （ 焼土粒 カ ー ボ ツ を含む、 1 111 よ り し ま り が あ る ）＂ 疇嶋色土 ( . ー ム ブ ● ッ ク を含む、 し ま り があ る ）

第45図 後 呂遺跡 3 号溝状遺構
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広 口 壷 形土器 ( 1 ) と鉄器 ( 2 · 3 )

が出 土して いる。

広 口 壷 は、 胴 下 部が屈 曲 気 味 となる

もので 口 径12cm、 最 大 径18 cm 、 器高19

cm を測る。 胴 部 にヘ ラ 削 り 痕 、 口 縁部

に横 ナ デ 痕 を 明 瞭に残し、 色 調は淡 褐

色 を呈する。

2 は、 現存長 5. 7 cm 、 幅 O. 8 cm 、 厚

さ O. 4 cm を測 り 、 断 面が四 角 形を品す

ぐ:_;:へ ――::_::,
こニニ〕

Q 9 �cm � 
, . . . . 、10cm 

� 芦 二=--=---�

I 3 ゜
第46 図 後 呂 遺跡 3 号 溝 出 土 遺物

る。 3 は、 現存長 8. 7 cm. 、 幅 o. 6 cm. 、 厚さ o. 4 cm. を測 り 、 断 面が 1 と 同 様に四 角 形 を呈する。

一 端が折れ曲が り 湾 曲 して いる。 2 点の鉄器は、 断 面 形 などか ら 鉄鏃 の一 部 分 と考えられる。

本溝 状 遺構 は出 土 遺物 から古墳時代 初 頭 に 比 定 される。

(2 ) 遺 構 外 出 土 遺 物

① 先 土 器 時 代

B 地 区 よ り 先 土器時代 の黒曜 石製のナ イ フ 形 石器

1 点が出土している （ 第4 7 図 ） 。 1 側 縁上部に素 材

の縁辺を残し、 先 端部と基 部 を斜 めに断 ち 切 り 平 行

四辺形 とする。 左 側 縁 部に浅い調整が連 続し、 特に

基 部 は角 度 を変 え て やや平 坦 な泉I] 離 を み せ る。 器長

3 .  4 cm 、 器幅 1. 4 cm を測る 茂 呂 型 のナ イ フ 形 石器と

考え ら れる。 今 回の調査では先 土器時代の遺構 、 遺

こ
゜ 5 cm 

物 確認のため A · B 両地 区 に 2 X 2 m の グ リ ッ ド を

7 ヶ 所 設 定し精 査し�.:が、 他に発見されなかった。 第4 7 図 後 呂 遺跡遺構 外 出土 ナ イ フ 形石器

② 縄 文 時 代

土 器 （ 第48 図 ）

1 は、 深 鉢 口 縁 部 破 片である。 口 縁部に 3本の平 行 線が横 走し、 ク シ 状 工 具に よ る 沈 線文が

その下 部に施 される。 色 調は暗 褐 色。 2 は、 口 縁に 1 条の沈 線 を巡 らし、 胴 部 の縦 方 向の沈 線

区 画 内に条線 と蛇行 懸 垂文 を充 填する。 3 は、 幅 広の低 隆 帯に よ り 楕 円 区 画や渦 文 を描 き 、 区

画 内に縄文 を施す深 鉢 形 土器の破 片で、 色 調は淡褐 色 、 胎 土 は長 石 、 石 英 粒 を多 量に含む。 4

は山 形 突 起 を有する深 鉢 形 土器 口 縁 部である。 山 形 突 起 部には円 文が表 現 さ れ、 胴 部に櫛 描 沈

線 文が斜 走し蛇 行 懸 垂 文が垂 下する。 色 調は暗 褐 色。 4 に類 似した 文 様をもつ土器に 7 · 11 な

どがある。 6 は隆 帯に よ る 大 柄 渦 文 と半 載 竹 管に よ る 斜 走 沈 線 をもつ。 8 は半 載 竹 管に よ る 乎

行 沈 線 と渦文 を 施 し、 地文に縄 文 をもつ深 鉢胴部破 片である。 10 · 12は 「 ハ 」 の字 文 を施す。

以上の土器は、 縄 文時代 中 期後葉に含まれるが、 さ ら に細 分する と5 が曽 利 I - II 式、 6

8 が曽 利 II 式、 1 - 4 · 7 · 9 · 11が曽 利 N 式 、 10 · 12が曽 利 V 式に比 定 さ れる。
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第48図 後 呂遺跡遺構 外 出 土土器

石 器 （ 第5 0図 ）

凹石、 磨製石斧 等 が出 土して いる。 6 は、 凝 灰 岩製の磨製石斧の基部破 片で、 片 面に擦 痕 が

認められる。 8は 片面にのみ凹部をもつ安 山 岩製の凹石で、 長 さ 12.5 cm、 幅 6. 5 cm、 厚 さ 4cm 

を測る。 9 は両面に凹部をもつ安 山 岩製 凹 石であるが、 半壊している。 幅 7 虚、 厚 さ 4. 5 虚を

測り、 片 面は磨石として使 用 されている。 1 0 は泥岩製 の磨製石斧 の刃部で、 基部から 片 面 が斜

めに損壊する。 現存 長 14cm、 幅 5 cm、 厚 さ 3. 5 cmを測る。

土製 品 （ 第49図 ）

小 型の 円 板状土製 品 3点 と 0 0  こ土偶 2点が出土している。 円 総I 

板状土製 品 の 内、 1 · 3は無 �' 履 〇文、 2は条 線 文 が施される。 ilili�l�· 0 2 

� '  
4は土偶 胴 下部 の一部と考え 4 

られ、 ヘ ラ により鋭く刻まれ
゜ 10cm 

た 文 様 が認められる。 色調は 第49図 後 呂遺 跡遺構 外 出 土土製 品
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茶褐 色。 5 は土偶右 足 破 片 で、 脚 下 部にヘ ラ による文 様 が 描 かれる。 色 調 は賠 褐 色 を星する。

③ 中 世

C 地区よ り 土 師 質 土 器 2 点 が 出 土 している （ 第5 1

図 ）。 1 は 口 径 6. 2 cm、 高 さ 1 . 6 cm を 測 り 、 底 部に

糸 切 り 痕 を残す。 色 調 は淡褐色。 2 は 口 径 7. 6 cm 、

器 高 1 . 7 cm を 測 り 、 1 と同様に底 部に糸 切 り 痕 を残

ご工／ ＼ 

゜ 1.0cm 

す。 第5 1図 後 呂 遺跡遺構外 出 土士 師 質 土 器

第 3節 ま と め

今 回本遺跡の調 査 で発見 さ れた 遺構は、 縄文 時代 の住 居 址 3 軒 、 土拡1 0 基、 埋 甕 3 基 、 古 墳

時代初 頭 の住 居址 l 軒 、 溝 状 遺構 3本、 時 期 不明の竪 穴 状 遺構 l 甚 である。

縄 文 時 代 の住 居址は、 中期 中 葉 か ら 後 葉にか けて のもので、 同台 地 上に営 まれた集落 の一 部

と考 え ら れる。 集落 の規 模 等につ いて は調査範 囲 が狭 く 明確に は で ぎ な い 。

3本の溝 状 遺構は、 い ずれも弧状に走るが、 全体 的 な プ ラ ソは調 査 区 の関係 で明ら か で は な
い。 遺構の概要 でふれたと お り 、 1 · 2 号 溝につ いて は古墳 時代初 頭 の方形 周 溝 纂 等の一 部 分
であ っ たと 推 定 さ れるが、 こ こ で は可 能性に と ど めてお く 。
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第 N 章 浜井場遺跡

第1 節 遺跡 の 位 置 と 周 辺 の 環 境

浜 井 場 遺跡は、 東八代郡 豊 富 村関原字 浜井 場に所 在する。 後 呂 遺跡の西方 1. 5 m 程 の曽根丘

陵 最 J:: 部 に 位 置し 、 標 高 300 m を 測る。 付 近 は御坂山塊と 曽根丘 陵 の接 点にあたり、 東 側を 舟

井川、 西側を 浅 利川が流れる。
周 辺 の台 地 上には、 縄文時代 の付山南 遺跡、 付山北 遺跡、 原 遺跡、 東 原遺跡、 中原 遺跡な ど

が知 ら れる一 方、 遺跡北 部 の丘 陵 先 端 部には王 塚古墳 、 伊 勢 塚古墳 を は じ め 多 く の古墳 が散 在

する。

本遺跡は、 埋蔵文化財 包 蔵地調査カ ー ドによれ ば 、 縄 文 時代中期 の土 器 が 東西 250 m 、 南 北

90 m ほ ど の範 囲 で散 布する こ とが記 され て いる。 今 回 の調査区 は、 そ の北 側に位 置する。

第52図 浜井 場 遺跡位 置図

第 2 節 遺 構 と 遺 物

調査区 は 遺跡北端に位 置し、 台 地 上 平 坦 部と 谷 部に向 け て 下る斜 面 と の接 点にあたる。

調査は 、 2 m X 2 m の試掘坑を 2 ケ 所 設 定し掘り下 げ を 行 っ たが、 遺構は発見 されなか っ た。

遺物は 1 点 で、 棒状工具 乃 至 ク 、ン 状工具によ っ て 横 位に条痕 文 を 施 す 土 器 破 片 である。 小 破 片

で はあるが 、 そ の特 徴か ら 弥 生時代中期 初 頭 の壷 の一 部と推 定 される （ 第54図 ） 。
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第 53図 浜 井 場遺跡調査区域図 第 54図 浜井場遺跡 出土土器

第 3 節 ま と め

当 初 縄文時代の遺構が調査対象 区 域 へ広 がるものと考え た が、 今 回の調査で は発見 されなか
った。 付近の分布調査から遺 跡 は 調査区 よ り南側に展 開するもの と 思 われる。
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村 上 遺 跡 1 号 集 石 遺 構
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村 上 遺 跡 1 号 住 居 址 及 び 1 号 集 石 内 出 土 土 器
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後 呂 遺 跡 3号 住 居 址

後 呂 遺 跡 l号 配 石 遺 構
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後 呂 遺 跡 1 号 土 拡

後 呂 遺 跡 3 号 4 号 土 拡
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後 呂 遺 跡 5 号 ・ 6 号土 拡

後 呂 遺 跡 7号 土 拡



後 呂 遺 跡 3号 埋 甕
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後 呂 遺 跡 1 号 溝 状 遺 構

後 呂 遺 跡 2 号 ・ 3 号 溝 状 遺 構
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